


1 ポ ー ラ ン ド 演 劇 の 現 在 形

は
じ
め
に

横
堀
応
彦

こ
の
報
告
書
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー（
以
下
、
F
／
T
）
が

二
〇
一
五
年
と
二
〇
一
六
年
に
行
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に
関
す
る
ト
ー
ク
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
採
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
年
代
に
開
催
さ
れ
た
F
／
T
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は「
新
し
い
人
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
通
底
し
て
い
る
。こ
の
言
葉
は
様
々
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
一
方
、

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
以
後
に
生
ま
れ
た
世
代
」
と
い
う
具
体
的
な
対
象
も
含

意
し
て
お
り
、
既
に
日
本
国
内
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

繰
り
返
し
招
聘
す
る
の
で
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
自
ら
が
そ
の
地
に
赴
い
て
、
ま

だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い「
新
し
い
人
」
を
探
し
て
く
る
│
│
こ
れ
は
毎
年
ア
ジ
ア

の
一
カ
国
を
特
集
す
る「
ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
」
に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
る
│
│

こ
と
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
的
な
方
針
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
収
め
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
演
劇
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
同
様
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
副
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
小
島
寛
大（
二
〇
一
六
年
三
月
に
退
職
し
、
現
在
は
京
都
芸
術
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
）、
制
作
の
十
万
亜
紀
子
と
筆
者
の
三
人
が
中
心
と
な
り
企
画
・

実
施
し
て
き
た
。

本
冊
子
に
も
収
録
し
て
い
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

の
冒
頭
で
鴻
英
良
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
七
三
年
に
イ
ェ
ジ
ー
・
グ

ロ
ト
フ
ス
キ
が
来
日
し
た
際
そ
の
案
内
役
を
務
め
た
の
は
若
か
り
し
頃
の
鈴
木

忠
志
で
あ
り
、
そ
の
鈴
木
が
一
九
八
二
年
の
第
一
回
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

タ
デ
ウ
シ
ュ
・
カ
ン
ト
ル
の『
死
の
教
室
』
を
招
待
し
た
こ
と
は
日
本
と
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
演
劇
交
流
を
語
る
上
で
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
。
そ
の
後
カ
ン
ト
ル
作

品
は
一
九
九
〇
年
に『
く
た
ば
れ
！
芸
術
家
』
と『
私
は
二
度
と
戻
ら
な
い
』
で

再
来
日
を
果
た
し（PA

R
C
O

劇
場
）、
一
九
九
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
シ
ア

タ
ー
X（
カ
イ
）
は「
ヴ
ィ
ト
カ
ッ
ツ
イ
の
び
っ
く
り
箱
」
と
題
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
企
画
を
行
う
な
ど
両
国
の
演
劇
交
流
は
続
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
カ
ン
ト

ル
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
以
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に
つ
い
て
日
本
で
紹
介
さ
れ
る
機

会
は
少
な
か
っ
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
チ
ー
ム
内
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に
関

す
る
知
識
が
乏
し
い
中
、「
新
し
い
人
」
を
紹
介
す
る
目
的
が
達
成
で
き
た
の
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
府
系
機
関
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

I
P
）
お
よ
び
ア
ダ
ム
・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト（
以
下
、

I
A
M
）両
機
関
の
多
大
な
る
協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
。
I
P
の
ミ
ロ
ス
ワ
フ・

ブ
ワ
シ
チ
ャ
ッ
ク
前
所
長
、
マ
リ
ア
・
ジ
ュ
ラ
フ
ス
カ
現
所
長
な
ら
び
に
マ
ル
タ
・

ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
現
在
形
―
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
を
知
る
た
め
の
ミ
ニ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
じ
め
に 
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カ
ル
シ
前
副
所
長
、
I
A
M
の
マ
ー
チ
ン・
ヤ
コ
ビ
ー
前
ア
ジ
ア
部
長
、
バ
ル
バ
ラ・

ト
ロ
ヤ
ノ
フ
ス
カ
の
各
氏
に
心
か
ら
の
御
礼
を
述
べ
た
い
。
特
に
I
A
M
か
ら
は

毎
年
十
二
月
に
ク
ラ
ク
フ
で
行
わ
れ
る
演
劇
祭
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
・
コ
メ
デ
ィ

（D
ivine C

om
edy・

そ
の
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
で
上
演
さ
れ
た
優
れ
た
演

劇
作
品
が
集
ま
る
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
）
を
視
察
す
る
機
会
を
賜
り
、
多
く
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
演
劇
に
直
に
触
れ
る
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た（
な
お
ス
タ
ッ
フ
の
十
万
は
二
〇
一
六
年
の
同
演
劇
祭
に
審
査
員
と
し
て

も
参
加
し
て
い
る
）。

現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
動
き
に
つ
い
て
日
本
語
で
ま
と
ま
っ
て
手
に
入
る

情
報
は
多
く
な
い
。
本
報
告
書
も
そ
の
一
助
と
な
る
べ
く
I
P
か
ら
の
支
援
を

得
て
作
成
し
た
も
の
だ
が
、
現
在
ほ
ぼ
唯
一
の
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
の
は
国

際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー（
I
T
I
）
が
毎
年
発
行
し
て
い
る『
国
際
演
劇

年
鑑
』
で
あ
る（
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
でe-book
が
閲
覧
可
能
）。

F
／
T
15
で
は
同
年
鑑
に
寄
稿
し
て
い
る
岩
田
美
保
氏（
ク
ラ
ク
フ
在
住
）
に

協
力
を
依
頼
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
二
十
〜
四
十
代
の
三
世
代
に
わ
た
る
演

出
家
を
招
い
た
イ
ベ
ン
ト「
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
現
在
形
」（
二
〇
一
五
年
十
一

月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト
）
を
実

施
し
た
。
来
日
し
た
演
出
家
は
生
年
順
に
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー

ト
代
表
で
劇
団T

eatr Z
A
R

を
主
宰
す
る
ヤ
ロ
ス
ワ
フ
・
フ
レ
ト（
一
九
七
一

―
）、
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
の
専
属
演
出
家（
当
時
）
で
あ
り

二
〇
一
三
年
に
ク
ラ
ク
フ
の
国
立
ス
タ
ー
リ
ー
劇
場
で『
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
』（
ヴ
ィ

ス
ピ
ャ
ン
ス
キ
）
を
上
演
し
た
ウ
カ
シ
ュ
・
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ（
一
九
八
三
―
）、

当
時
ク
ラ
ク
フ
国
立
演
劇
大
学
演
出
コ
ー
ス
在
籍
中
で
二
〇
一
五
年
に
T
R

ワ
ル
シ
ャ
ワ
で『
あ
る
島
の
可
能
性
』（
ウ
ェ
ル
ベ
ッ
ク
）
を
演
出
し
た
ば
か
り
の
マ

グ
ダ
・
シ
ュ
ペ
フ
ト（
一
九
九
〇
―
）
の
三
名
。
告
知
文
に「
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド

演
劇
の
見
取
り
図
を
描
く
6
日
間
」
と
掲
げ
た
よ
う
に
、
連
日
ト
ー
ク
や
上

映
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
そ
の
う
ち
本
報
告
書
に
は
、
最
終
日

に
行
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
伝
統
と
革
新
」
の
採
録
を

収
め
て
い
る
。

ト
ー
ク
を
行
う
中
で
、
三
人
が
共
通
し
て
影
響
を
受
け
た
演
出
家
と
し
て

挙
が
っ
た
名
前
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
立
演
劇
研

究
所
が
二
〇
〇
八
年
に
発
行
し
た
国
内
の
演
出
家
を
紹
介
す
る
書
籍（
ア
ン

ナ
・
R
・
ブ
ジ
ン
ス
カ『
古
典
と
ト
ラ
ブ
ル
メ
イ
カ
ー
』）
で
は
十
名
の
演
出
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
生
年
順
に
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ（
一
九
二
六
―

二
〇
一
六
）、
イ
ェ
ジ
ー
・
ヤ
ロ
ツ
キ（
一
九
二
六
―
二
〇
一
二
）、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ル
パ（
一
九
四
三
―
）、
ミ
コ
ラ
イ
・
グ
ラ
ボ
フ
ス
キ（
一
九
四
六
―
）、
ピ
ョ
ト
ル
・

チ
ェ
プ
ラ
ク（
一
九
六
〇
―
）、
ク
シ
シ
ュ
ト
フ
・
ヴ
ァ
リ
コ
フ
ス
キ（
一
九
六
二
―
）、

パ
ヴ
ェ
ル・
ミ
ス
キ
ェ
ヴ
ィ
チ（
一
九
六
四
―
）、
グ
ジ
ェ
ゴ
シ
ュ・
ヤ
ジ
ナ（
一
九
六
八

―
）、
マ
ヤ
・
ク
レ
チ
ェ
フ
ス
カ（
一
九
七
三
―
）、
ヤ
ン
・
ク
ラ
タ（
一
九
七
三
―
）

と
な
る
。
こ
の
う
ち
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
よ
く
名
を
見
か
け

る
の
は
ヴ
ァ
リ
コ
フ
ス
キ（
日
本
に
移
し
か
え
る
と
平
田
オ
リ
ザ
、
松
田
正
隆

と
同
年
代
）
と
ヤ
ジ
ナ
、
一
世
代
下
で
は
ク
レ
チ
ェ
フ
ス
カ
と
ク
ラ
タ（
岡
田
利

規
、
三
浦
基
と
同
年
代
）
だ
が
、
こ
の
四
名
は
い
ず
れ
も
ル
パ
の
弟
子
に
あ
た
る
。

ル
パ
は
カ
ン
ト
ル
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
と
並
び「
二
十
世
紀
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
三

聖
人
」
と
称
さ
れ
る
が
、
ル
パ
作
品
の
来
日
は
長
い
間
叶
わ
な
か
っ
た
。

筆
者
が
ル
パ
の『W

oodcutters 

│ 

伐
採 

│
』
を
観
劇
し
た
の
は

二
〇
一
五
年
の
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
演
劇
祭
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
何
よ
り
そ
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
以
来
ヴ
ァ
リ
コ
フ
ス
キ
や
ヤ
ジ
ナ
ら
才
能
豊
か

な
ベ
テ
ラ
ン
演
出
家
た
ち
を
紹
介
す
る
前
に
、
ま
ず
は
彼
ら
の
師
匠
で
あ
る
ル

パ
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。日
本
で
初
め
て
紹
介
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
作
家
の
一
番
い
い
作
品
を
招
聘
し
た
い
。
同
作
は
そ
れ
ま
で
の
ル
パ

作
品
の
集
大
成
と
い
わ
れ
、「1000％

ル
パ
」
の
作
品
と
評
判
に
な
っ
て
い
た
。

様
々
な
幸
運
が
重
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
先
述
し
た
政
府
系
機
関
か
ら
の
支

援
も
あ
り
、
招
聘
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ル
パ

作
品
の
製
作
は
年
々
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
機
会
を
逃
す
と
次
は
無
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
ル
パ
が『
屠
殺
場
』（
ム
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
）
で
演
出
家
デ
ビ
ュ
ー
し

た
の
は
一
九
七
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、
以
来
初
来
日
ま
で
実
に
四
十
年
の
年

月
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

F
／
T
16
で
は『W

oodcutters 

│ 

伐
採 

│
』（
二
〇
一
六
年
十
月

二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
東
京
芸
術
劇
場
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
）
の
上
演
に
加
え

て
、
複
数
の
関
連
企
画
を
実
施
し
た
。
八
月
三
十
日
に
は
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド

大
使
館
に
お
い
て
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
表
記
者
会
見
と
演
劇
学
者
、
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ・

ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク（
当
時
）
で
あ
る
ピ
ョ
ト
ル
・
ル
ツ
キ
氏
に
よ

る
レ
ク
チ
ャ
ー「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
の
演
劇
」
を
行
っ
た
。
そ
の
翌
日
に
は
ル

ツ
キ
氏
と
演
劇
批
評
家
で
カ
ン
ト
ル『
死
の
演
劇
』
の
共
訳
者
で
も
あ
る
鴻
英

良
氏
に
よ
る
対
談
を
実
施
。
本
報
告
書
に
は
、
レ
ク
チ
ャ
ー
の
採
録
お
よ
び
対

談（
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン「FT

 Focus vol.7

」
よ
り
転
載
）
を
収
め
て
い
る
。

公
演
直
前
に
行
っ
た「
F
／
T
ト
ー
ク
」
で
は
、
二
つ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施

し
た
。
一
つ
目
は
、
寺
尾
格
氏（
専
修
大
学
教
授
）
に
よ
る「
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
と
ウ
ィ
ー
ン
演
劇
」
と
題
し
た
レ
ク
チ
ャ
ー
で
、
原
作
者
ト
ー
マ
ス
・
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
の
人
物
像
や
作
品
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
。
本
報
告
書

に
は
、
同
氏
が
公
演
終
了
後
に
執
筆
し
た
劇
評
を
初
出
誌『
オ
ー
ス
ト
リ
ア

文
学
』
の
許
可
を
得
て
転
載
し
て
い
る
。
二
つ
目
の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
毎
年
十
月
に
ル
ブ
リ
ン
で
行
わ
れ
て
い
る
国
際
演
劇
祭

K
onfrontacje T

eatralne

で
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
グ
ジ
ェ
ゴ
シ
ュ
・
レ
ス

ケ
氏
を
招
き
、
最
も
若
い
世
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に
つ
い
て
映
像
資
料
を
用

い
な
が
ら
お
話
い
た
だ
い
た
。「
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
最
前
線
」
と
題
し
た
こ
の
レ

ク
チ
ャ
ー
の
採
録
も
収
録
し
て
い
る
。

『W
oodcutters 

│ 

伐
採 

│
』製
作
元
で
あ
る
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン

ド
劇
場
と
連
絡
を
取
り
合
う
中
で
、
劇
場
側
よ
り「
ル
パ
は
作
品
の
上
演
と
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同
じ
く
ら
い
観
客
と
の
対
話
を
重
視
し
て
い
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
終
演
後

の
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
で
は
な
く
│
│
も
っ
と
も
四
時
間
半
に
わ
た
る
上
演
の
後

に
ト
ー
ク
を
行
う
こ
と
は（
こ
と
日
本
に
お
い
て
は
）考
え
づ
ら
い
が
│
│
二
日

目
の
開
演
前
に
九
十
分
間
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
と
い
う
形
で
実
施
し
た
。
観

客
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
質
問
の
中
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
ル
パ
作
品
は
長

い
時
間
を
か
け
て
行
わ
れ
る
俳
優
た
ち
と
の
共
同
作
業
プ
ロ
セ
ス
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
最
大
の
特
徴
は
彼
が
長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
上

げ
た「
内
的
独
白
」
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
方
法
論
に
あ
り
、
詳
し
い
メ
ソ
ッ
ド

に
つ
い
て
は
あ
わ
せ
て
収
録
し
て
い
る「
F
／
T
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
参
加
学
生
向

け
に
行
っ
た
ト
ー
ク
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
役
を
演
じ
た
主

演
俳
優
の
ピ
ョ
ト
ル
・
ス
キ
バ
を
は
じ
め
、
演
技
力
豊
か
な
俳
優
た
ち
と「
内

的
独
白
の
文
法
」
を
共
有
し
た
上
に
成
立
す
る
ル
パ
の
演
劇
は
、
舞
台
の
隅
か

ら
隅
ま
で
を
満
た
す
一
体
性
に
お
い
て
他
の
演
出
家
の
追
随
を
許
さ
ず
、
そ
れ

が
巨
匠
と
言
わ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
演
出
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、

ル
パ
作
品
の
多
く
は
国
立
ス
タ
ー
リ
ー
劇
場
で
製
作
さ
れ
て
き
た
が
、

二
〇
〇
六
年
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
の
イ
ン
テ
ン
ダ
ン
ト
に
演
劇
批

評
家
の
ク
シ
シ
ュ
ト
フ
・
ミ
ェ
シ
コ
フ
ス
キ
が
就
任
し
て
か
ら
は
、
同
劇
場
か
ら

も
多
く
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
に
製
作
さ
れ
た

『W
oodcutters 

│ 

伐
採 

│
』
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
後
半
で
は
芸
術
と
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る

が
、
日
々
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
と
芸
術
を
め
ぐ
る
状
況

に
つ
い
て
少
し
補
足
し
て
お
き
た
い
。
二
〇
一
五
年
に
行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙

お
よ
び
総
選
挙
で
は
そ
れ
ま
で
政
権
を
担
っ
て
い
た
リ
ベ
ラ
ル
中
道
右
派
政
党

「
市
民
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
代
わ
り
、
難
民
反
対
な
ど
を
掲
げ
る
保
守
派

政
党「
法
と
正
義
」
が
勝
利
し
政
権
与
党
に
な
っ
た
。
司
法
改
革
法
案
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
主
義
的
な
改
革
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
日
本
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
人
工
妊
娠
中
絶
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
禁

止
す
る
法
案
の
成
立
を
目
指
し
た
際
に
は
、
反
対
す
る
女
性
た
ち
が
黒
い
服

に
身
を
包
み
、
全
国
で
お
よ
そ
十
万
人
以
上
が
参
加
し
た
一
大
デ
モ
が
起
こ
り
、

各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
発
展
し
た
。

ミ
ェ
シ
コ
フ
ス
キ
は
二
〇
一
五
年
の
総
選
挙
で
野
党「
モ
ダ
ン
」
か
ら
出
馬
、

下
院
議
員
に
当
選
し
、
文
化
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
の
副
議
長
と
な
っ
た
。
し
か
し

メ
デ
ィ
ア
統
制
を
強
め
る
現
政
権
下
に
お
い
て
、
二
〇
一
六
年
八
月
末
を
も
っ

て
彼
は
突
如
と
し
て
イ
ン
テ
ン
ダ
ン
ト
の
職
を
解
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
一
連
の
事
態
に
抗
議
す
る
形
で
、
ル
パ
は
二
〇
一
六
年
秋
に
同
劇
場
で
初

演
予
定
だ
っ
た
新
作『
審
判
』（
カ
フ
カ
）
の
製
作
取
り
や
め
を
発
表
。
十
年
間

に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
た
優
れ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

俳
優
や
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
別
々
の
劇
場
へ
離
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ル
パ
が

二
〇
一
六
年
に
発
表
し
た
新
作『
ヘ
ル
デ
ン
プ
ラ
ッ
ツ（
英
雄
広
場
）』（
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
）
は
リ
ト
ア
ニ
ア
国
立
劇
場
が
製
作
元
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
し
ば
ら

く
製
作
元
が
宙
に
浮
い
た
状
態
と
な
っ
て
い
た『
審
判
』
は
、
二
〇
一
七
年
に

ヴ
ァ
リ
コ
フ
ス
キ
が
芸
術
監
督
を
務
め
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ノ
ヴ
ィ
劇
場
を
は
じ
め

複
数
の
劇
場
が
製
作
元
と
な
り（
パ
リ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
や
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ク
ン
ス
テ
ン 

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
デ
ザ
ー
ル
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大

型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
共
同
製
作
に
名
を
連
ね
て
い
る
）、十
一
月
に
初
演
さ
れ
た
。

ク
レ
チ
ェ
フ
ス
カ
や
ク
ラ
タ
よ
り
下
の
世
代
の
若
手
演
出
家
の
活
躍
も
目
覚

ま
し
い
。「
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
現
在
形
」
で
招
聘
し
た
演
出
家
の
う
ち
、
フ
レ

ト
は
二
〇
一
六
年
に
欧
州
文
化
首
都
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
の
演
劇
部
門
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
務
め
、国
際
演
劇
祭
シ
ア
タ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
を
成
功
に
導
い
た
。
ト
ゥ
フ
ァ

ル
コ
フ
ス
キ
は
一
連
の
騒
動
で
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
の
専
属
演
出
家

か
ら
解
任
さ
れ
た
も
の
の
、
二
〇
一
七
年
に
リ
ト
ア
ニ
ア
国
立
劇
場
で
新
作『
ロ

キ
ス
』
を
上
演
し
た
。
シ
ュ
ペ
フ
ト
は
二
〇
一
六
年
に
ヴ
ァ
ウ
ブ
ジ
フ・
ド
ラ
マ
テ
ィ

チ
ニ
劇
場
で
市
民
キ
ャ
ス
ト
と
と
も
に
上
演
し
た『
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
』
が
同
年
の

デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
・
コ
メ
デ
ィ
で
若
手
演
出
家
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

次
回
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
二
〇
一
九
年
は
日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
交
樹

立
百
周
年
に
あ
た
り
、
現
在「
ポ
ー
ラ
ン
ド
芸
術
祭2019

」（
仮
称
）
の
実
施

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
、
そ
れ
ぞ
れ
政
治
と
文
化
の
緊

張
関
係
が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
機
会
を
見
つ
け
て
両
国
の
芸
術
文
化
交

流
に
務
め
て
い
き
た
い
。
こ
の
報
告
書
が
そ
の
交
流
を
推
進
す
る
一
助
と
な
れ

ば
、
企
画
者
の
一
人
と
し
て
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。

二
〇一八
年
二
月

＊
な
お
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
代
演
劇
状
況
に
つ
い
て
は
国
立
演
劇
研
究
所
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
行
し
て
い
る

Polish T
heater Journal

（http://w
w
w
.polishtheatrejournal.com

）
が
参
考
に
な
る
。
収

録
さ
れ
て
い
る
全
論
文
は
英
語
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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事
業
報
告
詳
細

 

事
業
報
告
詳
細

二
〇一五
年 

主
催
企
画

タ
デ
ウ
シ
ュ
・
カ
ン
ト
ル
生
誕100

周
年
記
念

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
現
在
形
」

十一月
二
十
四
日（
火
）│
十一月
二
十
九
日（
日
）

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト
他

来
場
│ 

一四
三
名

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
│ 

五
十
二
名

現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
見
取
り
図
を
描
く
こ
と
を
目

的
に
企
画
さ
れ
た
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
二
十

代
〜
四
十
代
の
若
手
演
出
家
三
名
を
招
聘
し
、
六
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
日
本
で
は
手
に
入
る
情
報
も
少
な

か
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
現
在
に
つ
い
て
、
観
客
と
共
に

理
解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
。
初
日
は
企
画
者

で
も
あ
る
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
の
横
堀
応
彦
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

最
新
の
演
劇
を
紹
介
す
る
国
際
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ「Polska 

N
ew

T
heatre

」
に
つ
い
て
報
告
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文

化
セ
ン
タ
ー
の
久
山
宏
一
が
日
本
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
演

劇
の
受
容
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
二
日
目
は
、
演
出
家

の
ウ
カ
シ
ュ
・
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
と
マ
グ
ダ
・
シ
ュ
ペ
フ
ト

が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
、
演
劇
と
政
治
問
題
と
の
関

係
に
言
及
し
な
が
ら
紹
介
し
た
。
三
日
目
と
五
日
目
に
開

催
さ
れ
た
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
記
録
映
像
上
映
で
は
歴
史
的
に

貴
重
な
映
像
資
料
を
紹
介
、
ヤ
ロ
ス
ワ
フ
・
フ
レ
ト
に
よ
る

明
解
な
解
説
を
手
が
か
り
に「
持
た
ざ
る
演
劇
」
の
思
想
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。
最
終
日
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

二
〇一六
年 

主
催
企
画

レ
ク
チ
ャ
ー
「
ク
リ
ス
チ
ャン
・
ル
パ
の
演
劇
」

八
月
三
十
日（
火
）

駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館

来
場
│ 

八
十一名

講
師
│ 

ピ
ョ
ト
ル
・
ル
ツ
キ
（Pio

tr R
ud

zki

）（
演
劇
学
者
、

ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
）

演
劇
を
通
し
て
見
え
る
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
変
化
に
つ

い
て
観
客
も
交
え
て
多
角
的
に
議
論
し
た
。
ま
た
、
二
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
異
な
る
背
景
を

も
っ
た
約
二
十
名
の
若
手
俳
優
た
ち
が
参
加
。
レ
ク
チ
ャ
ー

や
ゲ
ー
ム
的
な
要
素
を
織
り
交
ぜ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、

身
体
に
つ
い
て
の
新
た
な
視
点
が
与
え
ら
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム一覧

―ト
ー
ク

F
／
T
16 

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
表
記
者
会
見
の
第
二
部
と

し
て『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
を
製
作
し
た
ヴ
ロ
ツ
ワ

フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
に
よ
る
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
ル
パ
の
演
劇
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
し
た
。
カ
ン
ト

ル
と
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
に
な
ら
ぶ
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
三
聖
人
の
ひ

と
り
で
あ
る
ル
パ
が
初
め
て
日
本
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
へ
の
喜

び
が
語
ら
れ
た
あ
と
、
ル
パ
が
俳
優
た
ち
に
求
め
る「
内
的
独

白
」
や「
即
興
可
能
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
と
い
っ
た
考
え
が
紹

介
さ
れ
た
。
続
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
普
通
名
詞
で
ル
パ
と

は
〝
ル
ー
ペ（
拡
大
鏡
）� 

を
意
味
し
、
人
々
が
知
覚
す
る
世

界
に
拡
大
鏡
を
当
て
て
日
常
生
活
で
は
意
識
化
さ
れ
な
い
心

理
的
な
部
分
か
ら
登
場
人
物
が
形
成
さ
れ
て
い
く
、
そ
う
し

て
観
客
は
〝
認
識
の
道
具
と
し
て
の
演
劇
�
に
誘
わ
れ
て
い

く
、
と
い
っ
た
内
容
が
語
ら
れ
た
。

※
二
十
三
頁
参
照

共
催
：
ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー　

後
援
：
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館

―F
／
T
ト
ー
ク「
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
ウ
ィ
ー
ン
演

劇
」

十
月
十
九
日（
水
）

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

来
場
│ 

三
十
名

講
師
│ 

寺
尾 

格（
専
修
大
学
教
授
）

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
演
劇
の
専
門
家
で
あ
る
寺
尾
格

（
専
修
大
学
教
授
）
を
講
師
に
招
き
、『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
の
原
作
者
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
生
涯
と
作

品
、
同
作
の
舞
台
と
な
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
演
劇
事
情
に
関
す

る
事
前
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
し
た
。
一
九
八
八
年
に
ウ
ィ
ー

ン
・
ブ
ル
ク
劇
場
で
初
演
さ
れ
た『
ヘ
ル
デ
ン
プ
ラ
ッ
ツ
』（
ク

ラ
ウ
ス
・
パ
イ
マ
ン
演
出
）
は
上
演
後
た
ち
ま
ち
大
き
な
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
背
景
や
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

作
品
の
特
徴
で
あ
る
罵
倒
の
語
り
口
に
つ
い
て
戯
曲
お
よ
び

記
録
映
像
を
参
照
し
な
が
ら
解
説
が
行
わ
れ
た
。
後
半
に
は

『W
oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
に
登
場
す
る
人
物
と
、
そ

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
実
在
の
人
物
と
の
対
応
関
係
に
も
話
が

「
国
際
ミ
ー
ティン
グ〈Polska N

ew
 Theatre

〉

レ
ポ
ー
ト
」

十一月
二
十
四
日（
火
）

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

登
壇
者
│ 

マ
グ
ダ
・
シ
ュ
ペ
フ
ト（M

ag
d

a Szp
echt

）（
演
出

家
）、久
山
宏一（
ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
）、横
堀
応
彦（
ド

ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
、
F
／
T

15
ディレ
ク
タ
ー
ズ
コ
ミ
ッ
ティ
） 

―ト
ー
ク

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
演
劇
活
動
の
現
在
」

十一月
二
十
五
日（
水
）

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

登
壇
者
│ 

ウ
カ
シ
ュ
・
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ（Ł

ukasz 

Tw
arko

w
ski

）（
ヴ
ロ
ツ
ワ
ウ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
専
属
演
出
家
）、
マ

グ
ダ
・
シ
ュ
ペ
フ
ト

司
会
│ 

横
堀
応
彦

―イ
ェ
ジ
ー
・
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
作
品
映
像
上
映 

＋ 

ト
ー
ク

『
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
』

十一月
二
十
六
日（
木
）

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

―『
不
屈
の
王
子
』

十一月
二
十
八
日（
土
）

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

―

Teatr ZA
R

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
俳
優
の
身
体
」

十一月
二
十
六
日（
木
）│ 

二
十
七
日（
金
）

東
京
芸
術
劇
場
リ
ハ
ー
サ
ル
ル
ー
ム

講
師
│ 

ヤ
ロ
ス
ワ
フ
・
フ
レ
ト（Jaro

s ław
 Fret

）（
演
出
家
、

Teatr ZA
R

主
宰
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
・
イ
ン
ス
ティ
ト
ゥ
ー
ト
代
表
）、
シ

モ
ー
ナ
・
サ
ラ（Sim

ona Sala

）(Teatr ZA
R

)

―ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
伝
統
と
革
新
」

十一月
二
十
九
日（
日
）

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

登
壇
者
│ 

ヤ
ロ
ス
ワ
フ
・
フ
レ
ト
、
ウ
カ
シ
ュ
・
ト
ゥ
フ
ァ

ル
コ
フ
ス
キ
、
マ
グ
ダ
・
シ
ュ
ペ
フ
ト

司
会
│ 

岩
城
京
子（
演
劇
研
究
者
）

※
十
二
頁
参
照

共
催
：
ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー　

C
o

-p
resented

 b
y 

Instytut Po
lski w

 To
kio

後
援
：
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館　

U
nd

er the ausp
ices 

o
f the Em

b
assy o

f the R
ep

ub
lic o

f Po
land

 in Jap
an

F/T16記者会見 Teatr ZARによるワークショップ



9 8ポ ー ラ ン ド 演 劇 の 現 在 形 ポ ー ラ ン ド 演 劇 の 現 在 形

 

事
業
報
告
詳
細

 

事
業
報
告
詳
細

及
び
、
四
時
間
二
十
分
に
も
わ
た
る
大
作
を
観
劇
す
る
上
で

の
背
景
・
知
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

―F
／
T
ト
ー
ク「
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
最
前
線
」

十
月
二
十
日（
木
）東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

来
場
―
二
十一名

講
師
―
グ
ジ
ェ
ゴ
シ
ュ
・
レ
ス
ケ（G

rzeg
orz R

eske

）（
ア
ー

ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

F
／
T

15 
で
実
施
し
た
F
／
T
ト
ー
ク「
ポ
ー
ラ
ン
ド
演

劇
の
現
在
形
」の
続
編
と
し
て
、
最
も
若
い
世
代
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
演
劇
シ
ー
ン
を
紹
介
す
る
ト
ー
ク
を
実
施
し
た
。
講
師

が
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ルK
onfrontacje T

eatralne

で
は
、
国
外
か
ら
様
々
な
演

劇
作
品
を
招
聘
し
な
が
ら（
二
〇
一
六
年
は
岡
田
利
規
・
チ
ェ

ル
フ
イ
ッ
チ
ュ
が
参
加
し
た
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
新
進
演
出
家

特
集
も
行
っ
て
い
る
。
映
像
を
用
い
な
が
ら
ル
パ
の
孫
世
代
に

あ
た
る
若
手
演
出
家
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー

制
度
を
持
つ
公
共
劇
場
シ
ス
テ
ム
の
中
で
様
々
な
実
験
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
若
手
演
出
家
の
多

く
は
ル
パ
が
長
く
教
鞭
を
と
る
ク
ラ
ク
フ
国
立
演
劇
大
学
で

演
劇
を
学
ん
で
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に
お
け
る
彼
の
存

在
の
大
き
さ
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。

※
二
十
八
頁
参
照

―ス
ペシ
ャ
ル
ト
ー
ク

十
月
二
十
二
日（
土
）

東
京
芸
術
劇
場
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
ロ
ビ
ー

来
場
│ 

八
十
五
名

登
壇
者
│ 

ク
リ
ス
チ
ャン
・
ル
パ（K

rystian Lup
a

）

モ
デ
レ
ー
タ
ー
│ 

鴻 

英
良（
演
劇
評
論
家
）

初
来
日
を
果
た
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
が
日
本
の
観
客

と
対
話
す
る
場
と
し
て
公
演
二
日
目
の
開
演
前
に
ス
ペ
シ
ャ

ル
ト
ー
ク
を
実
施
し
た
。
前
半
は
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
鴻
が
代

表
し
て
質
問
し
、
ル
パ
が
生
涯
を
か
け
て
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
の
作
品
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
や
今
回『
伐
採
』
を

舞
台
化
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
状

況
や
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
諸
問
題
な
ど
に
言
及
し
な
が
ら

語
ら
れ
た
。
後
半
は
客
席
か
ら
作
品
の
中
身
に
関
す
る
質
問

が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
ル
パ
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
答
え
て
い
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
質
問
に
対
し
て
真
摯
に

回
答
す
る
そ
の
身
振
り
か
ら
も
、
ル
パ
に
と
っ
て
観
客
と
の

対
話
が
作
品
上
演
と
並
ん
で
重
要
な
行
為
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

※
四
十
四
頁
参
照

―ス
ペシ
ャ
ル
ト
ー
ク【
F
／
T
キ
ャン
パ
ス
】

十
月
二
十
三
日（
日
）

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

参
加
者
│
二
十
八
名

講
師
│
ク
リ
ス
チ
ャン
・
ル
パ

司
会
│
横
堀
応
彦

舞
台
美
術
や
文
化
政
策
に
関
心
を
持
つ
学
生
が
参
加
す

る
合
宿
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
F
／
T
キ
ャ
ン
パ
ス
」の
参
加
者
を

対
象
に
し
た
ル
パ
の
特
別
ト
ー
ク
を
開
催
し
た
。
前
日
に

『W
oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
を
鑑
賞
し
た
学
生
か
ら
は
、

照
明
や
音
響
が
作
品
に
も
た
ら
す
効
果
や「
内
的
独
白
」
に

よ
る
俳
優
た
ち
の
演
技
、
本
作
の
主
題
で
あ
っ
た
芸
術
家
同

士
の
愛
憎
な
ど
に
関
す
る
様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
ら
の
質
問
に
対
す
る
ル
パ
の
真
摯
で
丁
寧
な
回
答
か
ら
は
、

彼
の
演
劇
観
や
芸
術
観
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
学
生

に
と
っ
て
は
、
ル
パ
と
の
対
話
を
通
じ
て
演
出
家
の
頭
の
中
を

覗
く
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
帰
り
際
に
ル

パ
は
、
未
来
あ
る
若
者
た
ち
に
向
け
て
、
非
妥
協
的
で
あ
る

と
同
時
に
、
他
者
に
対
し
て
開
か
れ
て
い
る
こ
と
の
大
切
さ

を
説
い
た
。

※
三
十
九
頁
参
照

二
〇一六
年 

連
携
企
画

ト
ー
ク「
ク
リ
ス
チ
ャン
・
ル
パ
と
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の

魅
力
」

九
月
十一日（
日
）3331 A

rts C
hiyod

a

来
場
│ 

二
十
七
名

登
壇
者
│ 

久
山
宏一
、
横
堀
応
彦

ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
と
ア
ダ
ム
・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ッ

チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ュ
ー
ト
が
共
同
実
施
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
最

新
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク･

デ
ザ
イ
ン
展「EYE O

N
 PO

LA
N

D

」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
魅
力
を

紹
介
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
文

化
に
関
心
の
あ
る
熱
心
な
観
客
が
集
ま
り
、
久
山
は
自
身

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
と
の
出
会
い
か
ら
日
本
と
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
演
劇
交
流
に
つ
い
て
報
告
し
、
横
堀
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇

の
魅
力
や『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
を
招
聘
し
た
理

由
に
つ
い
て
実
際
の
観
劇
体
験
を
交
え
な
が
ら
語
っ
た
。

主
催
― 

ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
、Culture.pl 

後
援
― 

駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館

特
別
協
力
― 3331 Arts Chiyoda

、株
式
会
社 

ソ
ル
パ
ッ
ク (SOLPAC)

協
力
― 

株
式
会
社 

徳
間
書
店
、
株
式
会
社 Juice.

、チ
ェ
シ
チ
レ
コ
ー
ド
、

ポ
ン
チ
キ
ヤ
、
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー

二
〇一六
年 

主
催
プ
ロ
グ
ラ
ム

『W
ood

cutters 

― 

伐
採 

―
』

翻
案
・
美
術
・
照
明
・
演
出
│ 

ク
リ
ス
チ
ャン
・
ル
パ

原
作
│ 

ト
ー
マ
ス
・
ベル
ン
ハ
ル
ト

十
月
二
十一日（
金
）│ 

十
月
二
十
三
日（
日
）

東
京
芸
術
劇
場
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス

全
三
ス
テ
ー
ジ
／
来
場
│ 

一
〇
九
七
名

一
九
八
〇
年
代
か
ら
現
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
を
築
い
て

き
た
演
出
家
で
あ
り
、
二
十
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
後
の
巨
匠

と
も
評
さ
れ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
の
四
時
間
二
十
分
の
超

大
作
。
舞
台
化
が
困
難
と
さ
れ
る
作
家
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
の
小
説
を
翻
案
・
演
出
し
た
本
作
は
、
自
殺
し
た
女

優
の
葬
儀
後
に
開
か
れ
た「
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ

ナ
ー
」会
場
が
舞
台
。
招
か
れ
た
芸
術
家
た
ち
は
、
い
つ
終

わ
る
と
も
知
れ
ぬ
晩
餐
会
で
互
い
の
不
平
不
満
や
自
慢
の

応
酬
を
繰
り
広
げ
、
や
が
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
偽
善
性
、
国

立
劇
場
、
国
家
体
制
を
痛
烈
に
批
判
し
始
め
る
。
音
楽
・

空
間
設
計
に
も
長
け
た
ル
パ
は
、辛
辣
な
言
葉
を
ラ
ヴ
ェ
ル
の

《
ボ
レ
ロ
》
と
共
に
過
熱
さ
せ
、
ま
る
で
ガ
ラ
ス
ボ
ッ
ク
ス
の
よ

う
な
回
転
舞
台
と
映
像
を
巧
み
に
用
い
て
、
登
場
人
物
の

心
理
描
写
に
深
み
を
も
た
ら
し
た
。
偏
っ
た
政
治
状
況
と

理
念
を
失
っ
た
芸
術
に
対
し
て
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
抱
い
た
嫌
悪

感
は
、
国
家
が
文
化
・
芸
術
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
始
め
て

い
る
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、
画
一
的
な
価
値
観
に

傾
倒
し
て
い
る
現
代
社
会
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

Photo: Jun Ishikawa
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『W
ood

cutters 

― 

伐
採 

―
』
ク
レ
ジ
ッ
ト

翻
案
*1

│
美
術
、
照
明
デ
ザ
イ
ン・演
出
│ 

ク
リ
ス
チ
ャン・

ル
パ 原

作
│ 

ト
ー
マ
ス
・ベル
ンハル
ト 

原
作
翻
訳
│  
モ
ニ
カ
・
ム
ス
カ
ラ 

衣
裳
│ 

ピ
ョ
ト
ル
・
ス
キ
バ 

編
曲
*2

│ 

ボ
グ
ミ
ウ
・
メ
セ
ラ 

映
像
│  

カ
ロ
ル
・
ラ
コ
フ
ス
キ
、
ウ
カ
シ
ュ
・
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ

フ
ス
キ 

出
演
│
ピ
ョ
ト
ル
・
ス
キ
バ
、
ハ
リ
ナ
・
ラ
シ
ャ
ッ
ク
、
ヴ
ォ

イ
チ
ェ
フ
・
ジ
ェ
ミ
ア
ニ
ス
キ
、 マ
ル
タ
・
ジ
ェ
ン
バ
、
ヤ
ン
・

フ
リ
ッ
チ
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
国
立
劇
場
）、 エ
ヴ
ァ
・
ス
キ
ビ
ン
ス
カ
、

ボ
ジ
ェ
ナ
・
バ
ラ
ノ
フ
ス
カ
、
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
シ
ェ
レ
メ
タ
、 ア

ダ
ム
・
シ
チ
シ
チ
ャ
イ
、
ミ
ハ
ウ
・
オ
パ
リ
ニ
ス
キ
、マ
ル
チ
ン
・

ペ
ン
プ
シ
ュ
、
ア
ン
ナ
・
イ
ル
チ
ュ
ッ
ク
、 ク
シ
ェ
シ
ス
ワ
ヴ
ァ
・

デ
ゥ
ビ
ェ
ル
ヴ

演
出
助
手
│
オ
ス
カ
ル
・
サ
ド
フ
ス
キ
、
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
ク

リ
シ
ャ
ク
（
ク
ラ
ク
フ
国
立
演
劇
大
学
） 、
ア
マ
デ
ウ
ス
・ 

ノ
サ

ル
（
ク
ラ
ク
フ
国
立
演
劇
大
学
）  

舞
台
監
督
│ 

エ
ヴ
ァ
・
ヴ
ィ
ル
ク 

字
幕
│ 

マ
グ
ダ
レ
ナ
・
カ
バ
タ 

技
術
監
督
│ 

ヤ
ド
ヴ
ィ
ガ
・
ジ
ェ
ミ
ニ
ス
カ 

演
出
部
│ 

ア
ダ
ム
・ブ
ラ
チ
ェッ
ク
、
グ
ジ
ェ
ゴ
ジ
ュ・ク
ロ
ツ
、 

パ
ヴ
ェ
ウ
・
ス
タ
ナ
シ
ェッ
ク
、
ウ
カ
シ
ュ
・
シ
シ
ュ
カ 

照
明
│ 

パ
ヴ
ェ
ウ
・
オ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
、
ダ
リ
ウ
シ
ュ
・
バ
ル

ト
ウ
ド
、 カ
ジ
ミ
ェ
ジ
ュ
・
ブ
ラ
ハル
ス
キ 

音
響
│ 

マ
チ
ェ
イ
・
カ
バ
タ
、
マ
ル
チ
ン
・ニェ
ボ
イ
ェ
フ
ス
キ 

衣
裳
進
行
│ 

ヨ
ア
ン
ナ
・
ズ
ボ
ロ
フ
ス
カ 

ヘア
メ
イ
ク
│ 

マ
テ
ウ
シ
ュ・ス
テ
ン
プ
ニ
ア
ッ
ク
、マ
リ
ア
ン
ナ・

バ
ル
ト
ニ
ツ
カ 

制
作
│ 

マ
グ
ダ
レ
ナ
・
プ
ウ
ィシ
ェ
フ
ス
カ 

製
作
│ 

ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場

﹇
東
京
公
演
﹈ 

技
術
監
督
│ 

寅
川
英
司 

技
術
監
督
助
手
│ 

河
野
千
鶴 

舞
台
監
督
│ 

渡
部
景
介 

演
出
部
│ 

中
原
和
彦
、
荒
牧
大
道 

大
道
具
│ 

リ
ー
・
チ
ー
、 リ
ウ
・
ヤ
ン
、
リ
ー
・
シ
ャ
オ
ピ

ン
（Tianjin G

rand
 Theatre / Prop

el Perform
ing

 

A
rts &

 M
ed

ia co. , Ltd

） 
小
道
具
│ 

フ
ー
・
シ
ン
（Tianjin G

rand
 Theatre / 

Prop
el Perform

ing
 A

rts &
 M

ed
ia co., Ltd

） 

照
明
コ
ー
ディ
ネ
ー
ト
│ 

佐
々
木
真
喜
子（
株
式
会
社
フ
ァ

ク
タ
ー
） 

音
響
コ
ー
ディ
ネ
ー
ト
│ 
相
川 

晶
（
有
限
会
社
サ
ウ
ン
ド

ウ
ィ
ー
ズ
） 

映
像
コ
ー
ディ
ネ
ー
ト
│ 
遠
藤 
豊
（LU

FTZU
G

） 

小
道
具
コ
ー
ディ
ネ
ー
ト
│ 
小
山
内
ひ
か
り 

衣
裳
│ 

藤
谷
香
子
（FA

IFA
I

） 

字
幕
│ 

上
野
詩
織
（
舞
台
字
幕
／
映
像 
ま
く
う
ち
） 

翻
訳
│ 

久
山
宏一 

テ
ク
ニ
カ
ル
通
訳
│
ク
シ
シ
ト
フ
・ジ
ャ
ブ
コ
＝
ポ
ト
ポ
ヴ
ィッ

チ
、
小
山 

ひ
と
み 

宣
伝
美
術
│ 

阿
部
太一（G

O
K

IG
EN

） 

フ
ロ
ン
ト
運
営
│ 

後
藤
由
香
理
（TEA

M
#B

ISC
O

）

記
録
写
真
│ 

石
川 

純 

記
録
映
像
│  

三
上 

亮
、
須
藤
崇
規

制
作
│ 

十
万
亜
紀
子 

制
作
助
手
│ 

菅
井
新
菜

広
報
│ 

小
倉
明
紀
子 

、
武
田
侑
子

イ
ン
タ
ー
ン
│ 

石
川
瑞
季
、
程 

美
彤
、
森 

洋
介
、
横
山

愛
里 

プ
ロ
グ
ラ
ム
・コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
│ 

横
堀
応
彦 

協
力
│ 

岩
田
美
保 

特
別
協
力
│ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
、 Prop

el 

Perform
ing

 A
rts &

 M
ed

ia C
o.,Ltd

  

後
援
│ 

駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
大
使
館
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

共
催
│ A

d
am

 M
ickiew

icz Institute / C
ulture.p

l 

主
催
│ 

フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー

＊
1

│
ク
リ
ス
チ
ャン・ル
パ
と
出
演
者
に
よ
る
即
興
、
ジ
ェニ
ー・エ
ブ
ナ
ー
、

フ
レ
デ
リ
ッ
ク・マ
イ
オ
ロ
ッ
カ
ー
作
品
か
ら
の
引
用
、
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
版

『W
ood

cutters

』(

二
〇一四
年一月)

、
ヴ
ェレ
ー
ナ
・
ラ
ー
チ
ャ
ー
に
よ
る

「
セ
バ
ス
チ
ャン
プ
ラ
ッ
ツ
」
シ
ー
ン
か
ら
の
台
詞
を
含
む
。

＊
2
│
オ
ー
ス
ト
リ
ア
版
『W

oodcutters

』、
ミ
ェ
チ
ス
ワ
フ
・
メ
イ
ザ

編
曲
に
よ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ー
セ
ル
作
《C

old
 Song

》
を
編
曲
。

"Woodcutters"  Credits

Adapted, Stage Design, Lighting and Directed by 

Krystian Lupa

Based on the novel by Thomas Bernhard, translated by 

Monika Muskała

Also incorporating improvisations by Krystian Lupa 

and the cast; quotations from the work of Jeannie 

Ebner and Friederike Mayröcker; and dialogue from 

“Sebastiansplatz” by Verena Lercher

Costumes: Piotr Skiba

Music Arrangement: Bogumił Misala

Improvisation on Henry Purcell’s “Cold Song” theme in 

“Sebastiansplatz” by Mieczysław Mejza

Video: Karol Rakowski, Łukasz Twarkowski

Performers: Piotr Skiba, Halina Rasiakówna, Wojciech 

Ziemiański, Marta Zięba, Jan Frycz (guest appearance 

from the National Theatre in Warsaw), Ewa Skibińska, 

Bożena Baranowskal, Andrzej Szeremeta, Adam 

Szczyszczaj, Michał Opaliński, Marcin Pempuś, Anna 

Ilczuk, Krzesisława Dubielówna

Assistant Directors: Oskar Sadowski; Sebasian Krysiak, 

Amadeusz Nosal (State Higher School of Theatre in 

Krakow)

Stage Manager: Ewa Wilk

Prompter: Magdalena Kabata

Technical Manager: Jadwiga Ziemińska

Stage Assemblers: Adam Buraczek, Grzegorz Kloc, 

Paweł Stanaszek, Łukasz Szyszk

Lighting: Paweł Olszewski, Dariusz Bartołd, Kazimierz 

Blacharski

Sound: Maciej Kabata, Marcin Niebojewski

Dresser: Joanna Zborowska

Hair & Makeup: Mateusz Stępniak, Marianna Bartnicka

Project Coordinator: Magdalena Płyszewska

Produced by Polski Theatre in Wrocław

Tokyo Production

Technical Manager: Eiji Torakawa

Assistant Technical Manager: Chizuru Kouno

Stage Manager: Keisuke Watanabe

Stage Assistants: Kazuhiko Nakahara, Hiromichi 

Aramaki

Set: Qi Li, Yang Liu, Xiaoping Li (Tianjin Grand Theatre, 

Propel Performing Arts & Media Co., Ltd.)

Props: Xin Hu (Tianjin Grand Theatre, Propel Performing 

Arts & Media Co., Ltd.)

Lighting Coordinator: Makiko Sasaki (Factor Co., Ltd.)

Sound Coordinator: Akira Aikawa (Sound Weeds Inc.)

Video Coordinator: Yutaka Endo (LUFTZUG)

Props Coordinator: Hikari Osanai

Costumes: Kyoko Fujitani (FAIFAI)

Surtitles:Shiori Ueno

Translation: Koichi Kuyama

Technical Interpretation: Zabko-Potopowicz Krzysztof, 

Hitomi Oyama

Publicity Design: Taichi Abe (GOKIGEN)

Front of House: Yukari Goto (TEAM#BISCO)

Photography: Jun Ishikawa

Video Documentation: Mikami Ryo, Takaki Sudo

Production Coordinator: Akiko Juman (Festival/Tokyo)

Production Assistant: Niina Sugai

Public Relations: Akiko Ogura, Yuko Takeda

Interns: Mizuki Ishikawa, Ching, Mei Tung, Yosuke Mori, 

Airi Yokoyama

Program Coordinator: Masahiko Yokobori

Special cooperation from Instytut Polski w Tokio, Propel 

Performing Arts & Media Co., Ltd.

Endorsed by Embassy of the Republic of Poland, 

Austrian Embassy Tokyo, Austrian Cultural Forum Tokyo

Co-presented by Adam Mickiewicz Institute / Culture.pl

Presented by Festival/Tokyo

Photo: Natalia Kabanow
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地
域
の
葬
式
の
際
に
歌
わ
れ
る
歌
で
、
二
千
年
以
上

の
伝
統
を
持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
りT

eatr ZA
R

は

音
楽
的
な
演
劇
で
、
歌
手
は
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
音
楽
と
身
体
動
作
、
歌
唱
が
ド
ラ
マ
ツ

ル
ギ
ー
を
作
る
の
で
す
。T

eatr ZA
R

の
俳
優
は
歌

手
俳
優
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
活
動
の
な

か
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
の
す
べ
て
が
、
歌
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
も
の
と
も
言
え
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
演
劇
的
探
究
の
中
心
に
あ
る
の
は
歌
と

歌
唱
で
す
。
各
作
品
で
私
た
ち
は
特
定
の
伝
統
音

楽
を
選
び
ま
す
。
例
え
ば
コ
ー
カ
サ
ス
と
か
サ
ル
デ
ー

ニ
ャ
、
コ
ル
シ
カ
な
ど
の
地
域
に
注
目
し
、
そ
の
地
域

の
伝
統
音
楽
を
意
識
し
な
が
ら
芝
居
を
作
り
ま
す
。

そ
の
地
域
の
団
体
と
共
同
練
習
を
行
い
な
が
ら
、
歌

い
方
な
ど
の
伝
統
を
学
び
ま
す
。
そ
し
て
歌
を
芸
術

的
に
加
工
し
て
舞
台
に
移
し
、
演
劇
作
品
へ
変
換
す

る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
過
去
に
上
演
し
た
二
つ
の
短
い
映
像
を

お
見
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は『
ア
ン
ヘ
リ
』（
ス
ウ
ォ
ヴ
ァ
ツ

キ
作
）
と
い
う
作
品
の
一
部
で
す
。

〔
映
像
上
映
〕

こ
の
芝
居
は『G

ospels of C
hildhood

』
と
い

う
三
部
作
の
三
作
目
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
バ
ー
ビ
カ

ン
・
セ
ン
タ
ー
で
初
演
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
変
更

を
加
え
、
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ラ
ゴ
サ
県
ベ
ル
チ
テ
で
上
演

し
た
も
の
が
最
終
的
な
形
に
な
り
ま
し
た
。
上
演
は

一
九
三
七
年
の
内
戦
の
時
に
破
壊
さ
れ
た
教
会
の
中

で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
教
会
が
あ
る
ベ
ル
チ
テ
と
い
う

町
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ラ
ン
コ
の
軍
と
マ
ヌ
エ
ル
・

ア
サ
ー
ニ
ャ
の
軍
と
の
激
戦
が
あ
り
、
そ
の
最
中
に

教
会
を
含
め
た
町
の
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

後
に
フ
ラ
ン
コ
が
記
念
と
し
て
そ
の
町
の
形
を
そ
の
ま

ま
残
す
と
決
め
た
た
め
、
現
在
で
も
戦
争
の
爪
痕
が

残
っ
て
い
ま
す
。

次
に『
ア
ル
ミ
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
』
と
い
う
作
品
の

一
部
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
二
年
前
に
作
っ
た
作

品
で
、
テ
ー
マ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
文
化
と
大
虐
殺
で

す
。
今
年
は
そ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
か
ら
百
年
に
あ
た
り

ま
す
。
舞
台
の
核
と
な
る
の
は
ア
ナ
ト
リ
ア
の
ア
ル
メ

ニ
ア
人
の
歌
唱
法
で
す
。
ほ
と
ん
ど
現
存
せ
ず
、
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
あ
る
五
つ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
系
教
会
で
し

か
継
承
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

〔
映
像
上
映
〕

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
も
あ
り
ま
す
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
歌
唱

法
に
つ
い
て
の
研
究
と
、
研
究
の
た
め
の
ア
ナ
ト
リ
ア

へ
の
旅
を
撮
影
し
ま
し
た
。
私
のT

eatr ZA
R

の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
以
上
で
す
。
あ
と
は
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
時
に
詳
し
く
お
話
し
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

岩
城

―
で
は
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
さ
ん
お
願
い
し

ま
す
。

ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ

―
こ
ん
ば
ん
は
。
私
も
最

初
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
と
横
堀
応
彦
さ

ん
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
招

待
の
お
か
げ
で
来
日
で
き
、
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る

私
の
研
究
と
芸
術
活
動
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
一
週
間
、
東
京
を

見
学
し
ま
し
た
が
、
日
本
芸
術
に
お
け
る
技
術
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
理
解
は
と
て
も
魅
惑
的
で
、私
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
経
験
し
た
テ
ク

岩
城

―
簡
単
に
お
三
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
ヤ
ロ
ス
ワ
フ
・
フ
レ
ト
さ
ん
。
彼
は
二
○
十
六
年

ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
と
い
う
街
で
開
か
れ
る
シ
ア
タ
ー
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
な
さ
い
ま
す
。T

eatr 

ZA
R

と
い
う
、
二
〇
〇
三
年
に
設
立
さ
れ
た
劇
団

の
主
宰
、
お
よ
び
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
の
代
表
で
も
あ
り
ま
す
。
次
に
、
ウ
カ
シ
ュ
・
ト
ゥ

フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
さ
ん
で
す
。
彼
は
今
、
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
の
専
属
演
出
家
で
あ
る
と
も
に
、

舞
台
美
術
家
、
映
像
作
家
で
も
あ
り
ま
す
。
映
像

や
音
楽
、
美
術
と
い
っ
た
、
か
な
り
領
域
横
断
的
な

融
合
さ
れ
た
作
品
を
作
る
方
で
す
。ご
自
身
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
るIP G

roup

（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
プ
ロ
ブ

レ
ム
・
グ
ル
ー
プ
）
を
率
い
て
ら
っ
し
ゃ
る
演
出
家
で

も
あ
り
ま
す
。
最
後
が
マ
グ
ダ
・
シ
ュ
ペ
フ
ト
さ
ん
で

す
。
彼
女
は
現
在
ク
ラ
ク
フ
国
立
演
劇
大
学
コ
ー
ス

の
四
年
生
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
線
の
演

出
家
と
し
て
活
躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
数
日
前
に

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
市
立
劇
場
で
あ
る
T
R
ワ
ル
シ
ャ
ワ
劇

場
で
ミ
シ
ェ
ル
・
ウ
ェ
ル
ベ
ッ
ク
の
原
作
を
元
に
し
た
新

作
を
発
表
な
さ
っ
た
ば
か
り
で
す
。

あ
と
は
皆
さ
ん
に
お
任
せ
し
て
、
作
品
を
紹
介
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

フ
レ
ト
―
ま
ず
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
か

ら
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
お
話
し
で
き

る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
演
劇
人
と

し
て
、
母
国
語
で
話
し
が
で
き
る
の
は
非
常
に
大
切

だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
の
テ
ー
マ
に
で
も
あ
り

ま
す
が
、
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
は
非
常
に
多
様
で
、

そ
の
多
様
性
が
力
で
も
あ
り
ま
す
。

私
が
主
宰
す
るT

eatr ZA
R

は
、
グ
ロ
ト
フ
ス

キ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
中
で
活
動
す
る
劇
団
で

す
。
機
関
と
し
て
の
劇
場
で
は
な
く
、グ
ロ
ト
フ
ス
キ・

イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
と
と
も
に
活
動
す
る
何
人
か
の

演
出
家
と
俳
優
が
造
る「
星
座
」の
よ
う
な
組
織
で
、

協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。T

eatr ZA
R

と

い
う
名
前
そ
の
も
の
が
活
動
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

ZA
R

と
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア（
グ
ル
ジ
ア
）・
コ
ー
カ
サ
ス

ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
伝
統
と
革
新

登
壇
者 

ヤ
ロ
ス
ワ
フ・フ
レ
ト 

（
演
出
家
、俳
優
。 Teatr ZA

R

主
宰
、グ
ロ
ト
フ
ス
キ・イ
ン
ス
ティ
チ
ュ
ー
ト
代
表
）

 

ウ
カ
シ
ュ・ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ 

（
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ・ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
専
属
演
出
家
）

 

マ
グ
ダ・シ
ュ
ペ
フ
ト 

（
演
出
家
）

司
会 

岩
城
京
子 （
演
劇
研
究
者
）

日
時 

二
〇一五
年
十一月
二
十
九
日（
日
）   

十
五
時
半
―
十
八
時

会
場 

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト
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さ
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
設
備
を
利
用
し
ま
し
た
。
こ

の
作
品
は
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
の『
黒
い
太
陽
』

と
い
う
本
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
う
つ
病
に
関
す
る
非

常
に
面
白
い
本
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
芝
居
と

言
っ
て
も
、
芝
居
の
周
辺
的
な
部
分
を
扱
う
、
パ
ラ・

シ
ア
タ
ー
と
言
っ
て
よ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
観
客

は
役
者
の
声
し
か
聞
こ
え
ず
、
完
全
な
暗
闇
の
中
に

一
人
ず
つ
入
場
す
る
の
で
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
さ

え
わ
か
り
ま
せ
ん
。
最
初
の
三
十
分
は
完
全
な
暗
闇

の
中
で
、
十
五
台
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
、
そ
し
て
女

優
の
声
し
か
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
そ
の
三
十
分
が
経
っ

た
後
に
は
じ
め
て
、
照
明
を
使
い
ま
す
。
そ
れ
は
虚

構
を
作
り
出
す
効
果
が
あ
り
、
舞
台
側
の
様
子
は

観
客
の
想
像
力
で
補
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
芝

居
と
い
う
よ
り
も
儀
式
が
終
わ
っ
た
時
点
で
幕
が
上

が
り
、
非
常
に
明
る
い
光
が
流
れ
込
み
、
一
瞬
何
も

見
え
な
く
な
り
ま
す
。
ま
る
で
砂
浜
で
過
ご
す
時
の

よ
う
な
非
常
に
心
地
よ
く
な
る
瞬
間
の
よ
う
で
、
観

客
は
劇
場
か
ら
出
て
来
た
が
ら
な
く
な
る
く
ら
い
気

持
ち
の
い
い
瞬
間
で
す
。

〔
映
像
上
映
〕

岩
城
―
み
な
さ
ん
、
フ
レ
ト
さ
ん
や
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ

フ
ス
キ
さ
ん
の
映
像
を
見
て
既
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇

の
多
様
性
と
い
う
の
が
見
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
廃
墟
に
な
っ
た
教
会
を
使
う
作
品
が
あ
る
一
方

で
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う

な
作
品
も
あ
り
ま
す
。
面
白
い
の
は
お
二
方
と
も
ヴ

ロ
ツ
ワ
フ
を
拠
点
に
活
動
な
さ
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ

日
に
教
会
の
よ
う
な
空
間
で
古
代
の
歌
を
聞
く
こ

と
も
で
き
れ
ば
、
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
さ
ん
の
作
品

を
見
て
デ
ジ
タ
ル
空
間
に
身
を
浸
す
と
い
う
体
験
も

で
き
る
こ
と
で
す
。
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
言
い
換
え

れ
ば
リ
ア
リ
テ
ィ
と
バ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
二
重

の
現
実
に
生
き
て
い
る
人
た
ち
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
い
る

こ
と
は
、
日
本
に
暮
ら
す
者
に
と
っ
て
も
か
な
り
親

近
感
が
湧
く
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

シ
ュ
ペ
フ
ト
さ
ん
も
実
は
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
で
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
勉
強
な
さ
っ
て
か
ら
演
劇
に
入
ら
れ
た
方

で
、
全
く
違
っ
た
、
や
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
な
さ
っ
て
い
る
方
な
の
で
、
さ
ら
に

多
様
性
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

シ
ュ
ペ
フ
ト
―
確
か
に
私
の
作
品
の
一
部
は
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
を
基
に
し
て
い
ま
す
が
、
文
学
作
品
の

演
劇
化
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
横
堀
さ
ん
に
、

私
の
す
べ
て
の
作
品
の
中
に
共
通
点
が
あ
る
か
ど
う

か
考
え
て
み
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、

ひ
と
つ
の
共
通
点
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
非
演

劇
的
な
課
題
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
演

劇
で
語
ら
れ
な
い
よ
う
な
テ
ー
マ
、
非
常
に
難
し
い

挑
戦
に
な
る
よ
う
な
テ
ー
マ
を
芝
居
に
し
よ
う
と
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
は
一
般
的
な
演

劇
に
存
在
し
ま
せ
ん
し
、
俳
優
た
ち
に
と
っ
て
も
非

常
に
難
し
い
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
長
い
伝
統

の
中
で
、
演
劇
の
有
り
様
や
行
う
べ
き
も
の
に
つ
い
て

は
様
々
な
定
義
や
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
定
義
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
そ
の
向
こ
う
側
に
あ

る
新
し
い
発
見
を
す
る
と
こ
と
は
非
常
に
楽
し
い
活

動
で
す
。

こ
こ
で
は
最
新
作
の
三
つ
を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ

ま
す
。
ひ
と
つ
は『
私
を
愛
し
た
イ
ル
カ
』
と
い
う
作

品
で
、
異
種
動
物
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ

ノ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
貴
重
で
し
た
。

本
日
は
時
間
の
制
約
上
、
作
品
の
予
告
編
だ
け

を
上
映
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
お
見
せ
す
る
映

像
は
二
〇
〇
九
年
に
創
作
し
たIP G

roup

の
予
告

映
像
で
す
。IP G

roup
と
い
う
名
前
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
ト
コ
ル
の
I
P
が
連
想
さ
れ
る
よ
う

に
意
識
的
に
選
び
ま
し
た
。
も
し
成
功
し
て
お
金
持

ち
に
な
っ
た
ら
、
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
・

グ
ル
ー
プ（
知
的
財
産
グ
ル
ー
プ
）
に
な
る
と
い
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
が（
笑
）。

〔
映
像
上
映
〕

私
た
ち
は
五
人
の
創
作
者
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
私
以
外
に
は
、作
曲
家
の
ボ
グ
ミ
ウ・

ミ
サ
ラ
、
テ
キ
ス
ト
と
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
担
当
の
ア
ン

カ
・
ヘ
ル
ブ
ト
、
映
像
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ヤ
ク
プ
・
レ
フ
、

そ
し
て
建
築
家
の
ピ
ョ
ト
ル
・
ホ
ロ
マ
ン
ス
キ
が
美
術

装
置
デ
ザ
イ
ン
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
最
初
か
ら
イ

ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
・
ア
ー
ト（
学
際
的
芸
術

＝
視
覚
的
美
術
＋
演
劇
）
を
作
る
グ
ル
ー
プ
を
目
指

し
て
い
た
の
で
、
演
劇
は
活
動
の
一
部
分
に
し
か
す
ぎ

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
そ
れ
以
外
に
映
像
ア
ー
ト
や
音

楽
な
ど
も
作
り
、
展
示
会
や
展
覧
会
な
ど
も
開
い
て

い
ま
す
。
例
え
ば
現
在
は
ト
ル
ン
の
近
代
美
術
博
物

館
で
の
展
覧
会
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
演
劇
は
新
し
い
技
術
を
用
い
て
、
新
し

い
物
語
の
作
り
方
を
研
究
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

演
劇
に
お
い
て
先
端
技
術
は
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
理
論
的
な
側
面
か
ら
見
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
演
劇
の
道
具
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
技
術
が

な
い
と
成
り
立
た
な
い
よ
う
な
世
界
、
俳
優
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
同
等
の
地
位
で
あ
る
よ
う
な
作
品
を
目

指
し
て
い
ま
す
。「
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
新

し
い
物
語
の
語
り
方
」
を
探
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の

活
動
の
中
心
に
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
先
端

技
術
の
可
能
性
を
調
べ
て
い
ま
す
。
現
在
制
作
中
の

最
新
作
は
グ
リ
ム
兄
弟
の
物
語
を
元
に
大
人
向
け
の

芝
居
に
な
る
予
定
で
、
舞
台
で
V
R
を
採
用
す
る

可
能
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。

次
に
上
映
す
る
の
は『K

LIN
IK

EN
 

／
愛
は
死

よ
り
冷
た
い
』
と
い
う
作
品
の
一
部
で
す
。
こ
の
芝
居

は
二
部
作
で
、
ラ
ー
ス
・
ノ
レ
ン
・
ク
リ
ニ
ケ
ン
と
ラ

イ
ナ
ー
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
の
映
画
を

基
に
し
て
い
ま
す
。
現
実
と
映
像
を
区
別
で
き
な
い

よ
う
な
作
品
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
映

画
監
督
ラ
イ
ナ
ー
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー

は
三
十
六
歳
で
夭
折
す
る
ま
で
四
十
二
本
の
映
画
を

撮
っ
た
の
で
す
が
、
彼
は
自
分
の
人
生
が
映
画
に
な

る
ほ
ど
映
画
を
撮
り
た
い
、
と
い
う
夢
を
よ
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
で
は
舞
台
に
七
台
の
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、演
技
と
同
時
に
録
画
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
映
像
上
映
〕

続
い
て
、
最
近
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
と

ホ
リ
ゾ
ン
ト（
地
平
線
）映
画
祭
が
共
同
制
作
し
た

新
作
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作
品
で
は
、

演
劇
の
技
術
性
を
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
提
示
し
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
注
目
し
、
そ
の
可

能
性
を
で
き
る
限
り
使
い
尽
く
そ
う
と
し
た
作
品
で

す
。
建
築
物
と
し
て
の
劇
場
空
間
や
、
そ
こ
に
設
置
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み
な
さ
ん
か
ら
お
答
え
い
た
だ
く
形
に
し
ま
す
。
後

半
は
客
席
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
質
問
を
伺
お
う
と
思

い
ま
す
の
で
、
少
し
質
問
な
ど
考
え
な
が
ら
話
を
聞

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
お
三
方
の
作
品
が
多
様
な
の
で
、
共

通
の
質
問
を
す
る
の
が
か
な
り
難
し
い
の
で
す
が
、
映

像
を
拝
見
し
て
い
て
思
っ
た
の
が
、
出
会
い
・
遭
遇
が

お
三
方
に
共
通
し
て
い
る
テ
ー
マ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
が
言
っ
て
い
た
出
会
い
と
い
う
も
の
を
、

ど
の
よ
う
に
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
非
常
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
そ
の
出
会
い
は
日

本
で
言
う
と
こ
ろ
の
客
席
と
演
者
の
出
会
い
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
・
霊
的
な
も
の
と
の
垂
直
の
出
会
い

と
言
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
を
作
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
ト
ゥ

フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
さ
ん
も
パ
ラ
・
シ
ア
タ
ー
と
仰
い
ま
し

た
が
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
も
出
会
い
に
よ
っ
て
身
体
や
魂

や
心
を
解
放
し
て
い
く
場
と
し
て
の
パ
ラ
・
シ
ア
タ
ー

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。
彼
も
ま
た
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ

で
活
動
し
ま
し
た
が
、
そ
の
影
響
な
ど
も
あ
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。

お
三
方
と
も
、
か
な
り
親
密
な
観
客
と
の
出
会
い

の
空
間
を
作
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の
で
、
観
客

あ
る
い
は
垂
直
の
出
会
い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
ど

の
よ
う
な
空
間
を
作
り
た
い
と
考
え
て
ら
っ
し
ゃ
る

の
か
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
ヤ
ロ
ツ
ワ
フ

さ
ん
はT

eatr ZA
R

が
客
席
を
五
十
人
く
ら
い
に

抑
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
聞
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
辺
り
も
含
め
て
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

フ
レ
ト
―
制
限
す
る
と
い
う
か
、
そ
れ
以
上
キ
ャ

パ
の
大
き
い
場
所
が
な
い
の
で
す
。
観
客
が
五
十
人

未
満
の
回
も
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
の
状
況
に
も
長
所

が
あ
っ
て
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
機
会
で
、
よ
り

大
き
な
劇
場
で
上
演
す
る
と
き
に
観
客
が
多
く
な

る
と
苦
し
く
な
り
ま
す
。
自
分
の
中
で
自
分
の
ア
ー

ト
を
裏
切
る
よ
う
な
気
分
、
観
客
を「
鑑
賞
者
」
に

変
え
る
心
苦
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
こ
で
わ
ざ
と
観

客
と
鑑
賞
者
の
対
比
を
持
ち
出
し
ま
し
た
が
、
私
に

と
っ
て
演
劇
と
い
う
の
は
私
た
ち
が
招
待
す
る
観
客

一
人
一
人
に
個
別
に
届
け
る
芸
術
で
す
。「
鑑
賞
者
」

と
い
う
現
象
が
現
れ
る
の
は
、
組
織
化
し
た
演
劇
、

機
関
と
し
て
の
劇
場
に
お
い
て
、
よ
り
広
い
水
平
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
時
で
す
。「
観
客
」

と「
鑑
賞
者
」
と
は
別
物
で
、「
出
会
い
」「
遭
遇
」
は
、

観
客
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
し
か
語
れ
な
い
と
思
い
ま

す
し
、
鑑
賞
者
と
の
出
会
い
は
ま
ず
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私
の
作
品
で
は
、
観
客
は
最
終
段
階
か
ら
ず
っ
と

自
分
の
場
所
を
持
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
ま

ず
演
劇
の
構
造
を
考
え
る
上
で
建
築
と
い
う
要
素
が

あ
り
ま
す
。
舞
台
の
作
り
方
に
よ
っ
て
は
、
観
客
は

ど
う
し
て
も
芝
居
の
一
部
し
か
見
ら
れ
ず
、
そ
の
限

ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
自
分
の
意
識
の
中
で
そ
の
芝

居
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
行
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
し
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
最
初
か
ら
観
客
の
存

在
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
舞
台
空

間
作
り
は
出
会
い
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
ま

す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
私
の
劇
団
は
普
通
の
劇
場

で
上
演
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
観
客

の
重
要
性
を
考
え
な
が
ら
、
毎
回
毎
回
新
し
い
舞

台
を
作
っ
て
い
ま
す
。

岩
城
―
追
加
で
伺
い
た
い
の
で
す
が
、
映
像
で
見

さ
せ
て
い
た
だ
い
た『
ア
ル
ミ
ネ
・
シ
ス
タ
ー
ズ
』
と『
ア

に
、
人
間
と
イ
ル
カ
の
愛
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
次

の
作
品
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ソ
フ
ィ
ア
で
上
演
し
ま
し
た

が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
基
づ
く
芝
居
で
、
震
災
や

人
間
の
失
敗
、
敗
北
の
意
識
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
そ

し
て
一
週
間
前
に
初
日
を
迎
え
た
ミ
シ
ェ
ル
・
ウ
ェ
ル

ベ
ッ
ク
の
小
説『
あ
る
島
の
可
能
性
』
を
舞
台
化
し

た
芝
居
で
は
、
二
千
年
後
の
世
界
の
視
点
か
ら
現
在

を
振
り
返
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
遠
い
未
来
か
ら
私
た

ち
の
現
在
は
ど
う
い
う
風
に
写
る
か
と
い
う
こ
と
を

探
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

私
は
新
し
い
芝
居
や
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
と
き
に

は
、
同
じ
ス
タ
ッ
フ
と
繰
り
返
し
協
働
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
原
則
的
に
は
、、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
探
し
て
創
作
を
し
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
芸
術
大
学
で
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
伝

統
的
な
演
出
家
の
あ
り
方
は
、
作
品
を
自
分
一
人
で

完
全
に
掌
握
し
て
い
る
の
で
す
が
、
私
は
そ
の
よ
う

な
あ
り
方
か
ら
は
離
れ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視
し

ま
す
。
新
作
を
制
作
す
る
際
は
、
ま
ず
テ
ー
マ
を
選

ん
で
そ
れ
を
チ
ー
ム
に
紹
介
し
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

一
人
ひ
と
り
の
感
受
性
、
価
値
観
を
取
り
入
れ
な
が

ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
た
ど
り
着
く
と
い
う
方
法
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
整
理
さ
れ
た
美
学
や
完
全
性
の
概
念

か
ら
解
き
放
た
れ
、
観
客
の
感
受
性
に
刺
激
を
与

え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
観
客
の
鑑

賞
力
、
観
察
力
が
否
応
な
し
に
強
化
さ
れ
る
よ
う

な
演
劇
が
非
常
に
好
き
で
す
。
観
客
が
観
察
力
を

上
げ
た
状
態
で
劇
場
か
ら
出
て
、
舞
台
を
鑑
賞
す
る

の
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
現
実
世
界
を
見
始
め
た

ら
作
品
は
成
功
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
紹
介
し
た
い
映
像
は
芝
居
で
は
な
く
、
カ

ン
ト
ル
の
劇
団
ク
リ
コ
ッ
ト
2
の
有
名
な
双
子
の
俳

優
が
出
演
し
て
い
る
短
編
映
画
で
す
。
ク
ラ
ク
フ
が

欧
州
文
化
首
都
だ
っ
た
年
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ

ス
の『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
の
映
画
化
を
す

る
よ
う
に
と
い
う
依
頼
が
来
た
と
い
う
、
非
常
に
不

思
議
な
経
緯
で
映
画
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ョ
イ
ス
の
原
作
は
非
常
に
実
験
的
な
文
学
作
品
で
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訳
も
あ
り
ま
す
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
読

者
が
読
ん
で
も
非
常
に
難
解
で
す
。
そ
の
作
品
を
基

に
し
て
脚
本
を
作
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ

る
の
は
奇
跡
に
近
い
の
で
は
な
い
か･･････

と
思
い

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
こ
の
物
語
を
非
常
に
分
か
り

や
す
い
ア
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
映
像
に
よ
っ
て
語

ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。
ジ
ョ
イ
ス
の
作
品
で
は
十
六

世
紀
の
女
海
賊
が
登
場
し
ま
す
。
彼
女
は
悪
党
の

伯
爵
の
命
令
に
よ
り
宴
会
に
参
加
で
き
ず
、
報
復

と
し
て
伯
爵
が
育
て
て
い
た
双
子
の
子
供
を
一
人
ず

つ
拉
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
双
子
を
世
界
旅
行

に
連
れ
て
行
き
、
魔
法
を
か
け
て
二
人
を
混
乱
、
堕

落
さ
せ
、
性
を
転
換
し
た
り
し
ま
し
た
。
宮
殿
の
場

面
は
ヴ
ァ
ヴ
ェ
ル
城
の
大
聖
堂
で
撮
影
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
撮
影
許
可
が
下
り
な
い
で
し
ょ
う
。

〔
映
像
上
映
〕

岩
城
―
シ
ュ
ペ
フ
ト
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
休
憩
後
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
再
開
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。―

後
半

―

岩
城
―
ま
ず
は
私
か
ら
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
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完
全
に
切
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
を
入
れ
る
こ

と
で
観
客
は
俳
優
が
見
て
い
る
V
R
を
覗
き
込
み
、

ま
る
で
俳
優
の
頭
の
中
に
入
る
よ
う
な
感
覚
で
舞
台

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
V
R
を
別
に

準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
技
術
を
通

し
て
V
R
上
で
俳
優
が
自
分
自
身
に
出
会
う
よ
う

な
瞬
間
を
実
現
で
き
ま
す
。
観
客
は
そ
の
瞬
間
に
舞

台
に
立
っ
て
い
る
俳
優
と
、
俳
優
が
見
て
い
る
V
R

の
両
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
例
え
ば
俳
優

の
姿
と
そ
の
俳
優
の
頭
、
意
識
の
中
に
起
こ
る
精
神

的
な
分
離
あ
る
い
は
精
神
病
の
よ
う
な
現
象
の
両
方

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
間
接
的
で
す
が
、
こ
れ

も
あ
る
種
の
不
思
議
な
親
密
さ
に
も
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

岩
城
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
シ
ュ
ペ
フ

ト
さ
ん
も
同
じ
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
。

シ
ュ
ペ
フ
ト
―
今
の
答
え
を
聞
き
な
が
ら
様
々
な

考
え
を
用
意
で
き
ま
し
た
。
私
は
個
人
的
に
伝
統
的

な
構
造
性
を
持
つ
劇
場
空
間
が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
機
関
と
し
て
の
劇
場
の
空
間
と
は
異
な
る
、
偶

然
の
場
所
で
起
こ
る
よ
う
な
演
劇
が
好
き
で
す
。
そ

の
た
め
、
野
外
や
放
置
さ
れ
た
古
い
建
物
な
ど
で
芝

居
を
上
演
し
て
き
ま
し
た
。
組
織
化
し
た
演
劇
、
公

共
劇
場
に
演
劇
を
観
に
行
く
と
い
う
行
為
に
は
、
観

客
か
ら
見
る
と
い
く
つ
か
の
決
ま
っ
た
型
―
―
一
定
の

服
装
で
あ
る
と
か
、
発
言
す
べ
き
か
、
ふ
る
ま
う
べ

き
か
―
―
と
い
う
か
、
劇
場
に
行
く
観
客
に
は
、
そ

う
し
た
一
連
の
文
化
的
な
義
務
が
あ
り
ま
す
、
私
は

な
る
べ
く
そ
れ
を
回
避
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
も
の
が
あ
る
た
め
に
、
演
劇
は
深
刻
で
堅
苦

し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
の
演

劇
は
舞
台
で
俳
優
が
見
せ
る
も
の
よ
り
も
、
広
く
て

面
白
く
て
興
味
深
く
、
未
知
の
世
界
で
す
。
最
新

作
も
五
十
人
ほ
ど
の
観
客
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
が
使
う
空
間
は
普
段
リ
ハ
ー
サ
ル
用
の
舞
台

に
な
っ
て
い
て
、
私
た
ち
は
そ
こ
に
駐
車
場
の
方
に
向

け
て
屋
外
舞
台
を
作
り
、
寒
さ
か
ら
俳
優
を
保
護

す
る
よ
う
な
構
造
を
作
り
ま
し
た
。
例
え
ば
二
階
の

バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
自
分
の
舞
台
を
見
る
と
、
な
ん
て
つ

ま
ら
な
い
場
面
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
、
思
っ
て
し

ま
う
の
で
、
も
し
か
し
て
私
は
、
遠
く
か
ら
見
て
も

よ
く
見
え
る
舞
台
作
り
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

岩
城
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
質
問
の
方
向

性
を
変
え
ま
す
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
国
立
演
劇
系

の
保
守
的
な
機
関
と
し
て
の
劇
場
と
、
自
主
的
な
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
系
の
劇
場
の
二
つ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
フ
レ
ト
さ
ん
や
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
さ
ん
の
活

動
は
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
系
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

う
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
芝
居
を
作
る
利
点
と
、
国
立

系
の
劇
場
で
仕
事
を
す
る
利
点
を
そ
れ
ぞ
れ
伺
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

付
け
加
え
ま
す
と
、
ち
ょ
う
ど
先
月
に
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
政
権
交
代
が
あ
っ
て
か
な
り
右
翼
政
権
で
あ

る「
法
と
正
義
」
と
い
う
政
党
が
与
党
に
な
っ
て
、
そ

れ
で
新
た
な
検
閲
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
も
し
か
し

た
ら
国
立
劇
場
で
の
演
劇
活
動
に
と
っ
て
、
障
碍
に

な
る
よ
う
な
こ
と
が
今
後
あ
り
得
る
の
か
と
い
う
こ

と
も
お
尋
ね
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

フ
レ
ト
―
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
は
検
閲
の
あ
る
劇

場
で
初
日
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
最
中
な
の
で
、

ま
ず
口
火
を
切
っ
て
答
え
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
と

ン
ヘ
リ
』で
は
観
客
は
ど
こ
に
座
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

フ
レ
ト
―
舞
台
を
両
側
か
ら
挟
む
形
で
座
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
状
況
で
観
客
は
お
互
い
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
間
の
九
メ
ー
ト
ル
幅
の
空
間
で
芝

居
を
行
っ
て
い
ま
す
。

岩
城
―
人
が
何
度
も
倒
れ
る
、
あ
る
い
は
板
を
踏

み
つ
け
る
と
い
っ
た
、
か
な
り
身
体
的
な
振
動
を
伝

え
よ
う
と
す
る
空
間
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す

が
、
そ
の
振
動
が
伝
わ
る
空
間
の
限
度
が
そ
の
サ
イ

ズ
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

フ
レ
ト
―
振
動
が
伝
わ
る
こ
と
が
広
さ
の
限
界
で

あ
る
と
い
う
よ
り
、
空
間
は
、
あ
る
意
味
、
音
楽
的

な
絶
対
芸
術
的
な
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
舞
台
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
と
き
は
、
最
初
か
ら
そ
の
音
響
的
な
特

性
を
考
え
て
、
ま
ず
舞
台
の
床
を
作
り
ま
す
。
床

の
音
響
は
木
箱
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
観
客
は

同
じ
床
に
座
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
私
た
ち

の
表
現
は
、
観
客
の
興
味
を
か
き
た
て
る「
奇
妙
な
」

出
来
事
な
の
で
は
な
く
、
観
客
と
と
も
に
参
加
す
る

一
つ
の
反
響
空
間
な
の
で
す
。

ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ

―
私
の
場
合
は
芝
居
に

よ
っ
て
状
況
が
全
く
違
い
ま
す
。
第
一
に
私
は
芝
居

を
上
演
す
る
舞
台（
そ
れ
ぞ
れ
に
限
定
条
件
が
あ

り
ま
す
）
に
適
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば『
黒
い
太
陽
』
と
い
う
芝
居
は
、
防
災
規
則
に

よ
っ
て
上
演
時
間
が
四
十
分
以
内
に
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
準
備
中
の
グ
リ
ム
兄
弟
に
基
づ
い
た
芝
居

は
四
〇
〇
―
四
五
〇
人
を
収
容
で
き
る
大
舞
台
で

上
演
す
る
予
定
で
す
。
当
初
は
私
の
好
き
な
別
の
舞

台
で
作
る
予
定
で
し
た
。
二
十
メ
ー
ト
ル×
十
四
メ
ー

ト
ル
の
非
常
に
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
、
一
二
〇
人
の

観
客
が
入
り
、
私
に
と
っ
て
理
想
的
な
舞
台
で
し
た
。

奥
行
き
が
あ
り
様
々
な
形
で
移
動
が
で
き
な
が
ら
、

実
は
観
客
と
の
近
さ
を
感
じ
る
よ
う
な
舞
台
に
も
な

り
ま
す
。
で
も
、
ど
う
し
て
も
採
算
が
立
た
な
い
の
で
、

そ
の
舞
台
で
上
演
す
る
こ
と
は
ご
く
稀
に
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

「
近
さ
」
の
話
題
に
戻
る
と
、『K

LIN
IK

EN

』

の
芝
居
は
、
今
お
話
し
た
舞
台
で
上
演
し
ま
し

た
。
芝
居
ご
と
に
、
観
客
と
一
緒
に
い
つ
づ
け
る
か
、

『K
LIN

IK
EN

』
の
場
合
は
観
客
を
置
い
て
き
ぼ

り
に
す
る
か
、
毎
回
そ
の
戦
略
を
探
し
ま
す
。
ま
た

非
常
に
重
要
な
側
面
は
、
俳
優
の
習
慣
で
す
。
第

一
部
は
精
神
病
院
が
舞
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

俳
優
が
観
客
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
な
空
間
が

欲
し
く
な
り
ま
し
た
。
舞
台
上
に
巨
大
な
ガ
ラ
ス
製

の
箱
を
設
置
し
、
俳
優
は
開
始
か
ら
一
時
間
四
十
分

ほ
ど
、
ず
っ
と
そ
の
ボ
ッ
ク
ス
の
中
で
演
技
し
ま
す
。

観
客
は
ま
る
で
水
族
館
の
動
物
を
見
る
よ
う
な
形
で

そ
の
ボ
ッ
ク
ス
の
中
を
覗
き
こ
む
の
で
す
。
で
も
俳
優

た
ち
は
ガ
ラ
ス
に
映
る
自
分
た
ち
の
姿
し
か
見
え
ず
、

観
客
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

観
客
と
の「
近
さ
」
の
問
題
を
考
え
る
時
に
、
重

要
な
の
は
カ
メ
ラ
の
使
用
で
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
親

密
性
の
管
理
方
法
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
カ
メ

ラ
を
俳
優
の
頭
に
設
置
し
て
、
そ
の
俳
優
の
目
線
で

見
た
舞
台
を
画
面
に
映
し
出
し
て
観
客
に
見
せ
る
と
、

あ
る
意
味
で
観
客
が
俳
優
の
目
で
舞
台
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
よ
り「
近
く
」感
じ
る
は
ず
で
す
。

現
在
準
備
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
V
R
を
採

用
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
俳
優
が

V
R
の
眼
鏡
を
装
備
し
て
い
る
の
で
、
外
界
か
ら
は
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る
は
ず
の
お
金
は
、
こ
れ
か
ら
技
術
的
に
疑
わ
し
い
、

国
民
の
誇
り
を
高
め
る
歴
史
的
な
大
勝
利
を
語
る

よ
う
な
、
国
策
的
な
映
画
作
品
の
制
作
に
回
さ
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
変
化
は
演
劇
と
観

客
と
の
関
係
に
関
係
し
て
い
ま
す
が
、
政
治
的
な
圧

力
が
か
け
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
演
劇
は
ど
う
し
て
も

芸
術
と
し
て
の
抽
象
性
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
抽
象
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
除
か
れ
る
と
演

劇
は
政
治
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
演
劇

は
周
囲
の
現
実
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の

も
の
は
存
在
し
得
な
く
な
る
の
で
す
。

岩
城
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
の
現
実

と
も
少
し
連
結
す
る
よ
う
な
話
で
し
た
。
も
し
質
問

が
あ
れ
ば
み
な
さ
ん
か
ら
も
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

来
場
者
A

―
皆
さ
ん
が
主
に
演
劇
活
動
を
行
っ

て
い
る
場
所
に
関
し
て
、
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
な
ら
ヴ
ロ
ツ
ワ

フ
、
ク
ラ
ク
フ
な
ら
ク
ラ
ク
フ
と
い
っ
た
地
域
差
は
あ

り
ま
す
か
？ 

シ
ュ
ペ
フ
ト
―
私
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
別
の
街

で
行
い
ま
す
。
ク
ラ
ク
フ
の
影
響
を
語
る
な
ら
、
そ

の
表
れ
は
私
が
芝
居
で
絶
対
や
り
た
く
な
い
よ
う
な

も
の
で
す
。

ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
―
私
は
実
際
に
街
よ
り
地

域
よ
り
、
そ
の
地
域
で
仕
事
し
て
い
る
団
体
、
劇
団

の
方
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
座
組
に
よ
っ

て
演
劇
の
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
す
。
主
に
演
劇
の
や

り
方
、
仕
事
に
対
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
決
め
る
の

は
人
の
集
ま
り
な
の
で
、
そ
の
チ
ー
ム
間
に
は
、
確
か

に
都
市
ご
と
に
非
常
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

フ
レ
ト

―
私
は
お
二
方
に
大
賛
成
で
す
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
演
劇
の
多
様
性
は
集
団
性
が
形
作
り
ま

す
。
豊
か
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た「
集
団
性
」で

す
。
集
団
か
ら
組
織（
劇
場
）
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
組
織（
劇
場
）か
ら
集
団
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

今
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
幸
い
な
こ
と
に
、
機
関
と

し
て
の
劇
場
に
も
多
様
な
チ
ー
ム
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の

で
す
。

岩
城
―
も
し
あ
れ
ば
あ
と
ひ
と
つ
く
ら
い
伺
え
る

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

来
場
者
B

―
非
常
に
貴
重
な
ご
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
演
劇
の
原
点
と
い
う
も
の
に
触
れ
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
思
い
が
強
い
で
す
。
特
に
新

し
い
演
劇
を
目
指
す
試
み
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
シ
ュ
ペ
フ
ト
さ
ん
が
最
初
に
公
演
な

さ
っ
た
と
き
に
、心
に
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。『
私

の
愛
し
た
イ
ル
カ
』
と
い
う
作
品
を
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
と
き
感
じ
た
の
で
す
が
、
私
の
場
合
は
十
代
の
頃

に
犬
が
死
ん
で
し
ま
い
、
そ
れ
が
心
の
中
に
ト
ラ
ウ
マ

と
し
て
残
っ
て
い
た
の
で
す
。
今
回
映
像
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
時
に
、
新
し
い
演
劇
と
し
て
の
問
題
提
起

が
あ
る
と
気
付
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
芸
術
と
実
験

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
て
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
理
論

と
い
う
も
の
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
一
度

そ
こ
を
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

シ
ュ
ペ
フ
ト

―
非
常
に
深
い
質
問
で
す
が
、
答
え

は
簡
単
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
誰
し
も
、
私
た

ち
が
芸
術
を
作
る
大
事
な
理
由
は
、
完
全
に
自
分

の
自
由
の
領
域
を
広
め
て
、
何
一
つ
強
制
さ
れ
な
い
・

指
示
さ
れ
な
い
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
演
劇
の
な
か
で
、
私
た
ち
は
、
指
令
や

禁
止
令
や
義
務
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
現
実
の
外
で

生
き
ら
れ
る
の
で
す
。

思
い
ま
す
。

ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ

―
最
近
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
起

こ
っ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
、
私
が
専
属
し
て
い
る
劇
場

で
も
起
こ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
私
た
ち
芸
術
家

は
い
ず
れ
も
、
新
政
権
の
方
向
性
を
心
配
し
て
い
て
、

独
裁
政
権
を
目
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
暗

澹
た
る
思
い
で
観
察
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
劇
場
で
の
芝
居
を
検
閲
し
よ
う
と
す
る
政
治

家
の
試
み
は
前
例
の
な
い
出
来
事
で
し
た
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
は
共
産
主
義
時
代
に
も
検
閲
が
あ
り
ま
し
た

が
、
あ
く
ま
で
検
閲
官
は
芝
居
が
で
き
て
か
ら
検
閲

し
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
は
初
日
前
に
芝
居
を
見
ず

し
て
圧
力
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

岩
城
―
エ
ル
フ
リ
ー
デ
・
イ
ェ
リ
ネ
ク
の
芝
居
で
す

よ
ね
？

ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ

―
そ
う
で
す
。
素
人
で
あ

る
文
部
大
臣
は
就
任
四
日
目
に
し
て
、
そ
の
芝
居

を
中
止
す
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。
最
初
は

劇
場
の
補
助
金
を
削
減
す
る
と
い
う
脅
迫
を
し
ま
し

た
が
、
劇
場
が
要
求
を
退
け
た
の
で
、
日
本
で
は
県

知
事
に
あ
た
る
ド
ル
ヌ
ィ
・
シ
ロ
ン
ス
ク
県
知
事
に
手

紙
を
送
り
ま
し
た
。
現
在
の
政
権
は
、
以
前
も
政

権
を
握
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
代
も
芸
術
家
を

め
ぐ
る
見
せ
し
め
の
裁
判
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た

が
、
全
て
俳
優
側
が
勝
利
し
ま
し
た
。
あ
の
時
の
バ

カ
バ
カ
し
く
信
じ
ら
れ
な
い
様
子
は
、
カ
フ
カ
の
小
説

に
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
、
右

翼
の
雑
誌
や
メ
デ
ィ
ア
の
発
言
を
引
用
し
て
展
覧
会

を
開
い
た
芸
術
家
に
対
し
て
裁
判
が
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。
引
用
さ
れ
た
発
言
に
は
非
常
に
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

的
で
反
外
国
人
的
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

裁
判
で
は
雑
誌
を
引
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
芸
術
家
の

方
が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
宣
伝
罪
で
有
罪
に
な
り
ま
し
た
。

新
政
権
に
な
っ
て
二
週
間
目
で
す
が
、
疫
病
は
免

疫
に
対
し
て
二
倍
強
く
な
っ
て
戻
っ
て
き
た
と
、
私
た

ち
は
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
状
況
が
変
わ
る

と
、
逆
に
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
な
社
会
は
特
権
的
な

立
場
に
あ
る
と
い
う
そ
う
い
う
簡
単
な
問
題
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
私
た
ち
の
目
の
前
で
起
こ
っ

て
い
る
よ
う
な
愚
か
な
政
治
手
段
は
ま
る
で
ロ
ー

ラ
ー
の
よ
う
に
全
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
の
形
に

圧
力
を
か
け
る
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

系
劇
場
と
は
言
い
ま
す
が
、
完
全
に
民
間
の
も
の
で

は
な
く
、
様
々
な
補
助
金
や
政
府
の
支
援
を
受
け
て

い
る
の
で
、
経
済
的
な
圧
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
公
立
劇

場
と
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
政
権
は
一

部
の
劇
場
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
は
な
く
、
怒
濤
の
よ

う
に
全
体
的
に
制
度
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
あ
る
意
味
で
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇

は
観
客
と
俳
優
を
よ
り
強
く
す
る
た
め
に
存
在
す
る

の
で
、
私
た
ち
は
抵
抗
す
る
道
を
必
ず
見
つ
け
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
メ
デ
ィ
ア
こ
そ
が
、
人
間

性
を
守
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
演

劇
の
一
番
の
強
さ
は
社
会
性
で
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

は
、演
劇
な
し
で
は
人
間
が
ど
う
い
う
方
向
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
演
劇

こ
そ
人
間
を
政
治
的
な
誘
惑
に
屈
し
な
い
よ
う
に
す

る
助
け
に
な
る
の
で
す
。

シ
ュ
ペ
フ
ト
―
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

へ
の
自
由
の
制
限
を
体
験
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
以

外
に
二
点
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
本
当

に
価
値
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
芸
術
活
動
を
援
助
す



23

レ
ク
チ
ャ
ー

ポ ー ラ ン ド 演 劇 の 現 在 形 22ポ ー ラ ン ド 演 劇 の 現 在 形

Ｉ
．

  

序
論
―
演
劇
は
常
に
政
治
的
で
あ
る

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
見
解
で
は
、
演
劇
は
強
い
感
情
的
経
験
す
な
わ
ち
カ
タ
ル

シ
ス
を
与
え
る
べ
き
も
の
で
し
た
。
彼
は『
詩
学
』
の
な
か
で
悲
劇
の
定
義
を
簡

潔
に
提
示
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、「
悲
劇
は
美
学
的
な
レ
ベ
ル
を
超
え

て
心
理
療
法
的
・
政
治
的
レ
ベ
ル
に
向
か
う
、
明
確
に
規
定
さ
れ
た
目
的
を
持

つ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
悲
劇
と
は
、
劇
場
を
出
た
後
に
、
観
客
が
ギ
リ
シ
ャ

の
民
主
的
ポ
リ
ス（
国
家
）
―
そ
こ
に
お
い
て
、
古
代
演
劇
は
最
盛
期
を
迎

え
ま
し
た

―
の
善
き
住
民
に
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
存
在
し
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
私
の
推
測
へ
の
根
拠
は
、
悲
劇
に
普
遍
的
な
価
値
を
与
え

よ
う
と
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
作
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
…
…
。
間
違

い
が
な
い
の
は
、演
劇（
劇
場
）
は
、そ
の
見
世
物
芸
術
と
し
て
の
歴
史
が
始
ま
っ

た
場
所
と
し
て
の
ア
ゴ
ラ（
広
場
）
や
法
廷
と
並
ん
で
、
古
典
的
な
古
代
ギ
リ

シ
ャ
期
の
ポ
リ
ス
の
最
も
重
要
な
機
構
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
憶
え
て
お
い

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
民
主
主
義
が
生
命
を
持
っ
た
の

は
わ
ず
か
二
世
紀
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
た
の
で
、
単
な
る
娯
楽
で
は
な
く
本
質

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
と
し
て
の
演
劇
の
繁
栄
も
ま
た
、
そ
れ
だ
け
の

期
間
し
か
続
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
同
じ
く
今
日
に
お
い
て
も
、
劇
場
空
間
は
、
支
配
的
な
社

会
文
化
秩
序
や
存
在
す
る
タ
ブ
ー
を
侵
犯
す
る（
虚
構
世
界
で
展
開
す
る
が

故
に
、
こ
れ
も
ま
た
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
）危
険
な
営
為
の
可
能
性
を
与
え

る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
知
／
経
験
と
ど
う
対
処
す
べ
き
か
…
…
こ
れ
は
、
演

劇
の
受
容
者
が
決
め
る
べ
き
問
題
で
す
。
支
配
的
な
目
的
を
持
つ
、
従
っ
て
、

民
主
主
義
を
軽
視
す
る
目
的
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
政
治
制
度
が
、
芸
術
か
ら
そ

の
力
を
奪
お
う
と
す
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
の
で
す
―
―
演
劇
は
、
公
認
さ

れ
て
い
る
、
唯
一
認
可
さ
れ
て
い
る
秩
序
、
歴
史
ま
た
は
伝
統
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
へ

ク
リ
ス
チ
ャン・ルパの
演
劇

認
識
の
道
具
と
し
て
の
演
劇

―
ル
パ
＝
ル
ーペ
＝
拡
大
鏡

講
師　

ピ
ョ
ト
ル・ル
ツ
キ （
演
劇
学
者
、ヴ
ロ
ツ
ワ
フ・ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
）

日
時　
二
〇
一
六
年
八
月
三
十
日（
火
）　
十
五
時
―
十
六
時

会
場　
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館

ディ
ス
カ
ッ
シ
ョン

イ
ル
カ
の
作
品
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

の
語
は
極
め
て
具
体
的
な
科
学
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
理

論
の
文
脈
で
出
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
先
に
実
践

が
あ
っ
て
か
ら
理
論
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
が
、
科

学
者
の
女
性
と
イ
ル
カ
の
関
係
に
つ
い
て
の
実
験
か

ら
、「
科
学
者
が
未
知
な
領
域
に
入
ろ
う
と
す
る
と

き
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
も
ど
ん
な
想
定
外
な

こ
と
が
起
き
て
も
、
実
験
の
目
的
の
実
証
が
ど
ん

な
に
無
理
に
み
え
て
も
、
中
止
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
は
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
理
論
が
生
れ
ま
し
た
。

岩
城
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

横
堀
―
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

回
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
多
様
な
姿
を
紹
介
で
き
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
こ
れ
だ
け

重
要
な
情
報
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
伺
っ
た

お
話
な
ど
を
何
か
し
ら
の
形
で
多
く
の
方
と
共
有
す

る
機
会
を
設
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
な
か

な
か
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
マ
リ
ア・シ
ェ
フ
ツ
ォ
ー
ヴ
ァ

さ
ん
い
う
方
が
書
い
た
本
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
中

でT
eatr ZA

R

の
こ
と
な
ど
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
今
年
三
回
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
、
皆
さ
ん

の
作
品
や
、
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
さ
ん
が
映
像
で
関

わ
っ
て
い
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
の
作
品
を
観
ま
し
た
。

そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
演
劇

活
動
を
な
さ
っ
て
い
る
岩
田
美
保
さ
ん
を
通
じ
て
皆

さ
ん
と
直
接
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
主
催

の
関
係
団
体
に
も
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
企
画
は
来
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

と
成
立
し
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
ト
ー
ク
に
来
て
い
た

だ
い
た
方
、
そ
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
の
方
、

見
学
に
も
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
そ

の
よ
う
な
方
に
も
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
ゲ
ス
ト
の
お
三
方
、
通
訳
の
久
山
宏
一

さ
ん
、
ジ
ャ
ブ
コ
さ
ん
、
最
後
に
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
岩
城
京
子
さ
ん
に
感
謝
の
言
葉

を
申
し
上
げ
て
、
ま
た
ぜ
ひ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー

キ
ョ
ー
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
と
出
会
う
機
会
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
東
京
で
再
会
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
こ
の
場
を
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

（写真右から）岩城京子、マルタ・カルシ、横堀応彦、ウカシュ・トゥファルコフスキ、マグダ・シュペフト、
ヤロスワフ・フレト、クシシトフ・ジャブコ＝ポトポヴィッチ、小島寛大　

た
い
と
思
い
ま
す
。通

訳
‖
ク
シ
シ
ト
フ
・
ジ
ャ
ブ
コ

=

ポ
ト
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
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動
に
先
行
す
る
、
ま
た
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
の
解
決
に
続
く
）で
は
な
く
、
演
技
者

自
ら
の
経
験
で
す
。
彼
ら
の
プ
シ
ュ
ケ
ー（
精
神
）、
す
な
わ
ち
、
カ
ー
ル
・
グ
ス

タ
フ
・
ユ
ン
グ
に
よ
れ
ば「
意
識
的
ま
た
は
無
意
識
的
な
す
べ
て
の
心
理
的
プ
ロ

セ
ス
の
総
体
」
の
蓄
積
で
す
。
従
っ
て
、
内
的
独
白
は
、
登
場
人
物
を
十
全
に

規
定
す
る
可
能
性
の
内
面
的
な
記
録
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の

過
程
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
／
創
造
さ
れ
る
／
発
見
さ
れ
る
の
で
す
。
社
会
的
存

在
と
な
る
／
教
育
を
受
け
る（
こ
ち
ら
の
方
が
よ
く
あ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
）過
程
で
忘
れ
去
ら
れ
た
、
ま
た
は
、
無
意
識
に
押
し
や
ら
れ
、
捨
て
ら
れ

た
も
の
が
、内
的
独
白
を
構
成
す
る
場
合
も
あ
る
、い
や
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、

そ
れ
ら
が
内
的
独
白
を
構
成
す
る
の
で
す

―
一
方
に
お
い
て
そ
れ
は
、
文
化

的
な
価
値
や
規
範
を
超
越
し
て
お
り
、
他
方
に
お
い
て
人
が
纏
う「
個
人
と
し

て
の
外
見
」、
ま
た
は
果
た
さ
れ
て
い
る
社
会
的
役
割
に
収
ま
ら
な
い
か
ら
で
す
。

即
興
可
能
な
コ
ン
ディ
シ
ョ
ン

俳
優
に
対
す
る
ル
パ
の
も
う
一
つ
の
、
同
じ
く
根
本
的
な
期
待
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
ょ
う

―
そ
れ
は
、
即
興
可
能
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
れ
は
、
リ
ハ
ー

サ
ル
中
の
俳
優
と
上
演
中
の
俳
優
の
双
方
に
関
わ
り
ま
す
。
芝
居
の
リ
ハ
ー
サ

ル
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
そ
れ
は
、
俳
優
と
し
て
の
ク
リ
シ
ェ（
使
い
果
た
さ
れ

て
凡
庸
に
な
っ
た
手
法
）
や
癖
に
従
う
の
で
は
な
く
、
状
況
や
共
演
者
に
た
え

ず
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
生
き
て
存
在
す
る
こ
と
、
す
で
に
試
み
ら
れ
て
基
地

の
演
劇
手
段
を
用
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
俳
優
と

し
て
で
は
な
く
登
場
人
物
と
し
て
の
一
個
の
人
間
と
の
作
業
を
行
う
必
然
性
と

関
連
し
て
い
ま
す
。
ル
パ
は
、
演
技
者
が
演
劇
テ
キ
ス
ト
の
影
響
下
で
、
己
れ

の
言
動
や
独
白
を
書
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

―
そ
れ
に
よ
っ
て
、
俳
優

た
ち
が
図
式
的
な
道
に
踏
み
込
む
の
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
長
く
、
演
劇

的
な
繰
り
返
し

―
リ
ハ
ー
サ
ル
、
そ
の
後
は
上
演
を
重
ね
る
な
か
で

―
の

効
果
を
目
指
す
の
で
も
な
く
、
演
技
空
間
に
身
を
置
か
れ
る
た
び
に
、
創
造
的

で
生
き
生
き
と
し
た
行
動
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
る
の
で
す
。

し
か
し
、
俳
優
た
ち
は
、
舞
台
創
造
の
全
プ
ロ
セ
ス
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
観

客
に
繰
り
返
し
上
演
す
る
と
き
に
も
、
即
興
可
能
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
あ
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ル
パ
が
期
待
し
て
い
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
入
る
こ
と
は
、
リ
ハ
ー

サ
ル
初
期
に
行
わ
れ
る
即
興
に
よ
っ
て
容
易
に
な
り
ま
す

―
ひ
と
り
で
、
ペ
ア

で
、
集
団
で
の
即
興
で
す
。
即
興
は
超
域
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

現
実
を
支
配
し
て
い
る
規
範
や
関
係
性
が
無
効
に
な
る
が
故
に
、
ア
ル
ノ
ル
ト
・

フ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
プ（
一
八
七
三
―
一
九
五
七
）
が『
通
過
儀
礼
』
の
な
か
に
記
述
し

て
い
る
、「
過
渡
期
」
と
い
う
状
況
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
も
言
え
る

で
し
ょ
う
か

―
俳
優
は
舞
台
で「
本
当
に
」話
し
た
り
行
っ
た
り
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
概
念
に
戻
る
な
ら
ば
、
話
し
た
り
行
っ
た
り
す

る
ふ
り
を
し
た
り
、
演
じ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

の
脅
威
に
な
る
か
ら
で
す
。

演
劇
の
政
治
性
に
関
す
る
考
察
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
援
用
す
る
価
値
が

あ
る
の
は
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
が『
人
間
の
条
件
』
の
な
か
で
述
べ
た
概
念
で

す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
単
な
る
動
物
的
存
在
を
超
え
た
社
会
的
存
在
と
し
て

の
人
間
を
開
示
し
発
見
す
る
、
そ
し
て
人
間
の
類
例
の
な
い
特
徴
を
生
み
出
す

も
の
は
、
言
葉
で
あ
り
、
新
た
に
着
手
さ
れ
る
行
動（
職
人
が
得
意
と
す
る
物

づ
く
り
と
は
別
物
と
し
て
の
）で
す
。
行
動
と
言
葉
は
常
に
人
間
と
人
間
の
間

で
行
わ
れ
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
見
解
で
は
、
そ
れ
ら
は「
行
動
す
る
人
」の
本
質
を

明
る
み
に
出
す
と
い
う
潜
在
的
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す

―
仮
に
、
行
動
が

物
の
世
界
の
み
に
関
係
す
る
と
し
て
も
同
じ
で
す
。
行
動
の
内
容
と
意
味
は
、

芸
術
作
品
の
な
か
で
客
観
化
さ
れ
得
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
、
自
ら
に
特

徴
的
な
手
段
を
用
い
つ
つ
、
事
件
を「
全
き
意
味
で
」提
示
し
ま
す
。
し
か
し
、

ア
ー
レ
ン
ト
が
主
張
す
る
よ
う
に
、行
動
と
言
葉
が
持
っ
て
い
る
類
例
の
な
い「
開

示
」
の
形
態
は
、
関
係
性
の
な
か
に
置
か
れ
た
対
象
物
の
間
の「
生
命
の
あ
る

流
通
」
と「
分
か
ち
難
く
」結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
の「
生
命
の
あ
る

流
通
」
を
表
す
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
唯
一
の
芸
術
分
野
は
演
劇
な
の
で
す
。
今

日
、
私
た
ち
は
、
こ
う
付
け
加
え
て
言
う
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う

―
演
劇

は
、
単
に
表
す
だ
け
で
な
く
、
体
現
す
る
、
と
。
演
劇
外
の
現
実
に
関
与
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
自
己
言
及
的
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
己
れ
の「
真

実
性
」
を
強
め
る
の
で
す
。
あ
る
い
は
別
の
言
葉
を
使
う
な
ら
ば
、
舞
台
の
虚

構
世
界
が
現
実
世
界
と
同
じ
力
を
獲
得
す
る
、
さ
ら
に
は
現
実
世
界
よ
り
強

く
な
り
さ
え
す
る
の
で
す

―
タ
デ
ウ
シ
ュ
・
カ
ン
ト
ル
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ

の
演
劇
を
見
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
了
解
さ
れ
ま
す
。
演
劇
に
お
け
る
生
命
の
あ

る
流
通
は
舞
台
の
世
界
に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
舞
台
と
観
客
の

関
係
に
関
わ
る
も
の
な
の
で
す
。

Ⅱ
．演
出
家
と
俳
優
の
仕
事

 

内
的
独
白

ル
パ
は
、
演
出
家
と
し
て
の
実
践
活
動
を
始
め
た
当
初
か
ら
、
俳
優
た
ち
に
、

彼
ら
が
解
釈
す
る
人
物
に
代
わ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
内
的
独
白
を
紡
ぎ
、
そ
れ
を

記
録
す
る
よ
う
に
と
、
言
い
聞
か
せ
て
き
ま
し
た（
俳
優
た
ち
に
そ
れ
を
強
制

し
た
と
は
言
わ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
）。
演
劇
的
な
テ
キ
ス
ト
に
記
さ
れ
た

状
態
で
登
場
人
物
た
ち
が
存
在
し
て
い
る
場
合
、
内
的
独
白
は
あ
る
程
度
ま

で
、コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン・ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー・シ
ス
テ
ム
に
あ
る
、「
置
か
れ
た
状
況
」

と「
も
し
も
」へ
の
備
え
の
対
応
物
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
文
学
的
な
土
台
が
な

い
と
き
、
と
っ
か
か
り
に
な
る
の
は
、
筋
書
き（
ス
ト
ー
リ
ー
）上
の
状
況
の
概

要
で
す
。
内
的
独
白
は「
演
技
者
が
登
場
人
物
に
抱
く
幻
想
ま
た
は
夢
に
な

り
ま
す
。
俳
優
創
造
の
材
料
に
な
る
の
は
、
登
場
人
物
の
伝
記（
舞
台
上
の
行



27 26

レ
ク
チ
ャ
ー

レ
ク
チ
ャ
ー

ポ ー ラ ン ド 演 劇 の 現 在 形 ポ ー ラ ン ド 演 劇 の 現 在 形

す
。
そ
し
て
ま
た
し
て
も
、
私
た
ち
は
、
ル
パ
・
ル
ー
ペ
越
し
に
、
私
た
ち
が
外

見
に
は
知
っ
て
い
る
世
界
が
、
こ
う
し
た
ツ
ー
ル
の
お
か
げ
で
、
秘
密
め
い
た
認

識
不
可
能
な
新
し
い
色
彩
と
連
想
を
獲
得
し
て
い
く
と
こ
ろ
を
観
察
す
る
の
で

す
。
そ
れ
は
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の「
不
確
定
性
原
理
」の
芸
術
的

対
応
物
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ⅳ
．認
識
の
道
具
と
し
て
の
演
劇

ま
ず
、
ル
パ
が
著
書『
ユ
ー
ト
ピ
ア
2

―
貫
通
』
に
記
し
て
い
る
宣
言
を
読

み
ま
し
ょ
う

―
「
私
は
演
劇
を
通
し
て
何
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
か

―
私

が
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
験
し
は
な
い
。
芝
居
づ
く
り
は
私
に
と
っ
て
認
識
の
行
為

で
あ
る･･････

こ
れ
は
、
新
陳
代
謝
の
プ
ロ
セ
ス（
誘
導
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
）
に

絡
め
取
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
予
感
、
特
に
精
密
な
規
定
が
不
可
能

な
予
感
を
発
酵
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
。
思
想
と
し
て
展
開
す
べ
き
思
想
は
思
想

に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
り
、
私
は
そ
こ
か
ら
舞
台
を
作
り
は
し
な
い
。」
こ
う
し

た
未
知
の
世
界
へ
の
旅
行
に
、
観
客
は
招
待
さ
れ
て
い
る
／
巻
き
込
ま
れ
て
い

く
／
誘
導
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
ル
パ
の
芝
居
の
催
眠
的
な
リ
ズ
ム
に
身
を
ゆ
だ

ね
る
こ
と
、
身
体
を
一
種
の
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
導
く
こ
と
、
自
意
識
的
で
支
配

的
な「
我
」
を
超
え
る
可
能
性
、
身
体
か
ら
流
れ
出
る
信
号
に
開
か
れ
た
状
態

が
、
私
た
ち
に
、
未
知
の
も
の
、
文
化
の
地
平
線
上
に
隠
れ
て
い
る
未
知
の
も

の
を
眺
め
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。
ル
パ
は
文
化
秩
序
の
断
層
と
分
裂
を
研
究

し
、
不
条
理
の
水
泡
が
潰
れ
る
様
を
観
察
し
ま
す

―
二
十
一
世
紀
の
人
間
は
、

そ
れ
を
普
通
は
無
視
し
ま
す
、
つ
ま
り
一
時
的
な
侵
犯
で
あ
り
、
一
過
性
の
混

乱
と
し
て
扱
っ
て
、
予
想
不
可
能
な
或
る
新
し
い
も
の
と
し
て
は
扱
わ
な
い
の
で

す
。
こ
う
し
た「
危
険
」
な
領
域
に
潜
り
込
む
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ

て
、
私
た
ち
は
人
間
と
人
間
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
文
化
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

通
訳
‖
久
山
宏一

ル
パ
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
間
、
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
舞
台
世
界
に
お
け
る
人
物

の
行
い
と
言
葉
の
動
機（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、
い
や
と
き
に
は
、
小
動
機（
ミ
ニ
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）の
子
細
な
分
析
を
行
い
、
人
物
の
精
神
の
最
も
手
の
届
き
に
く

い
無
意
識
的
な
層
を
覗
き
込
も
う
と
し
ま
す
。
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
世
界
に

ル
ー
ペ（
固
有
名
の
ル
パ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
普
通
名
詞
で
、
ル
ー
ペ
を
意
味

し
ま
す
）、
す
な
わ
ち
拡
大
鏡
を
当
て
て
、
こ
の
上
な
く
小
さ
く
日
常
生
活
で

は
最
も
意
識
化
さ
れ
て
い
な
い
心
理
的
な
部
分
か
ら
、
登
場
人
物
が
作
ら
れ
て

い
く
の
で
す
。

Ⅲ
．演
劇
性

舞
台
上
で
の
俳
優
／
人
物
の「
真
実
」の
行
い
と
言
葉
は
、
観
客
に
現
実
世

界
を
眺
め
て
い
る
と
い
う
幻
覚
を
与
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
幻
覚
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

実
際
に
は
、
観
客
が
観
て
い
る
の
は
、
構
成
さ
れ
た
演
劇
芸
術
作
品
で
す
。
演

劇
と
観
客
の
世
界
の
間
に
は
、
細
い
赤
線
―
自
然
主
義
者
が
い
う
と
こ
ろ
の

「
第
四
の
壁
」
の
遺
物

―
が
引
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界
に
は
リ
ズ
ム
が
あ

り
、
登
場
人
物
の
行
い
と
会
話
、
場
面
間
の
対
位
法
的
な
関
係
性
、
そ
し
て

芝
居
に
随
伴
す
る
音
楽
の
上
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

『W
oodcutters 

― 

伐
採 

―
』で
は
、
モ
ー
リ
ス
・
ラ
ヴ
ェ
ル
の《
ボ
レ
ロ
》
が

上
演
中
二
回
響
き
渡
り
ま
す
。
い
や
、
舞
台
全
体
が
ラ
ヴ
ェ
ル
の
作
品
と
同
じ

よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す

―
一
人
一
人
の
人
物
が「
芸
術
家
の

晩
餐
会
」
に
集
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
穏
や
か
に
始
ま
り
ま
す
。
や
が
て
人
物
た
ち

が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
会
話
に
感
情
的
に
入
り
込
む
に
つ
れ
て
、
あ
る
い
は
、

晩
餐
会
に
招
待
さ
れ
た
も
の
の
時
刻
を
過
ぎ
て
も
現
れ
な
い
主
客
、
す
な
わ
ち

国
立
劇
場
の
俳
優
を
待
ち
受
け
る
こ
と
を
巡
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
が
募
る
に
つ
れ
て
、

状
況
は
緊
迫
し
て
き
ま
す
。
俳
優
の
到
着
と
と
も
に
沈
静
化
し
ま
す
が
、
や
が

て
高
揚
し
、第
二
幕
で
頂
点
に
達
し
ま
す
。登
場
人
物
た
ち
が
晩
餐
会
か
ら
去
っ

て
い
く
に
つ
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
着
い
て
い
き
ま
す
。
回
帰
す
る
も
う
一
つ
の

音
楽
的
モ
チ
ー
フ
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ー
セ
ル
の
歌
劇『
ア
ー
サ
ー
王
』
の
一
部《

T
he C

old Song

（
冷
た
い
歌
）》で
す

―
類
稀
な
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ノ
ー
ル・
ヴ
ォ

イ
ス
を
駆
使
し
た
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
歌
手
ク
ラ
ウ
ス・
ノ
ミ
の
歌
唱
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
作
曲
家
ミ
ェ
チ
ス
ワ
フ
・
メ
イ
ザ
の
即
興
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
ま
す
。
ノ
ミ
の
生
涯
と
芸
術
を
知
っ
て
い
る
観
客
に
と
っ
て
、

彼
の
歌
唱
は
、
補
足
的
な
一
連
の
感
情
的
連
想
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
が
芝

居
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
よ
っ
て
か
き
た
て
ら
れ
る
感
情
に
か
ぶ
さ
っ
て
き
ま
す
。

こ
こ
に
さ
ら
に
、
そ
の
場
で
起
こ
る
場
面
と
あ
ら
か
じ
め
録
画
さ
れ
て
い
て
、
ス

ク
リ
ー
ン
上
で
眺
め
ら
れ
る
シ
ー
ン
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
衝
突
を
付
け
加
え
ま
し
ょ

う
。
あ
ら
か
じ
め
録
画
さ
れ
た
場
面
は
、
実
生
活
に
も
、
伝
統
的
演
劇
に
も

存
在
し
な
い
人
物
の
微
細
な
反
応
、
身
ぶ
り
と
も
呼
べ
な
い
よ
う
な
小
さ
な
身

ぶ
り
、
あ
る
か
な
き
か
の
表
情
の
変
化
を
見
つ
め
る
可
能
性
を
与
え
て
く
れ
ま
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の
経
験
を
基
に
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
九
十

年
代
の
半
ば
か
ら
演
劇
に
関
心
を
持
ち
、
一
九
九
六

年
に
初
め
て
ル
パ
が
演
出
し
た
作
品
、
ブ
ロ
ッ
ホ
原
作

の『
夢
遊
の
人
々
』
を
観
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
当
時

の
演
劇
を
政
治
と
か
ら
め
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

九
十
年
代
半
ば
の
状
況
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

一
九
八
九
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
共
産
主
義
が
倒
れ
、

新
し
く
現
れ
た
の
が
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
思
想

で
す
。
こ
れ
が
当
時
の
ポ
ス
ト
・
社
会
主
義
の
荒
廃

し
た
国
で
唯
一
機
能
し
た
思
想
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

二
十
年
経
ち
、
こ
う
し
た
思
想
が
今
日
の
若
い
演

劇
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
は
っ
き

り
と
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
と
し
て
、

当
時
の
巨
匠
の
お
芝
居
を
取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
た

と
え
ば
ヤ
ロ
ツ
キ
は
ム
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
、
ア
ー
サ
ー
・
ミ

ラ
ー
、
デ
ュ
レ
ン
マ
ッ
ト
の
戯
曲
の
演
出
に
と
り
か
か

り
、
ワ
イ
ダ
も
古
典
的
な
、
心
理
主
義
的
な
芝
居

を
作
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
当
時
私
は
十
代
の
半
ば

で
し
た
が
、
通
り
を
歩
け
ば
現
実
が
急
激
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
に
、
劇
場
に
行
っ
て
も
心
理
的
で
リ

ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
、
こ
こ
二
、三
十
年
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
史
を
精
算
す
る
よ
う
な
芝
居
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
演
劇
と
現
実
の
乖
離
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

今
に
な
っ
て
み
れ
ば
、
あ
れ
は
あ
れ
で
優
れ
た
芝
居

で
し
た
が
、
私
た
ち
の
世
代
に
と
っ
て
、
現
実
の
表

現
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
べ
て
が
変
わ
っ
た
の
は

一
九
九
七
年
一
月
の
二
日
間
で
し
た
。
ド
ラ
マ
劇
場

で
ヴ
ァ
ル
リ
コ
フ
ス
キ
が
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の『
エ
レ
ク
ト

ラ
』
を
上
演
し
ま
す
。
翌
日
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
T
R
劇

場
で
ヤ
ジ
ナ
が『
熱
帯
の
狂
気
』
と
い
う
芝
居
を
作

り
ま
し
た
。
そ
の
公
演
を
観
て
、
俳
優
と
い
う
の
は

台
詞
を
語
る
だ
け
で
な
く
、
叫
ん
だ
り
踊
っ
た
り
で

き
る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
音
楽
も
い
わ
ゆ
る
劇

伴
で
は
な
く
、
音
楽
が
舞
台
上
の
出
来
事
を
も
っ
と

積
極
的
に
説
明
す
る
よ
う
な
、
し
か
も
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル

や
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
と
い
っ
た
音
楽
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
も
俳
優
た
ち
が
叫
ん
で
い
る
内
容
は
、
彼

ら
に
襲
い
掛
か
っ
て
い
る
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
実
の
変

化
を
現
代
の
世
代
に
届
く
言
葉
で
喋
っ
た
も
の
だ
っ

た
の
で
す
。
ま
だ
大
学
を
卒
業
し
て
い
な
い
よ
う
な

若
い
二
人
が
首
都
の
大
劇
場
で
耳
目
を
集
め
た
こ
と

が
大
事
件
で
し
た
。
若
い
世
代
は
演
劇
に
目
覚
め
、

二
人
の
芝
居
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
た
め
の
列
に
何
時
間

も
並
び
ま
し
た
。
二
人
の
舞
台
は
あ
る
意
味
、
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
中
心
に
な
っ
た
の
で
す
。
ヤ
ジ
ナ
と

当
時
私
生
活
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
チ
ェ
レ
ツ

カ
と
い
う
女
優
が
二
人
揃
っ
て
、
そ
れ
ま
で
ロ
ッ
ク
ス

タ
ー
が
載
る
よ
う
な
雑
誌
の
表
紙
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
演
劇
の
ル
ネ
サ
ン
ス
は
そ
の
後
一
度
も
起

き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
演
劇
が
文
化
の
消
費
の

中
心
に
な
る
と
い
う
革
命
で
し
た
。
ま
も
な
く
ヴ
ァ

ル
リ
コ
フ
ス
キ
と
ヤ
ジ
ナ
は
T
R
劇
場
の
芸
術
監
督

に
就
任
し
ま
す
。
こ
の
時
ヤ
ジ
ナ
は
ま
だ
二
十
代
で

し
た
。
こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に
先
例
の
な
い
出

来
事
で
し
た
。
そ
の
後
十
年
間
、
ル
パ
の
直
接
の
教

え
子
で
あ
る
二
人
が
T
R
と
活
動
す
る
時
期
が
続

き
、
間
も
な
く
二
人
は
国
際
的
に
活
動
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
一
九
九
〇
年
代
の
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
演
劇

祭
を
は
じ
め
、
西
欧
、
中
欧
の
演
劇
祭
の
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
人
は

そ
う
い
っ
た
動
き
の
渦
中
に
い
た
わ
け
で
す
。

さ
ほ
ど
豊
か
で
は
な
か
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
劇
場
で

レ
ス
ケ
―
今
回
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
の
芸
術
的
な

キ
ャ
リ
ア
の
中
で
最
高
の
芝
居
が
日
本
で
上
演
さ
れ

る
こ
と
に
対
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
劇
人
は
全
員
感

動
し
て
お
り
ま
す
。
全
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
劇
人
を
代

表
し
て
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
演
劇
研
究
者
で
は
な
く
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
す
。
必
然
的
に
こ
れ
か
ら
私
の
申
し

上
げ
る
こ
と
は
主
観
的
だ
と
思
い
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
演
劇
の
非
常
に
精
密
な
地
図
を
描
く
と
い
う
の

は
私
の
力
を
越
え
て
い
ま
す
か
ら
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は

国
立
の
演
劇
研
究
所
が
あ
り
、
演
劇
の
研
究
及
び

資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
発
行
し
て

い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
劇
事
情
を
ま
と
め
た
本
に
よ

り
ま
す
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
年
間
四
三
〇
の
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
存
在
し
、
一
五
九
〇
の
新
演
目
が

上
演
さ
れ
る
そ
う
で
す
か
ら
、
私
ひ
と
り
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
演
劇
地
図
を
描
き
出
す
の
は
元
々
無
理
な
課

題
で
あ
る
と
い
う
の
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

明
日
か
ら
三
日
間
、
日
本
の
演
劇
史
の
ヒ
ー
ロ
ー

と
な
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ル
パ
が
演
劇
人
と
し
て
独
立
し
た
の
は
か

な
り
遅
く
、
以
前
は
物
理
学
、
版
画
、
そ
し
て
映

画
大
学
で
学
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
演
劇
の
演
出

に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
三
十
歳
に
な
っ
て
か

ら
で
す
。
彼
が
ク
ラ
ク
フ
の
演
劇
大
学
で
学
ん
だ
時

期
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
劇
史
に
大
き
な
足
跡
を
残

し
た
カ
ン
ト
ル
、
ス
ヴ
ィ
ナ
ル
ス
キ
、
ヤ
ロ
ツ
キ
と
い
っ

た
大
演
出
家
が
ま
だ
健
在
で
し
た
。
ル
パ
は
八
十
年

代
の
半
ば
に
は
演
劇
の
中
心
地
・
ク
ラ
ク
フ
最
大
の

劇
場
で
あ
る
ス
タ
ー
リ
ー
劇
場
で
演
出
を
始
め
、
母

校
で
あ
る
演
劇
大
学
で
も
教
鞭
を
取
り
ま
し
た
。
彼

の
特
長
は
、
ヴ
ィ
ス
ピ
ヤ
ン
ス
キ
や
ヴ
ィ
ト
カ
ッ
ツ
ィ

と
い
っ
た
、い
わ
ゆ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
典
的
な
レ
パ
ー

ト
リ
ー
だ
け
で
な
く
、
か
な
り
早
い
段
階
で
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
作
家
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
で
す
。
た
と

え
ば
ク
ー
ビ
ン
、
ム
ー
ジ
ル
、
ブ
ロ
ッ
ホ
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
皆
さ
ん
が
ご
覧
に
な
る『
伐
採
』の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

で
す
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
彼
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア

文
学
の
テ
キ
ス
ト
と
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か

と
い
う
問
題
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
や
や
詳
細
に
お

伝
え
し
ま
す
。
こ
れ
が
一
九
九
〇
年
に
始
ま
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
お
け
る
演
劇
革
命
の
源
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
す
。

一
九
九
〇
年
代
の
演
劇
革
命
に
つ
い
て
は
私
自
身

ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
最
前
線

講
師 

グ
ジ
ェ
ゴ
シ
ュ・レ
ス
ケ 

（
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

司
会 

横
堀
応
彦

日
時　
二
〇
一
六
年
十
月
二
十
日（
木
）　
十
九
時
―
二
十
一
時
半

会
場　
東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト
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り
か
つ
て
の
演
劇
に
戻
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取

り
ま
す
。
と
言
う
の
も
、
最
近
は
、
彼
ら
よ
り
一
世

代
上
の
ク
ラ
タ
や
ク
レ
チ
ェ
フ
ス
カ
が
持
っ
て
い
た
非
常

に
攻
撃
的
な
心
理
主
義
が
や
が
て
彼
ら
の
批
判
の
対

象
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
こ
の
二
人
は
、
ま
っ
た

く
別
の
世
界
か
ら
演
劇
界
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
ザ
ダ
ラ
か
ら
。
外
交
官
の
父
親
を
持
っ
た

た
め
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
大

学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
彼
の
演
劇
活

動
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
と
言
う
の
も
、
彼
は

最
近
し
ば
し
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
典
を
上
演
し
ま
す

が
、
古
典
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
状
に
対
す
る
注
釈
と

し
て
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
ル
ー
ツ
に

戻
り
、
作
品
元
来
の
意
味
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
る

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
。
こ
れ
は
彼
が
海
外
で

教
育
を
受
け
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

彼
の
一
番
評
価
の
高
か
っ
た
作
品
は
、
昨
年
上
演
さ

れ
た
ア
ダ
ム
・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
の『
父
祖
の
祭
』
で

す
。
こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
最
重
要
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
と
と
も
に
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
文
学
の
最
高
峰
で
す
。
十
九
世
紀
初
め
に
書
か
れ

た
大
作
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
全
編
通
し
て
上

演
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ザ
ダ
ラ
は
テ
キ
ス
ト
を

全
く
省
略
せ
ず
、
十
二
時
間
の
上
演
と
し
て
作
り

上
げ
ま
し
た
。
ロ
マ
ン
主
義
時
代
に
書
か
れ
た
、
直

線
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
な
い
、
あ
る
種
断
片
の
集
ま

り
の
よ
う
な
原
作
を
、
彼
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
上
演

し
た
の
で
す
。
音
楽
も
美
術
も
、極
め
て
後
退
的（
古

典
的
）で
す
。

今
か
ら
ザ
ダ
ラ
の『
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
無
い
シ
ョ
パ

ン
』
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
人
に
と
っ
て
身

近
な
シ
ョ
パ
ン
に
つ
い
て
の
演
劇
で
す
。
ザ
ダ
ラ
の
作

品
が
全
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
も
古
典

的
な
舞
台
装
置
の
上
で
展
開
し
ま
す
。
彼
の
私
生

活
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
演
出
家
で
あ
り
女
優
、

そ
し
て
何
よ
り
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
バ
ル
バ
ラ
・
ヴ
ィ
ソ

ツ
カ
と
の
共
同
作
品
で
す
。
シ
ョ
パ
ン
が
書
い
た
二
作

の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
を
素
材
に
し
ま
し
た
。
舞
台
上
で

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
国
立
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
演
奏
を
行
い
、

そ
の
前
で
ヴ
ィ
ソ
ツ
カ
さ
ん
も
ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
。

そ
し
て
彼
女
は
ス
コ
ア
に
合
わ
せ
て
自
分
の
ピ
ア
ノ
・

パ
ー
ト
を
演
奏
す
る
と
同
時
に
、
台
詞
を
語
っ
て
い

く
の
で
す
。
そ
の
歌
詞
は
シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
の
構
造
に

つ
い
て
の
講
義
で
あ
る
と
同
時
に
、
古
典
的
な
テ
キ

ス
ト
を
現
代
の
民
族
主
義
的
な
目
的
の
た
め
に
利
用

す
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
で
も
あ
り
ま
す
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
は
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
シ
ョ
パ
ン
は
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
高
揚
の
た
め
に
度
々
使
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

〔
映
像
上
映
〕

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
私
生
活
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
と
同
時
に
演
劇
活
動
の
上
で
も
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
カ
ッ
プ
ル
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る

の
は
女
性
の
シ
ェ
ン
プ
カ
さ
ん
と
男
性
の
デ
ミ
ル
ス
キ

さ
ん
の
デ
ュ
オ
で
す
。
今
ご
紹
介
し
た
三
人
の
演
劇
は

批
判
的
演
劇
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
紹
介
す
る
デ
ュ
オ
は
現
実
に
対
し
て
批
判
的
で

あ
る
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
の
演
劇
に
対
し
て
も
自

己
批
判
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
傑
出
し
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ン
プ
カ
と
デ
ミ
ル
ス
キ
は
古
典
的
な
演
劇
テ
キ

ス
ト
か
ら
離
れ
、
デ
ミ
ル
ス
キ
が
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
十
年
の
活
動
を
見
て
い
く
と
、ポ
ー

ラ
ン
ド
の
現
状
に
鋭
く
反
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

仕
事
を
し
て
い
た
二
人
が
、
他
の
演
劇
人
の
夢
見
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
予
算
を
使
え
る
、
国

際
的
な
企
画
を
指
導
す
る
立
場
に
就
き
、
優
れ
た

作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
彼
ら
は
そ
の

後
に
続
く
世
代
に
と
っ
て
の
モ
デ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

若
い
世
代
は
そ
の
後
十
数
年
間
に
わ
た
り
、
第
二
の

ヴ
ァ
ル
リ
コ
フ
ス
キ
や
ヤ
ジ
ナ
に
な
る
の
だ
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

今
か
ら
皆
さ
ん
に『
ア
ポ
ロ
ニ
ア
』
と
い
う
、
二
人

が
共
同
で
作
っ
た
最
後
の
作
品
を
お
見
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
演
劇
祭
で
の
上
演
記
録
で
す

が
、
こ
れ
を
見
る
と
こ
の
舞
台
が
い
か
に
巨
大
志
向

で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
手
法
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。〔

映
像
上
映
〕

カ
メ
ラ
で
俳
優
が
演
じ
て
い
る
と
こ
ろ
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。

舞
台
の
幅
は
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
り
ま
す
。

意
図
的
に
、
舞
台
の
左
側
と
右
側
に
座
っ
て
い
る
観

客
の
観
る
世
界
が
異
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

舞
台
上
で
は
俳
優
た
ち
が
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
演
じ
、

観
客
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
て
い
る
俳
優
を
同
時
に
ス

ク
リ
ー
ン
上
に
も
見
る
の
で
す
。

間
も
な
く
次
の
世
代
が
登
場
し
ま
す
。
ヤ
ン
・
ク

ラ
タ
や
女
性
演
出
家
の
ク
レ
チ
ェ
フ
ス
カ
は
、
ル
パ
が

提
唱
し
た「
俳
優
自
身
の
経
験
を
基
に
し
た
深
い
心

理
分
析
」
と
い
う
流
れ
を
継
承
し
ま
す
。
こ
の
二
人

の
作
品
は
よ
り
現
実
に
対
す
る
批
判
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ヴ
ァ
ル
リ
コ
フ
ス
キ
や
ヤ
ジ
ナ
の
作
品
は
も

う
少
し
普
遍
的
な
要
素
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
性
の
問
題

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は「
若
く
て
才
能
の
あ

る
演
出
家
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
次
世
代
の
ク
ラ

タ
や
ク
レ
チ
ェ
フ
ス
カ
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
シ
ェ
ン
プ

カ
や
ザ
ダ
ラ
と
い
っ
た
演
出
家
は「
よ
り
若
く
、
よ

り
現
実
に
不
満
を
抱
く
演
出
家
た
ち
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
か
ら
ク
レ
チ
ェ
フ
ス
カ
演
出
の『
夏
の
夜
の
夢
』

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
彼
女

の
演
劇
ス
タ
イ
ル
だ
け
で
な
く
、
彼
女
の
世
代
の
ス
タ

イ
ル
を
大
変
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
を
統
合
す
る
よ
う
な
演
劇
で
す

ね
。
あ
る
時
、
彼
女
の
芝
居
を
観
た
女
の
子
が「
今

の
劇
場
は
台
詞
を
言
う
場
所
と
い
う
よ
り
は
、
踊
り

を
踊
る
場
所
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
聞

い
た
そ
う
で
す
。
ル
パ
の
作
品
、
そ
し
て
先
ほ
ど
お
話

し
し
た『
ア
ポ
ロ
ニ
ア
』
と
共
鳴
す
る
部
分
も
あ
る
気

が
し
ま
す
。

〔
映
像
上
映
〕

こ
れ
は
高
度
に
残
酷
か
つ
攻
撃
的
な
芝
居
で
す
。

十
年
程
前
か
ら
た
び
た
び
議
論
に
の
ぼ
る
で
す
が
、

こ
の
芝
居
の
特
徴
は
、
暴
力
性
、
特
に
俳
優
の
心
理

を
過
激
に
利
用
し
た
暴
力
性
で
す
が
、
こ
う
し
た
俳

優
の「
利
用
」「
搾
取
」
に
は
限
界
を
設
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
議
論
で
す
。

ル
パ
自
身
こ
う
い
っ
た
限
界
演
劇
、
残
酷
演
劇
の

時
代
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
時
期
を

経
て
今
回
の『
伐
採
』の
よ
う
な
作
品
に
戻
っ
て
き
た

こ
と
を
私
は
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

続
い
て
、
ス
チ
シ
ェ
ン
プ
カ
そ
し
て
ザ
ダ
ラ
と
い
っ
た

よ
り
若
い
世
代
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
彼
ら
の
世

代
は
か
つ
て
の
巨
匠
た
ち
と
の
対
話
を
行
う
、
つ
ま
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ト
』
で
は
過
激
さ
が
増
し
、
俳
優
た
ち
は
劇
場
の
周

り
の
公
共
空
間
に
繰
り
出
し
、
通
行
人
た
ち
と
の
イ

ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
あ

る
種
の
驚
愕
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
要
素
が
加
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
観
て
い
る
と
、
次
に
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
不
安
感
を
覚
え
ま
す
。

衣
装
も
音
楽
の
使
い
方
も
派
手
で
、
演
劇
と
い

う
よ
り
は
3
D
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
を
見
る
よ

う
な
印
象
で
し
た
。
し
か
し
最
近
の
十
代
の
観
客
に

対
し
て
は
非
常
に
強
く
訴
え
か
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
一
九
九
七
年
に『
熱
帯
の
狂
気
』
が
与
え

た
シ
ョ
ッ
ク
と
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
し
て
彼
ら
は
西
側
の
財
力
の
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
作
品
を
国
際
的
に
売
っ
て
く
れ
る
と
い
う
幻

想
を
抱
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ル
パ
、
ヴ
ァ
ル
リ
コ
フ

ス
キ
、
ヤ
ジ
ナ
と
い
っ
た
世
代
は
西
側
か
ら
メ
セ
ナ
の

役
割
を
果
た
す
人
々
が
現
れ
、
西
側
の
社
会
で
も
有

名
に
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
信
仰
が
だ
ん

だ
ん
薄
く
な
っ
て
き
た
先
ほ
ど
ス
チ
シ
ェ
ン
プ
カ
の
お

話
を
し
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
近
年
の
批
判
的
演
劇
の

時
代
を
経
て
、
こ
う
し
た
批
判
が
届
く
の
は
似
た
よ

う
な
考
え
方
を
持
っ
た
小
さ
な
集
団
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
考
え
方
を
共
有
す
る
に
至
っ
た
か
ら
で
す
。

最
後
に
よ
り
若
い
世
代
の
演
劇
人
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
数
年
後
に
は
間
違
い
な
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演

劇
を
牽
引
す
る
人
々
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
若
い

と
い
う
表
現
を
使
い
ま
し
た
が
、
年
齢
的
に
若
い
と

い
う
意
味
で
は
必
ず
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
複
雑
な
経

歴
を
経
て
演
劇
に
出
会
っ
た
人
た
ち
が
、
演
劇
に
新

し
い
価
値
、
つ
ま
り
私
が
思
う
に
、
新
し
い
観
客
グ

ル
ー
プ
の
気
持
ち
に
共
鳴
す
る
よ
う
な
新
し
い
価
値

を
与
え
て
い
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

〔
映
像
上
映
〕

こ
れ
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
の『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
を
基

に
し
た
公
演
の
上
演
映
像
で
す
。
パ
ク
ワ
が
脚
本
を
、

ユ
リ
ア・マ
ル
ク
が
演
出
を
手
が
け
ま
し
た
。コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
使
い
な
が
ら
、
こ
の
舞
台

は『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
と
い
う
物
語
が
現
代
で
も
い

か
に
有
効
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
私
た
ち

が
見
て
い
る
滑
稽
な
場
面
で
は
ヴ
ァ
ル
リ
コ
フ
ス
キ
演

劇
の
よ
う
な
大
き
な
舞
台
装
置
が
見
え
ま
す
が
、
い

か
に
も
安
っ
ぽ
い
素
材
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
二
本
の
お
芝
居
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
公
共
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
の
演
劇
は
自
分
た
ち
の
こ
と
を
語
る
、

自
己
表
現
に
な
り
得
て
い
る
と
思
え
な
か
っ
た
若
い

世
代
に
届
け
る
た
め
の
演
劇
で
す
。

マ
ル
タ
・
グ
ル
ニ
ツ
カ
と
い
う
方
が
作
っ
た『
女
性
た

ち
の
合
唱
』
は
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
が
創
始
し
て
、
ヴ
ウ
ォ

ジ
ミ
ェ
シ
ュ
・
ス
タ
ニ
ェ
フ
ス
キ
の
劇
団
ガ
ル
ジ
ェ
ニ
ツ
ェ

が
継
承
し
た
伝
統
で
も
あ
り
ま
す
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

で
は
未
だ
に
下
位
に
置
か
れ
る
女
性
た
ち
、
つ
ま
り

解
放
さ
れ
な
い
女
性
た
ち
に
ま
つ
わ
る
古
典
的
な
テ

キ
ス
ト
と
、
現
代
の
社
会
批
評
的
な
テ
キ
ス
ト
を
集

め
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
の
俳
優
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

俳
優
、若
い
人
た
ち
、
そ
し
て
中
高
年
層
が
合
わ
さ
っ

た
作
品
で
す
。

〔
映
像
上
映
〕

『
女
性
た
ち
の
合
唱
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、

り
ま
す
。
同
時
に
彼
ら
は
自
己
否
定
を
始
め
ま
す
。

そ
れ
は
、
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
政
治
的
傾
向

を
持
っ
た
人
々
に
し
か
届
か
な
い
と
い
う
意
識
で
す
。

『
ヤ
ク
ブ
・
S
を
代
弁
し
て
』
と
い
う
作
品
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
ヤ
ク
ブ
・
S
は
十
九
世
紀
に

貴
族
に
対
し
て
農
民
革
命
を
起
こ
し
、
今
日
の
歴

史
学
で
は
犯
罪
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

作
品
で
は
彼
の
人
間
的
な
相
貌
を
示
そ
う
と
し
ま

し
た
。
な
ぜ
ヤ
ク
ブ
・
S
は
暴
力
的
な
革
命
を
行
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
そ
う
し
な
け
れ
ば
社
会
で
存
在
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
だ
、
と
い
う
描
き
方
で

す
。
つ
ま
り
、
今
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
同
じ
よ
う

に
貧
し
い
人
々
に
よ
る
革
命
が
起
こ
り
う
る
と
い
う

の
が
テ
ー
マ
で
す
。

こ
の
二
人
の
作
品
は
近
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
支
配

し
て
き
た
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
特
徴

で
す
。
も
う
一
つ
の
作
品
タ
イ
ト
ル
が
ア
イ
ロ
ニ
ー
性

を
良
く
表
し
て
い
ま
す
。
―『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
仕
事

を
始
め
た
石
炭
で
あ
る
』

今
か
ら
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は『
善
に
つ
い

て
』
と
い
う
芝
居
で
す
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件

を
告
発
し
、
映
画
化
さ
れ
て
有
名
に
な
っ
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
が
死
の
床
に
臥
し
て
言
葉
を
発
し
て
い
る
。

そ
し
て
政
治
家
と
対
立
す
る
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た

こ
と
に
意
味
は
あ
っ
た
の
か
と
自
問
自
答
す
る
内
容

で
す
。
こ
の
作
品
に
は
二
人
の
女
優
が
登
場
し
ま
す
。

「
エ
イ
ミ
ー
・
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
」
と「
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」
と
い
う
役
名
の
女
性
で

す
。
芸
術
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
係
、

そ
れ
を
問
い
か
け
る
の
が
テ
ー
マ
で
す
。

〔
映
像
上
映
〕

テ
レ
ビ
の
中
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
再
現
し
な
が

ら
そ
れ
を
批
判
す
る
、
そ
ん
な
内
容
で
す
。

今
の
場
面
は
見
る
度
に
胸
が
痛
み
ま
す
。
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
エ
イ
ミ
ー
・
ワ
イ
ン

ハ
ウ
ス
が
元
夫
か
ら
D
V
を
受
け
て
強
制
的
に
コ
ン

サ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
続
け
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の

こ
と
が
彼
女
の
自
殺
の
直
接
の
原
因
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ク
レ
チ
ェ
フ
カ
や
ヴ
ァ
ル
リ
コ
フ
ス
キ

の
よ
う
な
大
き
な
舞
台
装
置
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
日
常
生
活
の
中
の
オ
ブ
ジ
ェ
か
ら
構
成
さ
れ

た
、
少
し
錆
び
つ
い
た
世
界
で
す
。
五
年
ほ
ど
前
か

ら
こ
う
い
っ
た
新
し
い
流
れ
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
が
表
現
し
て
い
る
の
は
大
き
な
舞
台
づ
く
り
と

小
さ
な
テ
ー
マ
、
つ
ま
り
あ
る
種
の
危
機
の
感
覚
だ

と
思
い
ま
す
。

よ
り
豊
か
な
、
よ
り
大
規
模
な
演
劇
を
継
承
し

て
い
る
人
物
も
い
ま
す
。
や
は
り
ク
ラ
ク
フ
演
劇
大

学
の
出
身
の
ガ
ラ
バ
チ
ェ
フ
ス
キ
で
す
。
非
常
に
個
性

的
で
、
ど
こ
か
の
流
派
に
流
し
込
む
こ
と
は
で
き
な

い
。
彼
は
あ
る
種
過
激
な
舞
台
構
造
を
持
っ
た
演
出

を
行
い
ま
す
。
観
客
席
の
前
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
置
き
、

観
客
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
撮
影
さ
れ
た
映
像
を
見
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
つ
は『
バ
ラ
デ
ィ
ナ
』（
ポ
ズ
ナ
ン
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇

場
）、
も
う
一
つ
は『
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ー
バ
ー
』（
ワ
ル
シ
ャ
ワ

の
T
R
劇
場
）
と
い
う
作
品
で
す
。
観
客
は
映
像
を

見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
撮
影
に
は
劇
場
空

間
の
す
べ
て
が
使
わ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
劇
場
の
地

下
室
、
小
道
具
の
工
房
、
そ
う
い
っ
た
場
所
が
映
さ
れ
、

観
客
は
公
演
ご
と
に
違
う
映
像
を
見
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、ス
タ
ー
リ
ー
劇
場
で
演
出
し
た『
ハ
ム
レ
ッ
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自
己
分
析
を
始
め
ま
す
。
そ
う
し
た
分
析
を
通
じ
、

実
際
の
自
分
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
現
実
に
存
在

し
得
る
自
分
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
を
舞
台
上
で
構
築
し

て
い
く
内
容
で
す
。

カ
ラ
シ
ン
ス
カ
と
同
じ
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
っ
た
人
物
に
ジ
ェ
ミ
ェ
ル
ス
キ
が
い
ま
す
。
こ
の
企

画
は
俳
優
た
ち
の
反
対
に
よ
っ
て
残
念
な
が
ら
実
現

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
劇
場
か
ら
外
に
出
る
た
め
の

十
二
の
試
み
、
つ
ま
り
古
典
演
劇
か
ら
外
に
出
る
た

め
の
試
み
を
実
行
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
ミ
ェ
ル
ス
キ
と
同
じ
よ
う
な
指
向
を
持
ち
、
そ

れ
を
実
現
さ
せ
た
人
物
に
ミ
ハ
ウ
・
ブ
シ
ェ
ヴ
ィ
ツ
が

い
ま
す
。
彼
は
、
俳
優
で
は
な
く
劇
場
の
ス
タ
ッ
フ

を
使
い
ま
し
た
。

〔
映
像
上
映
〕

『
技
術
の
問
題
』
と
い
う
作
品
で
す
。
舞
台
に
三
人

の
大
道
具
係
が
登
場
し
て
、
ど
う
し
て
演
劇
と
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
ま
で
の
紆
余
曲
折

を
話
す
の
で
す
が
、
次
第
に
彼
ら
が
大
変
優
れ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
脚
本

は
こ
の
三
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
書
か
れ
ま
し
た
。
つ

ま
り
出
演
者
が
作
者
な
の
で
す
。

最
後
に
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
マ
グ
ダ・
シ
ュ

ペ
フ
ト
で
す
。
観
客
に
目
を
向
け
た
演
劇
の
例
と
し

て
彼
女
を
挙
げ
ま
す
。
当
時
彼
女
の
作
品
は
ポ
ス

ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
演
劇
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し

た
。
踊
り
を
中
心
と
し
た『
私
を
愛
し
た
イ
ル
カ
』、

そ
し
て
最
近
は『
あ
る
島
の
可
能
性
』
と
い
う
作
品

が
そ
う
で
す
。
一
つ
目
の
作
品
で
は
イ
ル
カ
の
鳴
き

声
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
女
の
最
新
作
は『
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト  

弦
楽
交
響
楽
団
の
た
め
の
12
の
音
楽
の
断

片
』
と
い
う
題
で
、
六
人
の
俳
優
と
六
人
の
年
長
の

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
が
出
演
し
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

の『
死
と
乙
女
』
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
作

曲
家
と
温
雅
に
つ
い
て
話
す
だ
け
で
な
く
、
自
分
自

身
の
経
験
に
つ
い
て
舞
台
上
の
人
物
た
ち
が
物
語
る

と
い
う
内
容
で
す
。（
写
真
を
見
な
が
ら
）非
常
に
装

飾
の
無
い
舞
台
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

出
演
者
は
普
段
着
で
舞
台
に
上
が
り
、
実
際
に
存

在
し
た
キ
オ
ス
ク
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔
映
像
上
映
〕

ル
パ
さ
ん
の
最
も
若
い
お
弟
子
さ
ん
の
シ
ュ
ペ
フ
ト

さ
ん
の
作
品
紹
介
を
持
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
新
の

演
劇
シ
ー
ン
の
ご
案
内
を
し
て
き
た
私
の
講
演
を
終

わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

横
堀
―
レ
ス
ケ
さ
ん
、
大
変
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
視
点
か

ら
、
二
〇
一
六
年
に
何
が
起
き
て
い
る
か
を
、
映
像

を
交
え
な
が
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
私
か
ら
一
つ
だ
け
質
問
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

レ
ク
チ
ャ
ー
の
中
で
観
客
を
テ
ー
マ
に
し
た
発
言
が
あ

り
ま
し
た
が
、
私
も
先
週
ル
ブ
リ
ン
で『
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
〜
』
を
観
て
、
今
年
観
劇
し
た
作
品
中
五
本
の

指
に
入
る
く
ら
い
、
大
変
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

終
演
後
シ
ュ
ペ
フ
ト
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
る
と
、
彼

女
と
し
て
は
、
観
客
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
は
大

変
難
し
い
問
題
で
あ
る
、
観
客
の
反
応
が
大
変
良
い

場
合
も
あ
れ
ば
、
割
と
保
守
的
な
反
応
を
さ
れ
る

回
も
あ
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
翻
っ
て
日
本
で
は
、

冒
頭
に
は
音
声
が
あ
り
ま
せ
ん
。
音
が
静
寂
か
ら
最

大
音
量
に
至
る
ま
で
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

数
カ
月
前
に
彼
女
は
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発

表
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
世
論
が
右

派
と
左
派
に
大
き
く
分
か
れ
た
時
に
、
ネ
オ
・
フ
ァ

シ
ス
ト
と
言
っ
て
い
い
よ
う
な
極
右
派
の
代
表
と
左

派
の
人
々
、
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な

け
れ
ば
決
し
て
集
わ
な
い
よ
う
な
人
々
を
集
め
、ポ
ー

ラ
ン
ド
憲
法
を
読
み
上
げ
る
作
品
で
す
。『
女
性
た
ち

の
合
唱
』
の
よ
う
な
コ
ロ
ス
の
ス
タ
イ
ル
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
本
作
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
憲
法
記
念
日
、
五
月

三
日
に
初
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
色
々
な
街
で

再
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
ユ
ス
テ
ィ
ナ
・
ソ
プ
チ
ク
と
い
う
方
が
創

設
し
た
劇
場
21
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
で
す
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
は
初
め
て
プ
ロ
の
俳
優
と
し
て
、
自
閉

症
や
ダ
ウ
ン
症
を
抱
え
る
方
々
を
集
め
て
作
品
を
作

り
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
を
も
ら
い
、
彼
ら
自
身
が
や
が

て
プ
ロ
と
し
て
独
立
し
、
指
導
者
と
し
て
演
劇
経
験

を
伝
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
知
的
あ
る
い
は
心
理
的
障
碍
を
抱
え

て
い
る
方
々
は
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
才
能
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
真
実
を
ご
く
簡
潔
な
表
現
で
つ

か
み
取
る
天
才
た
ち
で
す
。
劇
場
21
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
、
ダ
ウ
ン
症
を
抱
え
た
俳
優
が
行
っ
た
あ
る
言
葉

を
、
本
日
の
講
演
の
後
半
部
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
観
客
は
俳
優
を
見
て
い

る
。
同
様
に
し
て
、俳
優
は
観
客
を
見
て
い
る
」実
際
、

こ
こ
二
年
間
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
俳
優
た
ち
は
、
観
客
を

見
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
ア
ン
ナ
・
ス
モ
レ
ル
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
で
俳
優
教
育
を
受
け
て
か
ら
帰
国

し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー
の
演
出

家
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
公
共
劇
場
シ
ス
テ
ム
か

ら
出
て
、
あ
る
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
行
政
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
新
し
い
大
き
な
課
題
を

突
き
付
け
る
、
完
全
に
水
平
的
な
民
主
主
義
を
導

入
で
き
な
い
か
、
と
い
う
提
案
で
す
。
演
出
家
が
技

術
ス
タ
ッ
フ
、
美
術
ス
タ
ッ
フ
と
い
っ
た
人
々
と
全
く

同
じ
立
場
で
作
品
に
携
わ
り
、
さ
ら
に
は
批
評
家
も

同
等
に
扱
う
。
そ
し
て
ギ
ャ
ラ
も
平
等
に
分
け
合
う
。

コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
の
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
が
、
お
そ

ら
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
初
め
て
、
作
品
の
著
作
権
者
が

作
品
に
関
わ
っ
た
全
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
よ
う
な
作
品
が

で
き
ま
し
た
。

彼
女
の
作
品
の
中
に
は
俳
優
た
ち
が
実
名
で
登
場

し
ま
す
。
今
か
ら
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
ア
ン

ス
キ
が
イ
デ
ィ
シ
ュ
語
で
執
筆
し
た『
デ
ィ
ブ
ッ
ク
』
と

い
う
芝
居
で
す
。
俳
優
た
ち
は
物
語
の
役
柄
に
な
る

と
同
時
に
、
現
実
の
名
前
に
戻
っ
た
り
し
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
を
通
し
て
、
今
日
の
問
題
を
告
発
し
て

い
る
芝
居
で
す
。
演
劇
空
間
や
美
術
が
い
か
に
禁
欲

的
で
あ
る
か
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

〔
映
像
上
映
〕

次
に
ア
ン
ナ
・
カ
ラ
シ
ン
ス
カ
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
彼
女
は
元
々
映
画
監
督
で
し
た
が
、

T
R
劇
場
で
演
劇
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
彼
女
が
主
導
し
て
大
変
上
手
く
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
空
っ
ぽ
の
舞
台
上
に
四
人

の
俳
優
が
登
場
し
、
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
流
布
し
て
い
る
自
分
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
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パ
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
生
前
一
度
だ
け
会
っ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
自
分
た
ち
が
同
じ
世
代
を
共
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
で
き
る
あ
る
種
の
対
話
が
で
き
た
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
他
の
演
出
家
に
と
っ
て
は
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

は
ル
パ
の
専
有
物
で
あ
り
、
タ
ブ
ー
と
い
う
感
覚
で
す

か
ら
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
の
方
が
度
々
扱
わ
れ
ま
す
。
彼

女
の
方
が
世
代
的
に
接
近
し
や
す
い
と
い
う
印
象
を

与
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
ク
レ
チ
ェ

フ
ス
カ
は
絶
え
ず
原
作
者
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
演

出
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
文
学
の
影
響
は
必
ず
し
も
強
い
と
は
言
え
な
い

と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
ロ
シ
ア
語
圏
の
文
学
の
方

が
影
響
は
強
い
。
ド
イ
ツ
の
戯
曲
作
品
と
い
う
よ
り

は
、
最
近
二
十
年
間
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
劇
と
非
常

に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
劇
場
を
通

し
て
、
ド
イ
ツ
の
演
劇
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
入
っ
て
い
る

と
い
っ
た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

横
堀
―
そ
れ
で
は
最
後
の
ご
質
問
を
ど
う
ぞ
。

来
場
者

―
レ
ス
ケ
さ
ん
、
非
常
に
難
し
い
内
容
の

講
演
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は

幸
運
に
も
ル
パ
演
出
作
品
を
い
く
つ
か
観
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
思
っ
た
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
ル
パ
作
品
は
人
間

の
深
層
心
理
、
戯
曲
で
描
か
れ
て
い
る
人
間
の
深
層

心
理
を
探
求
す
る
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
提
唱
し
た
、
戯

曲
に
与
え
ら
れ
た
状
況
と
自
分
の
経
験
を
探
求
し
、

自
分
の
経
験
を
戯
曲
の
状
況
に
活
か
す
、
ロ
シ
ア
語

で
は「
身
体
的
行
動
の
記
憶
」
と
言
う
の
で
す
が
、
ル

パ
は
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
人
だ
と
思
い
ま
す
。
ル
パ

が
学
ん
だ
ク
ラ
ク
フ
演
劇
大
学
は
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス

キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
教
育
も
と
て
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
い

る
と
思
う
の
で
す
が
、
日
本
で
は
そ
れ
を
学
べ
る
学

校
は
一
校
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
基
本
的
な
情
報

を
聞
き
た
い
の
で
す
が
、
ク
ラ
ク
フ
演
劇
大
学
で
は
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
教
授

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

レ
ス
ケ
―
今
の
ご
質
問
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
演

劇
研
究
者
の
方
に
出
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
劇
大
学
で
は
ス
タ
ニ

ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
影
響
が
強
す
ぎ
る
と
言
っ
て
も
よ
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
演
劇
学
校
で
グ
ロ
ト

フ
ス
キ
式
の
音
声
・
身
体
の
訓
練
が
教
授
さ
れ
て
い

る
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ル
パ
は
ク
ラ
ク
フ
で
演
出
の
仕
事
に
就
く
前
、
イ
ェ

レ
ニ
ャ
・
グ
ラ
と
い
う
地
方
の
劇
場
で
芝
居
を
作
り

ま
し
た
が
、
そ
の
際
自
分
の
演
劇
に
つ
い
て「
何
か
を

表
さ
れ
る
、
何
か
が
現
れ
て
く
る
」
と
い
う
表
現
を

用
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
人
物
の
心
理
的
構
造
を
表

す
う
え
で
何
か
を
表
さ
れ
る
、
現
れ
て
く
る
。
そ
の

中
で
俳
優
の
経
験
と
い
う
も
の
も
使
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
方
法
は
、
し
ば
し
ば
非
常
に
危
険
な
領
域
に

行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
に
深
く
、
俳
優
の

自
我
に
踏
み
込
む
こ
と
に
な
り
、
俳
優
と
仕
事
を
す

る
こ
と
に
は
、
演
出
家
が
上
か
ら
物
事
を
眺
め
て
い

る
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
必
要

で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
登
場
人
物
の

中
に
あ
ま
り
に
深
く
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
俳
優
を

日
常
に
連
れ
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
と
ル
パ
は
提
唱
し

て
い
ま
す
。
過
激
な
心
理
主
義
に
対
し
て
、
彼
の
弟

子
の
ク
レ
チ
ェ
フ
ス
カ
は
ハ
リ
ン
ガ
ー
・
メ
ソ
ッ
ド
を
取

り
入
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

横
堀

―
最
後
に
、
ル
ブ
リ
ン
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

私
た
ち
は
去
年
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・
リ
デ
ル
と
い
う
ス
ペ

イ
ン
の
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
兼
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
兼
演
出

家
の
作
品
を
上
演
し
ま
し
た
。
内
容
が
過
激
な
二
時

間
半
の
作
品
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
長
い
」
と
い
う

お
叱
り
の
指
摘
を
何
件
も
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
懲

り
ず
に
今
年
は
四
時
間
半
の
作
品
を
公
演
し
ま
す
。

こ
れ
に
関
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
劇
を
見
る
観
客

の
嗜
好
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

レ
ス
ケ
―
講
演
の
冒
頭
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
年
間

に
い
か
に
多
数
の
作
品
が
封
切
ら
れ
る
か
お
話
し
ま

し
た
。
こ
の
多
さ
が
、
観
客
の
嗜
好
は
一
つ
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
の
証
左
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
話
が
そ

れ
ま
す
が
、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
公
共
劇
団
・
劇

場
は
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
一
九
八
九
年

の
体
制
転
換
以
降
、
大
き
な
経
営
組
織
の
転
換
は

行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
と
し
て
、
公
共

劇
場
は
資
産
・
予
算
が
減
り
、
稼
ぐ
た
め
に
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
と
い
っ
た
純
粋
な
娯
楽
作
品
を
上
演
す
る
傾

向
が
増
え
て
い
ま
す
。
娯
楽
を
求
め
る
一
般
の
国
民

た
ち
は
そ
れ
だ
け
で
自
分
は
芸
術
と
お
付
き
合
い
し

て
い
る
と
い
う
満
足
感
を
得
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
本
当
に
新
し
い
こ
と

は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
起
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
私

た
ち
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
足
を
運
ぶ
方
は
本
当
に
新

し
い
こ
と
、
面
白
い
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
々

で
す
ね
。
例
え
ば
今
回
岡
田
利
規
さ
ん
の
作
品
を
二

回
上
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
緩
慢
な
時

間
の
流
れ
の
中
で
、
日
本
語
の
洪
水
の
よ
う
な
お
芝

居
が
続
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
誰
一
人
退
屈
す
る
こ

と
な
く
最
後
ま
で
観
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
大
変
有
力
な
ス
ポ
ン
サ
ー
の
方
が
岡
田
さ
ん
の

作
品
を
ご
覧
に
な
っ
た
後
、「
こ
れ
は
演
劇
が
ひ
ど
い

の
か
、
そ
れ
と
も
私
の
頭
が
悪
す
ぎ
る
の
か
な
？
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
て
、
そ
の
後
彼
と
は
長
い
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
何
と
か
彼
を
説
得
す

る
こ
と
が
で
き
、
彼
も
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
自
体
が
、
彼
が
い
か
に
新

し
い
演
劇
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
こ
と
の
証
明

だ
と
思
い
ま
す
。

横
堀
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
も
う

一
つ
ご
質
問
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
本
日
お

越
し
に
な
っ
た
皆
さ
ん
の
中
で
ご
質
問
が
あ
れ
ば
お

受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。で
は
ま
ず
寺
尾
先
生
か
ら
。

寺
尾
格（
専
修
大
学
）
　

―
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
ル

パ
以
外
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
を
手
が
け
る

方
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

ま
た
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
以

外
で
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
家
は
今
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
演
劇
に
ど
の
く
ら
い
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？ 

レ
ス
ケ
―
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
出
家
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

を
お
そ
ら
く
は
恐
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し

ル
パ
は
作
家
が
作
品
を
書
き
な
が
ら
も
意
識
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
発
見
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
散
文
・
戯
曲
と
も
に
素
晴
ら
し

い
の
で
す
が
、
ル
パ
は
原
作
に
な
い
要
素
を
絞
り
だ
す

こ
と
に
成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

彼
以
外
の
演
出
家
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
を
取
り
上
げ
る
の

を
恐
れ
て
い
ま
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
に
ウ
ッ
チ
と
い
う

街
で
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の『
喜
劇
役
者
』
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
文
学
、
あ
る
い
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

文
学
の
特
長
は
、
国
家
と
社
会
と
の
間
の
緊
張
関

係
を
描
い
て
い
る
点
が
特
徴
的
だ
と
思
い
ま
す
。
ル
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―
昨
晩
観
劇
し
た『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』

で
翻
案
・
美
術
・
照
明
・
演
出
を
務
め
ら
れ
た
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
や
感

想
に
お
答
え
い
た
だ
く
形
で
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

舞
台
上
の
赤
い
線 

学
生
A

―
照
明
と
音
響
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
舞
台
と
客
席
を
区
切
る
よ
う
に
照

明
で
赤
い
線
が
引
か
れ
て
い
て
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
役
の
俳

優
が
そ
の
線
を
客
席
側
に
越
え
た
時
に
客
電
が
つ
く

こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
音
響
の
面
で
は
、
天
井

や
舞
台
の
上
下
左
右
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

僕
は
そ
れ
ら
が
観
客
の
感
情
移
入
を
阻
害
す
る
異

化
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す
が
、

ル
パ
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
か
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

ル
パ
―
そ
の
読
解
は
す
ご
く
面
白
い
で
す
ね
。
ま

ず
赤
い
線
は
私
の
色
々
な
作
品
に
登
場
し
ま
す
。
こ

の
線
は
も
ち
ろ
ん
観
客
の
世
界
と
俳
優
の
世
界
を

分
け
る
も
の
で
す
が
、
線
が
赤
い
こ
と
も
ま
た
重
要

で
す
。
赤
は
危
険
性
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
出
会

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
つ
の
世
界
が
あ
る
と
し
て
、

そ
の
線
を
越
え
て
し
ま
う
こ
と
が
い
か
に
危
険
か
を

示
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
第
一
幕
中
盤「
セ
バ
ス
チ
ャ

ン
広
場
」
の
場
面
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ

で
は
死
ん
で
い
る
は
ず
の
ヨ
ア
ナ
が
、
人
々
か
ら
呼
び

出
さ
れ
生
き
霊
の
よ
う
に
し
て
現
れ
ま
す
。
彼
ら
が

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
広
場
で
過
ご
し
た
時
代
の
懐
か
し
い
思

い
出
が
そ
の
場
に
現
実
化
す
る
の
で
す
。
そ
の
当
時
、

ヨ
ア
ナ
は
客
を
招
い
て
は
自
分
が
最
近
読
ん
だ
本
の

話
な
ど
を
し
て
い
た
。
つ
ま
り
彼
女
自
身
が
生
き
た

作
品
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
彼
女
は「
芸
術
と
は

森
で
あ
り
、
赤
い
線
は
森
を
見
渡
せ
る
場
所
で
あ
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
女
自
身
に
線
を
越
え
さ
せ

る
こ
と
で
そ
の
赤
い
線
を
越
え
る
モ
チ
ー
フ
を
表
現

し
ま
し
た
。

　

音
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
は
あ
る
種
の
コ
ス
モ
ス（
宇

宙
）
を
音
響
に
よ
っ
て
作
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
あ
る
こ
と
が
起
き
た
ら
そ
の
こ
と
に
対
し
て

の
反
応
が
必
ず
起
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
宇
宙
の
中

で
起
き
た
こ
と
が
観
客
の
中
に
は
っ
き
り
と
し
た
反

応
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
音
響
に
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
例
え
ば
一
幕
終
わ
り「
裸
の
王
女
様
」
の
場

ク
リ
ス
チャン・ル
パ 

× 

F
／
T
キ
ャンパス

講
師 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン・ル
パ

司
会 

横
堀
応
彦

　
日
時　
二
〇
一
六
年
十
月
二
十
三
日（
日
） 十
時
半
―
十
一
時
半

　
会
場　
東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

最
後
で
ル
パ
の『
英
雄
広
場
』
が
上
演
さ
れ
、
そ
れ
が

ル
ブ
リ
ン
に
お
け
る
初
め
て
の
ル
パ
作
品
上
演
だ
っ
た

と
聞
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
反
応
を
お
伺
い
し
た
い
で

す
。
こ
の
度
東
京
で
も
初
め
て
ル
パ
の
作
品
が
上
演

さ
れ
ま
す
の
で
。

レ
ス
ケ
―
こ
の
作
品
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ

ス
で
初
演
を
迎
え
、
そ
の
後
ク
ラ
ク
フ
で
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
観
客
向
け
に
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
ど
ち
ら

も
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
大
変

激
し
い
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
本
作
は
悲
劇
的
内
容

に
ユ
ー
モ
ア
を
絡
め
て
い
る
、
し
か
も
現
実
の
諷
刺
に

も
な
っ
て
い
る
。
原
作
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
九
八
〇

年
代
の
現
実
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
二
〇
一
六

年
の
視
点
か
ら
見
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
芝
居
で
す
。

リ
ト
ア
ニ
ア
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
で
も
反
応

は
活
発
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ル
ブ
リ
ン
の
観
客
席
は
静

ま
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
静
か
な
舞
台
に
対
し
て
静

か
な
反
応
が
返
っ
て
き
た
と
い
う
印
象
で
し
た
。
そ

の
静
け
さ
は
ち
ょ
う
ど
岡
田
利
規
さ
ん
の『
部
屋
に

流
れ
る
時
間
の
旅
』
を
観
た
後
の
観
客
の
反
応
と
似

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。
拍
手
喝
采
で
、

観
客
は
何
度
も
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
を
要
求
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
ル
ブ
リ
ン
の
観
客
が
い
か
に
集
中
し
て
芝
居
を

観
た
の
か
と
い
う
こ
と
の
証
左
だ
と
思
い
ま
す
。

横
堀

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
す
ま

す
明
日
か
ら
の
東
京
公
演
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。
ご
自
身
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
終
わ
っ
た
直
後
に

東
京
ま
で
ご
足
労
い
た
だ
き
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
久
山
さ
ん
は『
伐
採
』
の
字
幕
を
担
当
さ
れ
て

い
ま
し
て
、
お
忙
し
い
中
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
二
方
に
拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

通
訳
‖
久
山
宏一
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こ
の
よ
う
に
し
て
自
分
を
新
し
い
思
考
に
向
け
て
絶

え
ず
挑
発
し
続
け
て
い
き
ま
す
。
考
え
が
考
え
を
挑

発
し
て
い
く
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
私
は「
旅
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
あ
な
た
が
内
的
独
白
を
書
く
の
は
、知
っ

て
い
る
こ
と
を
書
く
の
で
は
な
く
て
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
を

書
く
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
の
で
す
。

　
「
旅
」
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
大
事
な
こ
と
が
も
一

つ
あ
り
ま
す
。
舞
台
に
上
が
る
際
、
こ
れ
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
定
形
を
決
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
た
だ
の
人
形
で
す
か
ら
。
自
分
の
中
に
あ

る
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
、
想
像
力
の
プ
ロ
セ
ス
を
目
覚
め

さ
せ
、
常
に
そ
れ
ら
を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
す
。 

観

客
席
で
起
き
た
ク
シ
ャ
ミ
が
俳
優
の
内
的
独
白
を
か

き
立
て
、
俳
優
た
ち
は
想
像
力
を
働
か
せ
て
演
技
に

反
映
さ
せ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
俳
優
の
演
じ
方

が
変
わ
る
の
で
す
。

音
楽
や
小
道
具
に
よ
る
効
果

学
生
C

―
第
二
幕
で
ラ
ヴ
ェ
ル
の《
ボ
レ
ロ
》
が
二

回
違
う
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ
こ
の
曲

が
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

ル
パ
―
《
ボ
レ
ロ
》
は
実
在
の
ヨ
ア
ナ
・
ト
ゥ
ル
が
好

き
な
曲
で
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
広
場
に
集
ま
る
人
た
ち
に

と
っ
て
は
強
迫
観
念
の
対
象
で
し
た
。
作
品
の
ど
の

部
分
で
ボ
レ
ロ
が
流
れ
た
か
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
ア
ウ
ア
ー
ス
ベ
ル
ガ
ー
が
酒
に
酔
い
、
他

人
に
対
す
る
振
る
舞
い
が
攻
撃
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
場
面
で
彼
の
妻
で
あ
る
マ
ヤ
が
一
度
目
の
ボ
レ
ロ

を
か
け
ま
し
た
。
一
つ
の
フ
レ
ー
ズ
が
繰
り
返
さ
れ
る

悪
魔
的
な
音
楽
が
、
酔
っ
払
っ
て
い
る
人
々
を
覆
い

尽
く
す
の
で
す
。

　

そ
の
後
人
々
の
思
い
が
高
ま
る
と
、
二
回
目
の
ボ

レ
ロ
が
流
れ
ま
す
。
ヨ
ア
ナ
が
生
き
霊
と
し
て
現
れ
て

自
分
の
思
い
を
伝
え
、
他
の
俳
優
た
ち
が
モ
ノ
ロ
ー

グ
を
語
り
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
は
原
作

に
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
が

素
面
の
と
き
に
は
絶
対
に
言
え
な
い
こ
と
を
俳
優
た

ち
が
想
像
し
て
書
い
た
内
的
独
白
の
テ
キ
ス
ト
で
す
。

学
生
D

―
作
品
の
途
中
で
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
片
方
の

靴
下
を
脱
ぐ
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
性
的

な
感
じ
に
見
え
て
印
象
的
で
し
た
。 

ル
パ
―
実
は
あ
の
場
面
で
片
方
脱
い
で
い
る
靴
は
、

原
作
者
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
自
身
の
靴
な
ん
で

す
。 

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
役
を
演
じ
る
ピ
ョ
ト
ル
・
ス
キ
バ
に

は
少
し
小
さ
い
サ
イ
ズ
な
の
で
す
が
、
彼
は「
こ
の
靴

を
脱
ぐ
こ
と
で
僕
は
芝
居
か
ら
自
由
に
な
れ
る
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
上
演
中
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
本
人
の

靴
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
原
作
者
が
自
分
の
演
技

に
満
足
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
絶
え
ず
考
え
な
が
ら

演
じ
て
い
ま
す
。
靴
を
脱
ぐ
こ
と
で
作
家
に
よ
る
縛

り
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
性
的
な
印
象
と
い
う
あ
な
た
の
感
想
は
正
し

い
解
釈
だ
と
思
い
ま
す
。
裸
足
で
床
を
触
る
こ
と
が
、

次
に
出
て
く
る「
裸
の
王
女
様
」
の
思
い
出
を
引
き

起
こ
し
て
い
き
ま
す
か
ら
。

東
京
公
演
で
の
笑
い

学
生
E

―
と
ん
で
も
な
い
も
の
を
観
て
し
ま
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
中
で
、
ず
っ

と
こ
の
作
品
と
付
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
う
ま
く
言
葉
に
出
来
な
い
の

面
で
、
観
客
は
そ
の
場
面
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
と
同

時
に
恐
怖
も
感
じ
て
い
る
。
そ
の
感
覚
を
音
に
よ
っ

て
表
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
私
は
い
つ
も
俳

優
た
ち
に「
観
客
席
に
何
ら
か
の
音
声
が
生
じ
た
ら
、

そ
れ
に
反
応
せ
よ
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ク

シ
ャ
ミ
を
す
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ク
シ
ャ
ミ
が
俳
優

自
身
の
創
造
力
を
刺
激
す
る
よ
う
に
常
に
感
受
性

を
広
げ
て
お
く
の
で
す
。
そ
し
て
私
自
身
も
閉
じ
ら

れ
た
宇
宙
に
対
し
て
反
応
す
る
人
間
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
上
演
中
は
い
つ
も
客
席
後
方
に
座
っ

て
、
俳
優
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
た
り
、
歌
を
歌
っ
た

り
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
宇
宙
の
外
側
か
ら

毎
回
違
う
宇
宙
に
対
す
る
作
者
の
反
応
で
す
。

「
内
的
独
白
」の
考
え
方

学
生
B

―
昨
日
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ト
ー
ク
で
ス
タ
ニ
ス

ラ
フ
ス
キ
ー
か
ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
少
し
お
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
ル
パ
さ
ん
が
考
え
る
演
劇
論
、
特

に「
内
的
独
白
」の
考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い

で
す
。 

ル
パ
―
私
は
大
学
の
授
業
で「
ま
ず
独
白
か
ら
始

め
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
人
に
話
し
て

も
恥
ず
か
し
く
な
い
個
人
的
な
独
白
か
ら
始
め
ま
す
。

す
る
と
人
の
内
側
に
あ
る
思
い
を
外
に
表
現
す
る
際
、

そ
れ
を
作
り
変
え
る
意
識
の
流
れ
が
出
現
し
ま
す
。

我
々
が
口
か
ら
語
る
こ
と
は
、
自
分
の
意
識
の
中
に

流
れ
て
い
る
も
の
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予

感
し
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
が
同
時
に
言
葉
に
な

る
の
で
す
。

　

も
し
あ
な
た
が
俳
優
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
実
験

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

最
近
二
日
間
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
、
そ
の
中
か
ら
あ
な
た
の
記
憶
に
強
く
残
っ

て
い
る
二
分
間
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

そ
の
二
分
間
を「
内
的
独
白
」
と
し
て
書
き
出
す
の

で
す
。
見
聞
き
し
た
こ
と
を
描
写
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
と
き
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
感
覚
を
現
在
形
の
時
制

で
な
る
べ
く
正
確
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
私
が

「
内
的
独
白
の
文
法
」
と
呼
ぶ
も
の
で
、
私
た
ち
の

想
像
力
を
鍛
え
あ
げ
る
最
良
の
方
法
で
す
。

　

役
作
り
を
す
る
際
に
は
、
こ
の
方
法
を
使
っ
て
自

分
の
演
じ
る
役
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。
想
像
す
る
の
は
脚
本
に
書
か
れ
て
い
る
時

間
で
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
ハ
ム
レ
ッ
ト
役

を
演
じ
る
な
ら
、
彼
の
子
供
時
代
を
想
像
し
て
母

親
と
の
葛
藤
や
対
立
を
自
分
で
物
語
っ
て
み
る
の

で
す
。
既
に
知
っ
て
い
る
こ
と
を
書
く
の
で
は
な
く
、

自
分
の
考
え
を
挑
発
す
る
よ
う
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
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も
、
他
の
人
と
生
き
て
い
く
限
り
妥
協
的
で
あ
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
最
後
の
場
面
で
マ
ヤ
を
目
の
前
に

し
た
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
こ
う
し
て
自
分
は
ま
た
妥
協

の
世
界
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
彼
女
は
や
は
り
罠
で
あ
り
、
そ
こ
に
嵌

る
と
ま
た
彼
女
に
依
存
し
て
し
ま
う
と
危
機
感
を

感
じ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
彼
は
自
分

の
汚
れ
た
も
の
を（
彼
の
よ
く
使
う
言
葉
を
借
り
れ

ば
）「
消
毒
」
し
、
浄
化
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
自
分

の
本
当
に
守
り
た
い
価
値
を
守
る
。
罠
だ
と
感
じ
て

逃
げ
る
こ
と
、
こ
れ
は
ベ
ル
ン
ハ 

ル
ト
の
作
品
に
度
々

出
て
く
る
モ
チ
ー
フ
で
す
。
そ
ん
な
自
分
の
非
妥
協

性
に
対
し
て
、
彼
は
大
き
な
ツ
ケ
を
払
わ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
孤
独
な
生
活
で
あ
り
、

芸
術
界
の
人
々
か
ら
憎
ま
れ
る
存
在
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
彼
が
遺
書
で
自
分
の
死
後
に

作
品
の
発
表
や
戯
曲
の
上
演
を
全
て
禁
じ
た
こ
と
へ

と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
実
の
母
親
と
実
の
父
親
が
結
婚
し

な
い
状
態
で
生
ま
れ
た
子
供
で
し
た
。
そ
の
後
母
親

は
別
の
男
性
と
結
婚
し
、
妹
と
弟
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
ん
な
三
人
兄
弟
の
中
で
、
彼
は
残
り
の
二
人
に
対

し
て
不
信
感
を
持
ち
な
が
ら
育
っ
た
そ
う
で
す
。
あ

る
と
き
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
誕
生
日
に
、
妹
が
危
険
な
崖

ま
で
行
っ
て
花
を
摘
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
彼
は
そ
の
花
を
見
て「
そ
の
あ
た
り
の
市
場
で

買
っ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
」
と
言
い
、
妹
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
。
で
す
が
そ
の
後
、
苦
労
し
て
花
を
取
り
に
い
っ

た
妹
に
対
し
て
屈
辱
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気

が
つ
き
号
泣
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
彼
は
そ
う
い
う
人
間
だ
っ
た
ん
で
す
。

―
お
話
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
時
間
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ル
パ
―
皆
さ
ん
の
大
学
生
活
が
実
り
豊
か
な
も
の

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
皆
さ
ん
が
夢
を
叶
え

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
夢
を
実
現
す
る
に
は
、
非
妥
協

性
を
守
り
つ
つ
、
他
の
人
々
に
対
し
て
開
か
れ
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。 

通
訳
＝
久
山
宏
一

で
す
が
、四
時
間
二
十
分
を
通
し
て
愛
の
リ
ア
リ
テ
ィ

を
感
じ
ら
れ
る
く
ら
い
、
生
の
世
界
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

ル
パ
―
実
は
昨
日
皆
さ
ん
が
ご
覧
に
な
っ
た
上
演

に
私
は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
後
半
は
私
の
狙

い
か
ら
逸
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
第
二
幕
は
即
興
の

要
素
が
多
く
、
毎
回
俳
優
た
ち
が
自
由
に
台
詞
を

付
け
加
え
て
い
き
ま
す
が
、
昨
日
の
上
演
で
は
俳

優
た
ち
の
演
技
が
あ
ま
り
に
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
し
た
。

自
分
が
演
じ
て
い
る
人
物
を
守
る
の
で
は
な
く
、
悪

態
を
つ
く
と
い
う
か
、
何
か
を
憎
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。
私
は
こ
の
よ
う
な
演
じ
方
を
必
ず
し
も
認
め
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
つ
相
手
が
い
れ
ば
、
そ

の
人
に
対
し
て
我
々
は
愛
憎
を
抱
き
ま
す
。
と
こ
ろ

が
そ
の
場
か
ら
外
へ
出
て
自
分
の
言
葉
で
書
き
始
め

る
と
、
急
に
そ
の
人
た
ち
の
こ
と
が
好
き
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
う
ま
く
説
明
で
き
ま
せ
ん
が
、
私

自
身
も
そ
う
い
う
経
験
を
し
ま
す
。
最
後
の
モ
ノ

ロ
ー
グ
で
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は「
い
や
私
は
彼
ら
の
こ
と

を
愛
し
て
い
る
」
と
語
り
ま
す
が
、
東
京
の
観
客
か

ら
こ
の
シ
ー
ン
で
笑
い
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
と
て
も
面

白
く
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
反
応
が
起
こ
っ
た
の
か
と

考
え
て
み
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
日
本
の
方
は
憎

ん
で
い
た
人
を
突
然
好
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
ず
、
当
惑
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
間
と
し
て
は
、
こ
の
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
の
よ
う
な
考
え
方
は
よ
く
分
か
る
も
の
で

す
。
あ
る
人
間
に
対
し
て
度
を
超
し
た
攻
撃
を
し
て

し
ま
っ
た
後
、
す
ぐ
に
自
分
も
結
局
は
あ
の
人
た
ち

と
同
じ
よ
う
な
人
間
な
の
だ
と
気
づ
く
。
責
め
て
い

た
も
の
は
彼
ら
で
は
な
く
、
実
は
自
分
の
自
我
で
あ

り
、
自
分
の
中
に
あ
る
欠
点
と
戦
お
う
と
し
て
い
た

の
だ
と
。
我
々
は
よ
く
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
気
付
く

経
験
を
し
ま
す
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
必
死
に
な
っ
て

い
る
マ
ヤ
を
見
な
が
ら
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は「
彼
女
は
本
当

の
こ
と
を
言
っ
て
い
な
い
」「
誠
実
さ
に
欠
け
る
」
と

散
々
悪
口
を
言
い
ま
す
。
で
す
が
二
幕
の
最
後
で
二

人
だ
け
が
残
さ
れ
る
と
、
急
に
自
分
の
目
の
前
に
い

る
マ
ヤ
が
、
絶
望
感
に
取
り
憑
か
れ
た
老
女
に
す
ぎ

な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
歌
手
と
し
て
の
成
功

を
収
め
ら
れ
ず
に
歳
を
重
ね
て
し
ま
っ
た
絶
望
感
、

パ
ー
テ
ィ
ー
が
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
絶
望
感
、
ア
ル
中

の
夫
を
抱
え
て
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
絶
望
感
。

す
る
と
二
人
が
ま
だ
若
く
親
し
か
っ
た
頃
の
思
い
出

が
蘇
り
、
こ
れ
ま
で
感
じ
て
い
た
嫌
悪
感
が
急
に
共

感
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
人
と
ま
た
近
し
く
な
り
た

い
と
い
う
願
望
が
生
ま
れ
、
同
情
を
感
じ
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。

非
妥
協
的
で
あ
る
こ
と

学
生
F

―
私
も
そ
の
シ
ー
ン
の
こ
と
が
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
檻
の
囲
い
の
中
に
い
る
人
々
の
こ
と
を

「
彼
ら
は
妥
協
し
て
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
」
と
罵
倒

し
続
け
て
い
た
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
、
最
後
の
最
後
で
愛

し
い
思
い
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
を
見
て
私
は
、
彼
も

歳
を
と
っ
て
妥
協
の
方
に
傾
い
て
、
囲
い
の
中
の
人

間
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
最

後
に
彼
は
妥
協
せ
ず
に『
伐
採
』
を
書
く
と
い
う
道

に
走
る
。
そ
の
爽
や
か
さ
に
少
し
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

ル
パ
―
人
は
い
か
に
非
妥
協
的
で
あ
ろ
う
と
し
て
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る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、『
野
鴨
』
は
伐
採

さ
れ
た
森
に
よ
っ
て
復
讐
さ
れ
た
人
々
の
物
語
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
そ
の
当
時
の
社
会
的
・
政

治
的
・
経
済
的
な
諸
問
題
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
作
品
と
い
う
の
が
、
一
般
的
な
理
解
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
昨
日
私
が
上
演
を
観
な
が
ら
思
っ
た
の

は
、
一
九
八
九
年
に
起
き
た
社
会
主
義
圏
の
崩
壊

後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
的
・
社
会
的
・
文

化
的
状
況
の
大
い
な
る
変
化
の
中
で
、
い
っ
た
い
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
、
こ
の
作
品
の
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

が
社
会
主
義
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
資
本
主
義
へ
と

経
済
的
・
文
化
的
に
移
行
し
て
い
く
中
で
の
芸
術
家

達
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
そ
の
批
評
性
や
劇
場
の

構
造
的
変
化
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
描
か
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
私
は
カ
ン
ト
ル
が

死
ん
だ
翌
年
の
一
九
九
一
年
に
彼
の
最
後
の
舞
台
で

あ
る『
今
日
は
私
の
誕
生
日
』
と
い
う
作
品
を
見
る

為
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ

の
と
き
に
驚
い
た
の
は
ク
ラ
ク
フ
の
中
心
的
な
場
所

で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
広
場
の
横
に
入
っ
た
路
地
に
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
が
出
来
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て

ア
メ
リ
カ
文
化
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
急
速
に
ク
ラ

ク
フ
だ
け
で
は
な
く
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
全
体
に
入
り
込

ん
で
き
た
。
そ
の
後
も
何
度
か
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
あ
る
と
き
グ
ダ
ニ
ス
ク
に
行
っ
て
街
の
通

り
を
歩
く
と
国
際
金
融
資
本
主
義
の
銀
行
だ
ら
け

な
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
経
済
を
崩
壊

に
追
い
や
っ
た
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
と
い
う
銀
行
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
銀
行
が
軒
並
み
街
を
占
拠
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
文
化
が
変
容
し
て
い
っ
た

こ
と
が
二
〇
一
四
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
と
の
間
に

ど
う
い
う
関
係
を
切
り
結
ん
で
い
る
の
か
。
そ
の
中

で
人
々
の
生
活
や
、
文
化
人
、
芸
術
家
達
の
生
活
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
三
十
年
前
に
書
か
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説
の
世
界
が
、
全
く
そ
の
ま
ま

舞
台
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
あ
る
種
の

変
更
を
込
め
な
が
ら
作
品
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
風
に
私
は
想
像
し
た
わ
け
で
す
。

　

私
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
と
関
係
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
タ
デ
ウ
シ
ュ
・
カ
ン
ト
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
英
語
か

ら
日
本
語
に
翻
訳
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
何
度

か
カ
ン
ト
ル
本
人
に
会
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ

る
と
き
彼
は「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
テ
ロ
ル
は
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム

の
テ
ロ
ル
よ
り
も
悪
質
か
も
し
れ
な
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
彼
が
亡
く
な
る
直
前
に
遺
し
た
言

葉
な
の
で
す
が
、
作
品
を
作
り
続
け
て
き
た
カ
ン
ト

ル
が
社
会
主
義
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
崩
壊
後
新
た
に
登
場

し
て
き
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
理
論
を「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
テ
ロ

ル
」
と
名
付
け
て
、
更
に
悪
質
な
も
の
の
中
に
我
々

は
入
り
込
ん
で
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
今
回

ル
パ
さ
ん
は
一
九
九
〇
年
以
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け

る
政
治
的
・
文
化
的
・
社
会
的
な
状
況
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
作
品
を
書
き
直
し
て
舞

台
を
作
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
的
・
文
化
的
・
社

会
的
な
状
況
と
自
分
の
活
動
と
い
う
よ
う
な
も
の

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
ず
は
お
伺
い
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
我
々
日
本
の
演
劇
観
客
が
最
初
に
ポ
ー

鴻

―
今
回
の
作
品『W

oodcutters 
│ 
伐
採 

│ 

』
に
つ
い
て
は
、
八
月
の
記
者
会
見
に
来
日
さ
れ

た
ピ
ョ
ト
ル
・
ル
ツ
キ
さ
ん（
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン

ド
劇
場
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
）
と
も
色
々
な
話
を
し
ま
し

た
が
、
昨
日
実
際
に
観
た
時
の
印
象
も
含
め
て
、
ま

ず
は
私
か
ら
ル
パ
さ
ん
に
伺
い
た
い
こ
と
を
話
し
て
い

き
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
本
作
の
も
と
に
な
っ
た
小
説

『
伐
採
』
は
一
九
八
四
年
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

に
よ
っ
て
書
か
れ
ま
し
た
。
ル
パ
さ
ん
が
舞
台
化
し
た

二
〇
一
四
年
は
、
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
十
年
後
に

あ
た
り
ま
す
。
原
作
の
小
説
は
ウ
ィ
ー
ン
を
舞
台
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
舞
台
は
現
代
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
匂
い
が
し

ま
す
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
作
品
の
中
で
イ
プ

セ
ン
の『
野
鴨
』
が
頻
繁
に
登
場
し
ま
す
が
、
こ
れ

は
一
八
八
四
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
は
一
八
八
四
年
に
書
か
れ
た『
野
鴨
』
を
意

識
し
つ
つ
、
ち
ょ
う
ど
百
年
後
に『
伐
採
』
を
書
い

た
。
そ
し
て
更
に
三
十
年
後
に
ル
パ
さ
ん
が
舞
台
化

し
た
。
こ
の
三
つ
の
時
代
と
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
ど

う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ

と
が
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
る
為
の
出
発
点
に

な
る
の
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

イ
プ
セ
ン
の『
野
鴨
』
の
問
題
性
に
つ
い
て
簡
単
に

お
話
し
ま
す
。『
野
鴨
』
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
産
業
資
本

主
義
の
世
界
へ
突
入
し
て
行
く
時
代
の
物
語
で
す
。

森
や
国
有
林
を
伐
採
し
、
伐
採
し
た
材
木
を
輸
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
を
獲
得
し
て
い
く
と
い
う

産
業
構
造
を
背
景
に
し
て
書
か
れ
た
作
品
で
す
。
た

だ
し
国
有
林
伐
採
は
犯
罪
行
為
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
に
関
与
し
た
人
の
一
人
は
刑
務
所
に
送
ら
れ
て

し
ま
う
。
他
方
も
う
一
人
は
何
故
か
逮
捕
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
、
大
金
持
ち
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
二
人

の
息
子
達
の
間
で
起
こ
る
物
語
と
い
う
の
が『
野
鴨
』

の
基
本
的
な
構
造
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以

外
に
も
女
性
関
係
な
ど
複
雑
な
関
係
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
呪
わ
れ
た
物
語
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
最

も
有
名
な
台
詞
の
一
つ
に「
そ
れ
は
森
の
復
讐
で
あ

ク
リ
ス
チャン・ル
パ『W

oodcutters 

─ 

伐
採 

─
』

を
め
ぐ
る
冒
険

講
師 

ク
リ
ス
チ
ャン・ル
パ 

モ
デ
レ
ー
タ
ー 

鴻 

英
良 （
演
劇
評
論
家
）

日
時　
二
〇
一六
年
十
月
二
十
二
日（
土
）  

十
一
時
―
十
二
時
半

会
場　
東
京
芸
術
劇
場
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
ロ
ビ
ー
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だ
っ
た
人
物
が
、
作
品
に
出
て
く
る
晩
餐
会
の
ホ
ス

ト
を
務
め
る
作
曲
家
ラ
ン
パ
ー
ス
ベ
ル
ク
で
す
。
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
は
当
初
歌
手
に
な
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
お
り
音
楽
大
学
で
も
勉
強
し
た
そ
う
で
す
が
、

彼
の
パ
ト
ロ
ン
に
な
っ
た
の
が
ラ
ン
パ
ー
ス
ベ
ル
ク
で
し

た
。
そ
し
て
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は「
君
は
歌
よ
り
も
文
学

的
な
才
能
が
あ
る
か
ら
、そ
ち
ら
を
や
っ
た
方
が
い
い
」

と
言
わ
れ
た
。
つ
ま
り
こ
の
作
曲
家
を
中
心
と
す
る

芸
術
家
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
作
家
に
な

る「
父
親
」
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

は
芸
術
的
な
繋
が
り
だ
け
で
は
な
く
、
私
的
な
友
人

た
ち
も
そ
の
中
に
見
つ
け
ま
し
た
。
例
え
ば
ハ
ン
ト
ケ

や
シ
ュ
レ
ー
ミ
ン
と
い
っ
た
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
作
家
た
ち
と
も
親
友

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
彼
は
非
妥
協
的
な
芸
術

家
の
道
を
探
求
し
て
、
結
局
こ
の
グ
ル
ー
プ
と
は
袂

を
分
か
ち
我
が
道
を
歩
き
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
長
い
歳
月
が
絶
っ
た
後
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
人

た
ち
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
彼
自
身
深
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て

お
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
ヨ
ア
ナ・

ト
ゥ
ル
が
自
殺
し
た
こ
と
で
し
た
。
彼
女
を
追
悼
す

る
芸
術
家
夕
食
会
が
開
か
れ
、
招
待
を
受
け
た
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
は
そ
の
夕
食
会
に
赴
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

若
か
っ
た
頃
の
彼
ら
は
芸
術
家
と
し
て
の
理
念
に

燃
え
、
自
分
の
夢
に
忠
実
で
あ
り
、
夢
の
真
実
性

を
唯
一
の
真
実
と
し
て
奉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

芸
術
家
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
周
囲
の
現
実
や

様
々
な
圧
力
、
例
え
ば
芸
術
家
に
身
を
売
ら
せ
、
芸

術
家
を
自
分
の
所
有
物
と
し
て
買
い
取
り
、
芸
術

を
政
治
の
為
に
奉
仕
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
治
家
た

ち
│
│
小
説
で
引
用
さ
れ
て
い
る『
野
鴨
』
は
ま
さ

に
そ
の
よ
う
な
作
品
で
す
が
│
│
に
抵
抗
し
な
が
ら

も
芸
術
家
の
真
実
を
貫
こ
う
と
い
う
若
い
時
代
の
理

想
が
彼
ら
を
結
び
つ
け
ま
し
た
。
か
つ
て
の
仲
間
達

に
再
会
し
た
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
彼
ら
が
い
か
に
堕
落

し
身
を
置
く
立
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
、
同
じ
理

想
を
信
じ
て
い
た
自
分
の
師
匠
や
同
僚
た
ち
が
ど
う

し
て
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
観
察

し
ま
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
自
分
の
心
の
中
に
同
じ

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
こ

う
し
て
芸
術
家
に
と
っ
て
若
い
頃
の
理
想
を
非
妥
協

的
に
守
っ
て
い
く
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
と
い
う
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
が
こ
の
小
説
の

中
心
に
な
っ
て
い
る
芸
術
的
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

実
際
に
行
わ
れ
た
芸
術
家
晩
餐
会
の
模
様
を
、
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
は
非
妥
協
的
に
小
説
に
書
い
て
い
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
実
際
に
生
き
て
い
る
人
達
も
登
場
さ

せ
ま
し
た
が
、
社
交
界
や
芸
術
界
の
あ
る
種
の
規

範
を
越
え
る
程
あ
か
ら
さ
ま
に
書
い
て
し
ま
っ
た
為

に
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
り
訴
訟
が
起
き
ま
し
た
。
小

説
の
再
販
は
禁
じ
ら
れ
、
既
に
印
刷
さ
れ
た
書
籍
も

本
屋
か
ら
撤
収
さ
れ
た
の
で
す
。
な
お『
野
鴨
』
の
モ

チ
ー
フ
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
自
分
で
考
え
出
し
た
も
の

で
は
な
く
、
実
際
に
晩
餐
会
の
客
達
は
ウ
ィ
ー
ン
の

ブ
ル
ク
劇
場
で
エ
ク
ダ
ル
役
を
完
璧
に
演
じ
て
い
た
と

評
判
の
俳
優
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
で
す
。
こ
こ
で

も
現
実
の
出
来
事
か
ら
普
遍
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ジ

ン
テ
ー
ゼ
と
し
て
掴
み
出
し
て
く
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の

才
能
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
の
普
遍
化
の
才
能
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
か
を

示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
作
品
を

二
年
前
に
中
国
で
上
演
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
今
行

ラ
ン
ド
演
劇
に
出
会
い
、
衝
撃
を
受
け
た
の
は

一
九
七
一
年
に
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の『
実
験
演
劇
論
』
が

翻
訳
出
版
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
彼
が
求
め
て
い
た「
貧

し
き
演
劇（poor theatre

）」
と
い
う
概
念
は
日
本

の
前
衛
的
な
演
劇
に
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

彼
の
舞
台
作
品
が
日
本
で
上
演
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
本
人
は

一
九
七
三
年
に
一
度
来
日
し
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き

に
日
本
を
案
内
し
た
の
は
、『
実
験
演
劇
論
』
の
書

評
を
書
い
た
縁
も
あ
っ
て
当
時
ま
だ
三
十
三
歳
だ
っ

た
鈴
木
忠
志
で
し
た
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
か
ら「
何
か
日

本
の
文
化
的
な
も
の
が
観
た
い
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト

が
あ
り
、
鈴
木
忠
志
は
能
を
観
せ
よ
う
と
思
い
ま
し

た
が
、
上
演
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
銕
仙
会

能
楽
堂
に
案
内
し
て
観
世
寿
夫
の
稽
古
を
観
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
観
世
寿
夫
は
そ
の
と
き
仕

舞
を
踊
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
観
た
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は

能
の
演
劇
の
本
質
に
あ
る
種
の
感
銘
を
受
け
て「
能

の
本
質
は
ブ
レ
ー
キ
の
暴
力
で
あ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
鈴
木
忠
志
は
、
演
劇
の
本
質
を
こ
の

よ
う
に
語
る
人
間
が
い
る
の
か
と
思
い
極
め
て
感
動

的
な
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

日
本
演
劇
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
は
色
々
な
形
で
つ
な

が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
我
々

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
全
貌
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇

の
全
貌
と
、
例
え
ば
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
、
カ
ン
ト
ル
、
ル

パ
、
こ
の
三
人
の
演
劇
人
の
理
念
的
な
あ
る
種
の
関

連
、
共
通
性
も
し
く
は
サ
イ
ン
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

ど
の
よ
う
に
自
覚
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ル
パ
―
非
常
に
幅
広
い
面
か
ら
質
問
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
色
々
な
問
題
群
の
中
か
ら
、
私
が
大

変
優
れ
た
小
説
で
あ
る
と
考
え
る『
伐
採
』
を
ど
の

よ
う
に
舞
台
化
し
た
か
。
こ
の
作
品
を
巡
る
冒
険
に

ま
ず
は
話
を
絞
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
い
う
人
は
様
々
な
特

徴
、
書
き
方
、
思
考
を
持
っ
た
作
家
で
す
が
、
そ
の

中
で
も
注
目
す
べ
き
は
物
事
を
統
合
し
て
ジ
ン
テ
ー

ゼ
を
提
出
す
る
天
才
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
本

作
の
場
合
は
現
実
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
も
と
に
し

て
非
常
に
挑
発
的
か
つ
普
遍
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ま

で
至
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
実
際

に
関
わ
っ
て
い
た
ト
ー
ン
ホ
フ
と
い
う
名
の
芸
術
家
グ

ル
ー
プ
の
運
命
に
関
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
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況
下
に
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な

中
、
一
方
で
は
政
権
に
身
を
売
ろ
う
と
す
る
、
神

を
も
奉
る
と
い
う
よ
う
な
宗
教
的
、
愛
国
主
義
的

な
作
家
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
他
方
で
政
治
に

屈
し
よ
う
と
し
な
い
前
衛
的
な
作
家
は
社
会
の
裏

に
隠
れ
て
い
る
真
実
を
表
わ
そ
う
と
す
る
の
で
、
最

も
政
権
か
ら
嫌
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
我
々
の

『W
oodcutters 

│ 

伐
採 

│
』
が
初
演
さ
れ
て
か

ら
約
二
年
経
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
作
品
が
持
っ
て
い

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
は
今
申
し
上
げ
た
状
況
の
中
で
明

ら
か
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

鴻
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
に
つ
い
て
、
ひ
と
ま

ず
全
部
駆
け
抜
け
た
つ
も
り
で
す
。
こ
の
後
は
、
こ

ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
観
客
の
方
々
か
ら
の
質
問
に
お

答
え
す
る
形
で
、
皆
様
に
も
っ
と
届
く
よ
う
な
お
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鴻

―
で
は
ま
ず
二
つ
の
質
問
を
読
み
上
げ
ま
す
。

「
貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
、
恵
ま
れ
な
い
人
は
非
寛

容
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。」

「
同
情
す
る
余
地
は
多
い
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

不
幸
を
繰
り
返
さ
な
い
為
に
は
、
ど
う
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。」

ル
パ
―
大
変
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
ま
さ
に
二
十

世
紀
の
人
々
が
議
論
し
、
実
践
し
て
答
え
よ
う
と
し

た
問
い
で
す
が
、
そ
の
結
果
は
い
つ
も
不
幸
な
も
の
で

し
た
。
例
え
ば
社
会
主
義
者
は
人
々
の
不
幸
を
撲

滅
し
よ
う
と
考
え
て
共
産
主
義
国
家
を
設
立
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
新
し
い
不
幸
を
生
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
屈
辱
を

受
け
た
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
は
、
世
界
に
冠
た
る
国
に

な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
、
自
分
た
ち
も
発
展
す
る

権
利
が
あ
る
の
だ
と
い
う
考
え
の
先
に
、
自
分
た
ち

こ
そ
が
最
良
の
人
種
で
あ
る
思
想
す
な
わ
ち
人
道
主

義
そ
の
も
の
の
破
壊
を
生
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
二
十
世
紀
と
は
、
自
分
の
夢
に
あ
わ
せ
て
世
界
を

改
革
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
人
類
は
成
長
し
た
の
だ
と

人
々
が
思
い
込
ん
だ
時
代
で
し
た
が
、
そ
れ
は
ユ
ー

ト
ピ
ア
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
自
分
の
理

念
に
従
っ
て
世
界
を
変
え
る
と
い
う
理
想
が
過
剰
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
世
紀
で
し
た
。
人
間
は
良
い
存
在
に

な
る
べ
き
で
す
。
他
の
人
間
に
対
し
て
開
か
れ
た
人

間
に
な
り
、
そ
の
人
間
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
彼

ら
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
を
批
判
し
て

悪
態
を
つ
く
だ
け
で
は
な
い
、
そ
の
よ
う
な
良
い
人

間
に
な
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

を
無
理
に
促
進
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
急
速
に
実

現
に
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
中
に
は
他
の
人
間
を
全
部
敵
だ
と
思

う
よ
う
な
猛
禽
類
の
本
能
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
人
間

そ
れ
ぞ
れ
が
秘
密
や
素
晴
ら
し
い
美
を
持
っ
た
世
界

で
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
い
、
そ
う
い
う
本
能
が

眠
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
く
て
は

な
ら
ず
、
そ
れ
に
耳
を
傾
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

人
道
的
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
そ
れ
自
体
の
プ
ロ
セ
ス

に
沿
っ
て
進
ま
な
く
て
は
な
ら
ず
、
私
た
ち
が
そ
こ

に
手
を
突
っ
込
む
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
す

れ
ば
人
道
的
な
人
々
が
世
界
を
管
理
出
来
る
よ
う

に
な
る
か
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
魂
を
賭
け
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
に
芸
術
家
の
大
き
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
実
際
は
カ
ッ
コ
つ
き
の「
民
主
主
義
」社
会

の
中
で
、
政
治
的
な
競
争
に
打
ち
勝
っ
た
人
間
が
世

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
観
客
と
の
ト
ー
ク
で
次
の
よ
う

な
質
問
を
受
け
ま
し
た
。「
ル
パ
さ
ん
、
も
し
や
あ
な

た
は
中
国
の
芸
術
家
を
こ
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る

の
で
す
か
」
と
。
私
は「
こ
れ
は
中
国
の
芸
術
家
が
主

人
公
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
芸
術
家
に
つ
い
て

の
ド
ラ
マ
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
質
問
者
は
満

足
せ
ず
に「
で
も
あ
な
た
は
中
国
人
向
け
に
何
か
台

詞
を
書
き
加
え
た
の
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
質
問
者
は
、
こ
れ
が
中
国
の
芸
術
家
の
話
だ

と
思
い
込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。
も
し
か
す
る
と
、
こ

の
演
劇
作
品
が
持
つ
あ
る
種
の
過
激
性
が「
こ
れ
は

自
分
の
問
題
で
は
な
い
か
」
と
観
客
に
思
わ
せ
る
よ

う
な
浸
透
力
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
の
作
品
で
は
、
社
会
の
表
面
で
生
き
て
い

る
人
間
の
知
的
な
言
説
が
我
々
の
無
意
識
の
言
語
で

語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
と
ベ
ル
ン
ハ
ル

ト
の
付
き
合
い
は
長
く
、
最
初
は
案
内
人
の
よ
う
で

し
た
が
、
今
で
は
友
達
、
兄
弟
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
親
友
だ
っ
た
イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
バ
ッ

ハ
マ
ン
は「
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
新
し
い
文
学
的
な
ス
タ
イ

ル
や
文
体
を
発
見
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
思
考
法
を

発
見
し
た
人
間
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
一
般
の

人
間
が
怖
れ
恥
じ
て
い
る
よ
う
な
内
面
的
な
言
語
で

語
り
か
け
、
子
供
の
魂
の
よ
う
に
書
く
作
家
で
し
た
。

そ
れ
こ
そ
が
彼
に
と
っ
て
文
学
の
素
材
に
値
す
る
一

番
興
味
深
い
素
材
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
こ
の
テ
ー
マ
は
、
私
自
身
の
演
劇
の
テ
ー
マ
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
私

が
立
て
た
戦
略
は
、
原
作
と
付
き
合
う
一
方
で
、
原

作
か
ら
離
れ
て
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
書
き
方
に
対
し
て
抵

抗
感
を
持
っ
て
い
る
モ
デ
ル
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
し

た
。
す
る
と
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
悪
態
の
限
り
を
つ
い
て
い

る
よ
う
な
人
た
ち
、
例
え
ば
二
人
の
女
性
作
家
が
現

実
で
は
大
変
興
味
深
い
人
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
し
て
俳
優
達
に
は
自
分
の
役
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
人
々
を
愛
す
る
論
理
の
中
に
入
っ
て
行
く

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
つ
ま
り
俳
優
に
よ
っ
て
演
じ

ら
れ
た
人
々
が
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
悪
魔
か
ら
自
分
を

守
り
延
命
す
る
立
場
に
立
つ
の
で
す
。
作
品
で
描
か

れ
る
芸
術
家
晩
餐
会
、
あ
る
女
優
の
自
殺
や
告
別

式
を
通
し
て
、
芸
術
家
達
の
本
質
を
露
出
さ
せ
、
カ

タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
へ
と
破
滅
さ
せ
て
い
く
機
会
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
作
品
を
作
っ
た
二
〇
一
四
年
当
時
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
は
文
化
が
社
会
の
余
白
、
片
隅
に
追
い
や
ら

れ
て
し
ま
っ
た
時
代
で
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

ご
指
摘
の
あ
っ
た
資
本
主
義
の
問
題
に
加
え
て
、
政

権
が
と
る
文
化
政
策
に
よ
っ
て
政
治
と
芸
術
と
の
接

点
が
無
く
な
り
、
文
化
人
は
ま
す
ま
す
社
会
の
余

白
に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
結
果
、
芸
術
家
が
自
分
の
身
体
を
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
の
世
界
や
政
治
の
世
界
に
身
売
り
す
る
よ
う
な
状

況
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
魂
の
抜
か
れ

た
資
本
主
義
に
加
え
て
、
民
主
主
義
に
ま
つ
わ
る
危

機
も
起
き
て
い
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
や
社
会
が

本
当
の
意
味
で
の
民
主
主
義
を
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ

ま
で
成
長
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
現
在
の
右

派
政
権
が
非
常
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
超
カ
ト
リ
ッ
ク
、

大
衆
迎
合
的
な
政
策
を
と
り
、
あ
る
意
味
で
全
体

主
義
的
な
政
権
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。
ち
ょ
う

ど
こ
れ
は
一
九
三
〇
年
代
の
ナ
チ
ス
政
権
に
近
い
状
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な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
そ
れ
を
視
覚
的
・
空
間
的
に
立
ち
上
げ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
作
品
制
作
に
お
い
て
ス

ラ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
シ
ス
テ
ム
と
の
あ
る
種
の
関
連
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ル
パ
―
私
は
長
い
時
間
を
か
け
て「
経
験
の
内
的

独
白
」
と
い
う
独
自
の
メ
ソ
ッ
ド
を
作
り
ま
し
た
。
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を
も
と
に
し
て
い
ま

す
が
、
作
業
を
行
う
中
で
手
を
加
え
た
こ
と
や
捨
て

去
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
舞
台
化
に
あ
た
っ
て
一
番

私
が
惹
か
れ
る
の
は
、
死
ん
だ
人
々
の
魂
を
呼
び
戻

す
降
霊
の
儀
式
で
す
。
こ
れ
は
現
実
に
ト
ー
ン
ホ
フ

に
参
加
し
て
い
た
人
々
の
魂
を
、
舞
台
制
作
を
通
し

て
呼
び
戻
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

　

こ
の
お
芝
居
に
は
ピ
ョ
ト
ル
・
ス
キ
バ
が
演
じ
て
い

る
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
い
う
作
者
と
同
じ
名

前
の
人
物
が
登
場
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
小
説
で
描
か

れ
た
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
を
舞
台
に
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、

現
実
の
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
を
め
ぐ
る
私
自
身

の
冒
険
を
舞
台
化
し
た
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
小
説

の
主
人
公
で
も
舞
台
の
主
人
公
と
し
て
の
ベ
ル
ン
ハ
ル

ト
で
も
な
く
、
現
実
の
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
そ

の
も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
現
実
の
ト
ー

マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
権
利
を
簒
奪
す
る
行
為
で
す
。

た
だ
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
舞
台
化
す
る
と
こ
ろ
か

ら
一
歩
先
に
行
き
、
そ
の
人
物
に
成
り
代
わ
る
。
そ

の
人
物
の
権
利
を
奪
っ
た
結
果
と
し
て
、
ピ
ョ
ト
ル
・

ス
キ
バ
は
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
秘
密
を
舞
台
上

で
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
実
際
に
出
会
っ
た
人
々
が

作
品
を
挑
発
し
て
き
ま
す
。
単
に
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
一
人

の
語
り
で
は
な
い
の
で
す
。
作
品
に
登
場
す
る
リ
グ
ロ

ス
と
い
う
女
性
作
家
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
の
は
イ

グ
ネ
ル
と
い
う
作
家
で
す
が
、
こ
の
作
家
が
書
い
て
い

る
ヨ
ア
ナ
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
も
劇
中
で
使
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
語
り
と

イ
グ
ネ
ル
の
語
り
と
の
対
立
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

作
品
に
登
場
す
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
ジ
ョ
イ
ス
と
い

う
若
い
作
家
た
ち
は
、
原
作
に
少
し
だ
け
出
て
き
ま

す
が
十
分
に
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
小
説
の
中
の

空
白
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
イ
グ
ネ
ル
は
回
想
の

中
で
若
い
作
家
た
ち
が
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
を
苛
立
た
せ
た

張
本
人
と
書
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
こ
の
晩
餐
会
に
耐

え
ら
れ
ず
、
ト
イ
レ
に
逃
げ
て
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
晩
餐
会
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て

全
く
別
の
方
向
か
ら
コ
メ
ン
ト
し
ま
す
。
こ
れ
を
第

三
の
語
り
と
し
ま
し
た
。
な
お
若
い
作
家
達
の
ト
イ

レ
で
の
語
り
は
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
書
い
た
も
の
で
は
な

く
俳
優
達
の
即
興
に
よ
る
も
の
で
す
。
実
際
彼
ら
は

俳
優
と
し
て
も
駆
け
出
し
な
の
で
、私
は
彼
ら
に「
自

分
た
ち
が
俳
優
と
し
て
置
か
れ
た
状
況
を
利
用
し
な

が
ら
、
若
い
作
家
が
置
か
れ
て
い
る
状
態
を
再
現
し

て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。
即
興
を
繰
り
返
す
う

ち
に
、
こ
の
俳
優
達
が
す
っ
か
り
若
い
二
人
の
作
家
に

な
り
き
る
よ
う
な
状
況
が
作
れ
た
の
で
す
。

鴻
―
次
の
質
問
で
す
。「
ヨ
ア
ナ
の
台
詞
に
も
あ
る

よ
う
に
、
作
品
に
は
あ
る
種
の
ス
テ
ィ
グ
マ
が
問
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
芸
術
家
一
般
の

ス
テ
ィ
グ
マ
の
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
ま
す
が
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
活
動
す
る
ル
パ
さ
ん
ご
自
身
が
抱
え
て
い
る
ス

テ
ィ
グ
マ
と
い
う
も
の
も
具
体
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る

界
を
支
配
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て「
民

主
主
義
」
は
、
憎
悪
や
悪
、
あ
る
い
は
既
に
あ
っ
た
も

の
へ
の
郷
愁
を
実
現
す
る
為
の
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
し
ま

う
。
実
際
に
選
挙
で
勝
つ
の
は
善
の
声
で
は
な
く
て

憎
悪
の
声
で
す
。
私
自
身
も
新
し
い
理
想
的
な
社
会

モ
デ
ル
を
発
見
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
も
し
そ
う
で

あ
れ
ば
芸
術
家
で
は
な
く
政
治
家
に
な
っ
て
い
た
で

し
ょ
う
。
芸
術
家
で
あ
る
私
た
ち
は
、
我
々
の
観
点

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
新
し
い
社
会
モ
デ
ル
を
実
現
す

る
に
つ
い
て
考
え
、
慎
重
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
悪
で
は
な
く
て
善
が
支
配
す
る
よ
う
な

新
し
い
社
会
モ
デ
ル
の
実
現
に
至
る
ま
で
、
わ
た
し
た

ち
は
ゆ
っ
く
り
内
面
的
に
成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
し
か
に
民
主
主
義
と
い
う
の
は
唯
一
の
ツ
ー
ル
で

す
が
、
そ
の
ツ
ー
ル
に
私
が
失
望
を
感
じ
て
い
る
こ
と

も
確
か
で
す
。
し
か
し
私
は
悲
観
主
義
者
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
間
が
よ
り
良
く
、
よ
り
豊
か
に
、
よ
り

創
造
的
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
は
不

可
能
で
は
な
い
と
い
う
信
頼
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
芸
術
家
の
役
割
は
、
魂
の
な
か
に
そ
う
し
た
可
能

性
を
作
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
将
来
の
社

会
や
憲
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
に
つ
い

て
、
私
自
身
の
答
え
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
が
。

鴻
―
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説
と
実
際
の
舞
台
と
の
違

い
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
例

え
ば
一
幕
の
最
後
で
ト
ー
マ
ス
と
ヨ
ア
ナ
に
よ
る「
裸

の
王
女
様
」
の
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
シ
ー
ン

は
原
作
に
あ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
付
け
加
え

た
も
の
か
な
ど
。
そ
の
他
に
も
色
々
と
原
作
に
付
け

加
え
た
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
手
を
加
え
た
の
か
に
つ
い
て
具
体

的
に
話
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

ル
パ
―
原
作
の
中
に
は
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
ヨ
ア
ナ

が
そ
れ
ぞ
れ
駆
け
出
し
の
作
家
と
女
優
だ
っ
た
若
い

頃
に
一
緒
に
二
人
だ
け
で
仕
事
を
し
た
と
い
う
一
節
が

あ
り
ま
す
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
彼
女
の
た
め
に
一
幕
物

の
戯
曲
を
書
き
、
そ
の
音
声
を
録
音
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
夢
を
実
現
す
る
為
の
学
校
の
よ
う
な
も

の
を
二
人
で
開
き
、
共
同
作
業
を
通
し
て
自
分
た
ち

の
あ
る
べ
き
将
来
の
姿
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。
そ
の

当
時
の
テ
キ
ス
ト
は
殆
ど
無
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
自
身
が
何
と
か
し
て
発
掘
し
た
い
と

思
っ
た
作
品
が「
裸
の
王
女
様
」で
し
た
。
私
は
こ
う

い
う
モ
チ
ー
フ
に
惹
か
れ
る
タ
イ
プ
で
、
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
に
は
何
か
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
消
え
て
し
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
再
現
す
る
、
す

な
わ
ち
自
分
が
若
か
り
し
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
成
り
代
わ

り
彼
に
代
わ
っ
て
テ
キ
ス
ト
を
書
い
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
冒
険
で
す
。
彼
自
身
の
テ
キ
ス
ト
に
加
え
て
、

そ
れ
ら
と
無
関
係
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
私
が

彼
に
代
わ
っ
て
テ
キ
ス
ト
を
書
き
加
え
て
い
き
ま
し

た
。こ
う
し
て
書
き
加
え
た
部
分
の
こ
と
を
私
は「
聖

書
外
伝
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
聖
書
外
伝
と
は
、
キ

リ
ス
ト
の
生
涯
に
感
動
を
受
け
た
人
々
が
自
分
た
ち

の
こ
と
を
記
し
た
テ
キ
ス
ト
の
こ
と
で
す
が
、
キ
リ
ス

ト
教
の
歴
史
を
遡
る
と
聖
書
外
伝
は
悪
魔
の
書
物

で
あ
る
と
言
わ
れ
、
火
あ
ぶ
り
の
刑
に
か
け
ら
れ
た

時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

指
し
て
、
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
ま
す
。

鴻
―
今
の
話
と
も
関
連
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
の
テ
キ
ス
ト
は
極
め
て
強
度
が
強
く
、
簡

単
に
は
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
に
変
換
す
る
こ
と
が
出
来
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が
言
葉
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
別
の
領
域
を
発
見

し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
革

命
と
は
、
そ
れ
ま
で
光
が
当
た
な
か
っ
た
闇
の
中
に

入
っ
て
行
く
行
為
で
す
。
最
初
の
精
神
分
析
家
は
フ

ロ
イ
ト
で
は
な
く
、
最
初
に
人
間
の
無
意
識
を
発
見

し
た
の
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
で
し
た
。
そ
し
て
興
味

深
い
こ
と
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
同
時
代
人
は
、
彼

が
発
見
し
た
無
意
識
の
世
界
と
い
う
も
の
を
全
く
知

ら
な
か
っ
た
た
め
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出

来
ず
拒
絶
し
ま
し
た
。

　
フ
ロ
イ
ト
以
前
に
も
う
一
人
精
神
分
析
発
見
者
が

い
る
と
す
れ
ば
ニ
ー
チ
ェ
で
す
。
彼
は『
ツ
ァ
ラ
ト
ス

ト
ラ
か
く
語
り
き
』の
中
で「
君
の
身
体
は
一
番
賢
い

と
言
わ
れ
て
い
る
君
の
理
性
よ
り
も
賢
い
の
だ
」
と

言
い
ま
し
た
。「
耐
え
ろ
、
我
慢
し
ろ
」
と
い
う
身
体

に
対
し
て
、
理
性
は「
そ
れ
は
無
意
味
だ
」
と
言
う
。

つ
ま
り
あ
な
た
の
身
体
が
望
む
限
り
は
耐
え
な
く
て

は
い
け
な
い
。
こ
こ
で
あ
な
た
が
意
識
的
な
決
断
を

し
て
も
そ
れ
を
変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
誰
か
と

別
れ
て
、こ
の
人
間
の
為
に
我
慢
す
る
価
値
は
無
か
っ

た
と
あ
な
た
は
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
耐
え
ず

我
慢
し
な
く
て
も
、
苦
し
み
は
続
き
ま
す
。
つ
ま
り

あ
な
た
の
思
想
は
あ
な
た
の
知
っ
て
い
る
領
域
か
ら

来
る
の
で
は
な
く
、
あ
な
た
の
思
想
の
根
拠
は
知
ら

な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。
あ
な
た
の
身
体
が
あ
な

た
に
対
し
て
喜
べ
と
言
う
が
、
あ
な
た
は
な
ぜ
幸
せ

な
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
ユ
ン
グ
は
心
理
分
析
家
以
上
の
存

在
で
し
た
。
彼
は
賢
者
で
あ
り
哲
学
者
で
も
あ
り
ま

し
た
。
同
時
に
異
教
的
な
も
の
の
研
究
者
で
も
あ
り

ま
し
た
。
ユ
ン
グ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
私
の
師
匠
で
し

た
。
今
生
き
て
い
る
人
物
の
中
に
師
匠
を
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
私
は
、
も
う
別
の
次
元
に
い
る
死
ん
だ

人
だ
け
が
師
匠
に
な
り
う
る
と
思
い
ま
し
た
。
私
は

今
も
ユ
ン
グ
の
直
感
に
満
た
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い

い
と
思
い
ま
す
が
、
彼
と
の
赤
い
糸
は
切
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

鴻

―
昨
日
ご
覧
に
な
っ
た
方
に
と
っ
て
は
作
品
の

構
造
が
明
確
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら

ご
覧
に
な
る
方
に
と
っ
て
も
重
要
な
情
報
が
聞
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
演
劇
を
構
造
化
し
て

観
て
い
く
と
い
う
観
客
の
姿
勢
が
う
ま
い
具
合
に
構

の
で
し
ょ
う
か
。」
そ
し
て
も
う
一
つ
、「
作
品
全
体
が

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の「
貧
し
い
演
劇
」
と
は
対
局
に
あ
る

よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
そ
の
総
合
芸
術
的
な
舞

台
構
成
や
ス
タ
イ
ル
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。」

ル
パ
―
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
戦
後
す
ぐ
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

で
活
躍
し
た
人
で
し
た
が
、
彼
に
と
っ
て
の
ス
テ
ィ
グ

マ
は
個
人
の
中
に
は
な
く
社
会
全
体
に
関
わ
る
も
の

で
し
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
な
ど
の
歴

史
か
ら
人
間
性
を
救
済
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
た

彼
は
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
の
人
間
で
、
人
間
の
魂
の
可
能
性
、

超
域
的
な
魂
の
可
能
性
を
信
じ
た
人
で
し
た
。
グ
ロ

ト
フ
ス
キ
は
魂
の
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
ま
し
た
が
、

私
は
む
し
ろ
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
の
理
想
の
危
機
を
意
識
し

て
い
る
リ
ア
リ
ス
ト
で
、
彼
以
上
に
啓
示
の
よ
う
な

も
の
を
信
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
の
ス
テ
ィ

グ
マ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
芸
術
家
が
陥
る
べ
き
で

な
い
あ
る
種
の
露
悪
主
義
の
ひ
と
つ
で
す
の
で
、
控

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
ヨ
ア
ナ
・
ト
ゥ
ル
と
い

う
神
秘
的
な
夢
に
取
り
憑
か
れ
た
女
性
の
悲
劇
を

描
い
た
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
こ
そ
ス
テ
ィ
グ
マ
を

も
っ
た
芸
術
家
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

鴻
―
続
い
て
の
質
問
で
す
。「
ど
の
よ
う
に
し
て
芸

術
と
い
う
も
の
は
自
由
で
あ
る
べ
き
な
の
か
、
芸
術

と
い
う
も
の
は
政
治
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
は
で
き

る
の
か
。」

ル
パ
―
芸
術
は
政
治
か
ら
自
由
で
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
そ
し
て
政
治
が
原
因
で
芸
術
が
死
ん
で
は

な
り
ま
せ
ん
。
政
治
に
よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
た
芸
術

は
も
は
や
芸
術
的
キ
ッ
チ
ュ
に
あ
り
ま
せ
ん
。
芸
術

が
自
由
で
な
い
と
こ
ろ
に
芸
術
的
キ
ッ
チ
ュ
は
生
ま
れ

ま
せ
ん
。
例
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
の
価
値
が
ど
の

よ
う
な
運
命
を
辿
っ
た
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
キ

リ
ス
ト
教
あ
る
い
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
歴
史
の
中
に
は

建
築
・
音
楽
・
絵
画
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
が
芸

術
の
最
先
端
だ
っ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

神
を
信
じ
る
こ
と
が
個
人
の
魂
の
奥
底
に
入
り
込

ん
で
く
る
行
為
で
あ
っ
た
時
代
で
、
当
時
は
神
と
の

接
触
こ
そ
が
自
由
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ

は
例
外
な
く
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
今
日
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
お
け
る
宗
教
的
、
教
会
的
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的

な
作
品
に
傑
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。
駄
作
ば
か
り
で
す
。

い
ず
れ
も
精
神
的
な
商
品
の
産
物
で
あ
り
、
嘘
の
産

物
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
社
会
に
お
い
て
宗
教
が

占
め
る
位
置
の
変
化
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
今
日

の
宗
教
芸
術
に
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ャ
ン＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
は『
芸
術
と
は
何
か
』

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。
芸
術
家
と

い
う
も
の
は
元
来
政
治
家
に
対
し
て
反
抗
的
な
も
の

で
あ
る
。
政
治
家
と
い
う
も
の
は
自
分
の
権
力
に
す

が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
芸

術
家
は
時
を
越
え
る
と
い
う
こ
と
、
存
在
し
な
い
も

の
へ
の
変
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
両
者
は

対
立
的
な
関
係
に
あ
る
。
そ
の
中
で
政
治
家
が
出
来

る
唯
一
の
こ
と
は
、
芸
術
家
に
お
金
を
払
う
こ
と
で

は
な
く
、
芸
術
家
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
こ
と
、
芸

術
家
に
生
き
る
場
所
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
芸
術
に
価
格
、
値
段
と
い
う
も
の
は
な
い

か
ら
で
す
。

鴻
―
最
後
の
質
問
で
す
。「
ユ
ン
グ
な
ど
の
心
理
分

析
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。」

ル
パ
―
ユ
ン
グ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
彼
は
人
間
が
自
分
で
理
解
し
て
い
な
い
、
自
分

成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ル
パ
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

通
訳
＝
久
山
宏一

本
ト
ー
ク
の
採
録
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
機

関
紙『
舞
台
芸
術
』二
十一号
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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た
傑
作
を
、
次
々
と
世
に
送
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
劇
場
か
ら
独
立
し
た
後
も
、
国

内
外
各
地
か
ら
招
聘
さ
れ
国
際
的
な
評
価
を
得
る
に
到
っ
て
い
る
。

同
時
に
母
校
で
も
長
年
教
鞭
を
と
り
、
K.

ヴ
ァ
ル
リ
コ
フ
ス
キ
、
P.

ミ
シ

キ
ェ
ヴ
ィ
チ
、
G.

ヤ
ジ
ィ
ナ
と
い
っ
た
九
十
年
代
半
ば
か
ら
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇

ブ
ー
ム
の
中
心
に
な
る
優
秀
な
演
出
家
や
俳
優
を
育
て
て
き
て
い
る
。今
や
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
の
俳
優
な
ら
誰
し
も
彼
の
作
品
に
出
た
い
と
願
う
ほ
ど
の
オ
ー
ソ
リ

テ
ィ
ー
で
あ
る
。

で
は
、
そ
こ
ま
で
彼
が
評
価
さ
れ
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
彼
の

作
品
の
特
徴
は
、
美
術
、
音
楽
、
空
間
構
成
、
俳
優
、
時
間
、
脚
本
と
い
く

ら
で
も
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
な
に
よ
り
も
そ
の
哲
学
的
考
察
、
心
理
学
的

分
析
、
人
文
的
倫
理
観
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
真
実
に
は
正
と
負
の
真

実
が
あ
っ
て
、
人
は
ど
う
し
て
も
心
地
よ
い
正
の
真
実
を
好
み
、
居
心
地
の
悪

い
負
の
真
実
に
は
目
を
伏
せ
る
。
若
き
日
の
理
想
も
夢
も
偽
善
と
ご
ま
か
し
に

ま
み
れ
、
日
和
見
主
義
に
陥
っ
て
行
く
」（『
伐
採
』制
作
日
記
）。
そ
ん
な
私
た

ち
の
日
常
に
ル
パ
は
鋭
い
刃
を
突
き
つ
け
る
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
問
い
続
け
る
深

い
精
神
性
は
、
四
十
年
に
わ
た
る
彼
の
作
品
群
を
貫
き
、
研
ぎ
す
ま
さ
れ
、
こ

こ
晩
年
に
な
っ
て
一
気
に
顕
在
化
し
、
強
い
怒
り
と
な
っ
て
新
し
い
展
開
を
始

め
て
い
る
。
求
め
る
も
の
、
訴
え
る
も
の
と
い
う
極
め
て
基
本
的
な
、
し
か
し

忘
れ
去
ら
れ
が
ち
な
芸
術
活
動
の
根
幹
を
な
す
も
の
が
、
こ
こ
に
は
っ
き
り
と

あ
る
。
制
作
活
動
を「
僕
の
中
の
狂
気
を
探
っ
て
い
く
」（『
伐
採
』制
作
日
記
）

と
言
う
よ
う
に
、
自
ら
に
対
し
て
誰
よ
り
も
容
赦
な
く
問
い
詰
め
抉
っ
て
い
る
。

「
次
第
に
大
き
く
な
る
疎
外
感
。
僕
に
は
君
ら
の
世
界
を
理
解
で
き
な
い
。
芸

術
か
ら
一
体
、
何
を
期
待
し
て
る
ん
だ
。
精
神
性
の
意
味
が
ど
ん
ど
ん
縮
ま
っ

て
い
る
。
良
心
や
真
実
の
役
割
も
意
味
も
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
う
真

実
な
ど
誰
も
必
要
と
し
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」（
最
新
作『
ら
・
せ
・
ん（SPI-

R
A

-LA

）』
よ
り
）。

す
べ
て
に
生
暖
か
い
癒
し
と
慰
み
を
求
め
、
自
己
肯
定
ば
か
り
善
と
す
る
風

潮
を
感
じ
る
昨
今
。
な
ぜ
私
は
ル
パ
の
作
品
を
見
に
行
く
の
だ
ろ
う
。
四
時
間

以
上
と
い
う
長
い
時
間
の
末
に
、
私
は
楔
を
打
ち
付
け
ら
れ
、
鋸
で
挽
か
れ
、

精
神
の
生
体
解
剖
を
自
ら
見
つ
め
る
。
静
寂
の
中
に
血
の
流
れ
る
の
を
感
じ
な

が
ら
、
身
動
き
も
で
き
ず
息
を
詰
め
て
。

テ
ー
ブ
ル
し
か
な
い
み
す
ぼ
ら
し
い
部
屋
で
、
車
い
す
に
乗
っ
た
妻（
M.

ハ
イ
エ

フ
ス
カ
・
ク
シ
シ
ュ
ト
フ
ィ
ク
）
が
楽
し
か
っ
た
か
つ
て
の
日
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

ふ
っ
と
舞
い
上
が
っ
た
ひ
と
ひ
ら
の
羽
毛
を
見
つ
め
る
。
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う

な
長
く
静
か
で
美
し
い
場
面
に
、劇
場
全
体
が
息
を
詰
め
る
。私
が
好
き
な
ト
ー

マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
原
作
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
演
出
の『
カ
ル
ク
ヴ
ェ
ル
ク（
石

灰
工
場
）Kalkw

erk

』（
一
九
九
二
年
、
ク
ラ
ク
フ
・
ス
タ
ー
リ
劇
場
）の
一
シ
ー

ン
で
あ
る
。

初
め
て
ル
パ
作
品
を
見
た
の
は
、
一
九
八
八
年
。
ロ
ベ
ル
ト
・
ム
ー
ジ
ル
原
作
ル

パ
脚
本
演
出『
特
性
の
な
い
男
』。
ク
ラ
ク
フ
演
劇
大
学
俳
優
科
卒
業
公
演
で

あ
っ
た
。
伝
説
的
演
劇
作
品
に
も
事
欠
か
な
い
ク
ラ
ク
フ
で
、
一
般
興
行
で
は
な

い
学
生
の
卒
業
公
演
が
町
中
を
あ
れ
ほ
ど
沸
か
せ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
だ
ろ

う
。
だ
れ
も
が
、二
日
が
か
り
、
前・後
編
各
四
時
間
の
大
作
を
見
よ
う
と
走
っ

た
。
使
い
古
さ
れ
た
演
劇
大
の
ホ
ー
ル
に
同
世
代
ば
か
り
の
学
生
俳
優
。
し
か

し
、
ぎ
っ
し
り
詰
め
か
け
た
観
客
は
役
者
の
息
づ
か
い
、
張
り
つ
め
る
空
気
に
締

め
付
け
ら
れ
、
一
瞬
に
し
て
ル
パ
の
魔
術
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
時
間
と
空

間
の
濃
密
さ
、
非
常
に
知
性
の
高
い
テ
キ
ス
ト
で
極
度
に
緊
張
し
た
脳
の
感
覚

が
、
終
演
後
も
長
く
残
っ
た
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
今
日
ま
で
圧
倒
的
な
演
劇
世

界
を
築
い
た
孤
高
の
演
出
家
で
あ
る
。
物
理
学
、
版
画
、
映
画
監
督
と
巡
っ

た
後
、
ク
ラ
ク
フ
演
劇
大
舞
台
演
出
科
で
学
ぶ
。
そ
の
学
生
時
代
に
は
、
当

時
随
一
と
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
劇
場
演
出
家
K.

シ
フ
ィ
ナ
ル
ス
キ
、
そ
し
て
日
本

で
も
知
ら
れ
る『
死
の
教
室
』の
T.

カ
ン
ト
ル
に
出
会
い
、
大
き
な
衝
撃
と
な
っ

た
と
語
る
。
卒
業
後
、
チ
ェ
コ
と
ド
イ
ツ
の
国
境
に
近
い
イ
ェ
レ
ナ
・
グ
ラ
の
劇

場
で
発
表
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
前
衛
作
家
S. 
I.

ヴ
ィ
ト
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
戯
曲
作

品
で
頭
角
を
現
し
、
八
〇
年
代
半
ば
に
ク
ラ
ク
フ
・
ス
タ
ー
リ
劇
場
に
移
る
と
、

主
に
小
説
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
作
家
の
も
の
を
原
作
と
し
自
ら
脚
本
化
し

僕
の
中
の
狂
気
を
探
っ
て
行
く

―
ク
リ
ス
チャン・ル
パ

岩
田
美
保 （
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
研
究
家
）
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決
の
効
力
が
及
ん
だ
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
だ
け
で
、
版
元
の
あ
る
ド
イ
ツ
や
隣

国
ス
イ
ス
で
は
自
由
に
売
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
読
者
が
ド
イ
ツ
か
ら
本
を
郵
便
で
取
り
寄
せ
た
の
だ
っ
た
。
世
に
出
る
前

の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
を
手
厚
く
庇
護
し
援
助
し
つ
づ
け
た
原
告
の
ラ
ン
パ
ー
ス
ベ
ル
ク

夫
妻
は
、年
月
を
お
か
ず
に
名
誉
毀
損
訴
訟
を
取
り
下
げ
、一
件
落
着
と
な
っ
た
。

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
小
説
作
品
に
作
家
の
分
身
と
お
ぼ
し
い
一
人
称

の
語
り
手
が
現
れ
、
誇
張
と
毒
舌
と
罵
倒
が
山
盛
り
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
展
開
す

る
の
だ
が
、
小
説『
伐
採
』に
お
け
る
よ
う
に
、
あ
た
か
も
日
本
の
私
小
説
に
通

う
よ
う
な
作
者
と
同
定
で
き
る
人
物
が
登
場
す
る
の
は
珍
し
い
。
こ
の
小
説
で

は
登
場
人
物
全
員
に
実
在
の
モ
デ
ル
が
い
て
、
中
に
は
い
ま
も
毎
年
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
候
補
に
名
前
の
挙
が
る
一
人
だ
け
存
命
の
女
性
詩
人
フ
リ
ー
デ
リ
ケ
・
マ

イ
レ
ッ
カ
ー
や
そ
の
伴
侶
で
戦
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
大
前
衛
詩
人
エ
ル
ン
ス
ト
・

ヤ
ン
ド
ル
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
二
人
に
も
遠
慮
の
な
い
悪
口
が
浴
び
せ
ら

れ
る
。

若
く
し
て
不
治
の
死
病
を
宣
告
さ
れ
死
を
覚
悟
し
つ
つ
生
き
た
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

の
誇
張
と
毒
舌
と
悪
口
は
し
か
し
自
国
の
戦
後
史
や
そ
れ
を
い
っ
し
ょ
に
生
き

た
芸
術
家
仲
間
だ
け
で
な
く
、
作
者
の
分
身
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
自
死
を
遂
げ
た
愛
す
る
死
者
ヨ
ア
ナ
と
そ
の
埋
葬
を
回

想
す
る
シ
ー
ン
が
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
特
有
の
死
に
隣
接
し
た
文
学
空
間
を
生
ん
で
い

る
。
読
者
の
神
経
を
逆
な
で
に
す
る
毒
舌
が
か
な
わ
ぬ
愛
情
の
裏
返
し
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
と
、
小
説
の
世
界
は
一
瞬
に
し
て
優
し
さ
に
包
ま
れ
る
。
ブ
ル

ク
劇
場
の
俳
優
が
憧
れ
る
無
垢
な
自
然
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
世
界
に
は
あ
り
え
な

い
。「
森
、
喬
木
の
森
、
伐
採
」
と
い
う
リ
フ
レ
ー
ン
に
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の「
桜
の

園
」に
響
く
よ
う
な
斧
の
音
が
木
霊
し
て
い
る
の
だ
。

小
説
家
・
劇
作
家
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
人
気
と
評
価
は
、
死
後
三
十

年
が
近
づ
い
て
い
る
今
も
衰
え
を
見
せ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
一
方

で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
、
日
本
を
除
く
世
界
の
話
で
、
日
本
で
は
、
彼

の
作
品
は
比
較
的
少
数
の
読
者
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
劇

場
で
は
ベ
ケ
ッ
ト
や
ブ
レ
ヒ
ト
と
並
ん
で
舞
台
に
上
る
こ
と
の
多
い
彼
の
戯
曲
は

ま
だ
一
編
も
日
本
語
で
の
上
演
が
な
い
。
私
が
訳
し
た
長
編
小
説『
消
去
』
は

刊
行
後
十
二
年
を
経
て
今
年
よ
う
や
く
新
装
本
が
再
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
新

装
本
の
裏
表
紙
に
出
版
社
が
記
し
た
の
は「
カ
フ
カ
や
ム
ジ
ー
ル
と
肩
を
並
べ

る
二
十
世
紀
ド
イ
ツ
語
圏
の
最
重
要
作
家
と
評
価
さ
れ
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
は
、

い
っ
た
い
誰
な
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
だ
っ
た
。

ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
数
々
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
巻
き
起
こ
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
家
で
、
一
九
三
一
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
生
ま
れ

た
。
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
配
す
る
故
郷
で
父
な
し
子
を
生
む
こ
と
を
恐

れ
た
母
親
が
オ
ラ
ン
ダ
の
産
院
で
生
ん
だ
の
だ
。
一
九
五
七
年
に
詩
集『
地
上
に

て
地
獄
に
て
』
を
発
表
。
一
九
六
三
年
に
書
き
下
ろ
し
た
初
の
長
編
小
説『
霜
』

で
作
家
と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。
劇
作
家
と
し
て
は
一
九
七
一

年
の『
ボ
リ
ス
の
供
宴
』
が
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
。
三
十
篇
弱
の
中
長
編
小
説

（『
石
灰
工
場
』『
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
甥
』、『
伐
採
』、
自
伝
的
作
品
五
作
、

『
消
去
』等
）、
二
十
編
弱
の
戯
曲（『
座
長
ブ
ル
ス
コ
ン
』、『
リ
ッ
タ
ー
・
デ
ー
ネ
・

フ
ォ
ス
』、『
ヘ
ル
デ
ン
プ
ラ
ッ
ツ
』等
）
を
発
表
し
た
。
東
西
の
壁
が
崩
壊
す
る
前

の
一
九
八
九
年
二
月
に
、
若
い
時
に
患
っ
た
結
核
以
来
引
き
ず
っ
た
持
病
の
肺

の
疾
患
で
死
去
し
た
。

今
回
の
ル
パ
に
よ
る
舞
台
化
の
元
は
戯
曲
で
な
く
小
説
で
あ
る
。『
伐
採
』

（『
木
を
刈
る
』）
は
、
一
九
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
る
と
す
ぐ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
書

店
か
ら
警
察
の
手
で
回
収
さ
れ
た
。
小
説
で
は
ア
ウ
ア
ー
ス
ベ
ル
ク
夫
妻
の
名
で

登
場
す
る
作
曲
家
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
ラ
ン
パ
ー
ス
ベ
ル
ク
と
そ
の
妻
で
歌
手
の
マ
ー
ヤ

が
、
不
当
な
中
傷
に
よ
っ
て
は
な
は
だ
し
く
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
訴
え
た

裁
判
の
判
決
に
も
と
づ
き
店
頭
か
ら
の
回
収
が
命
じ
ら
れ
た
の
だ
。
た
だ
し
判

ト
ーマス・ベルンハル
ト
と『
伐
採
』に
つ
い
て

池
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き
い
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
状
況
は
変
わ
る
べ
き
だ
が
、
こ
れ
だ
け
包
囲
網

が
整
っ
た
以
上
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
主
要
都
市
で
ル
パ
演
出
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
作
品

が
上
演
さ
れ
る
日
は
近
い
と
思
わ
れ
る
。

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説
は
一
人
称
語
り
手
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
は
実
は
語
り
手
の
伝
達
す
る
多
数
の
人
間

の
声
か
ら
成
る
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
構
造
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
に
役

者
を
割
り
当
て
れ
ば
そ
の
ま
ま
演
劇
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
の
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
先
か
ク
ラ
ウ
ス
・
パ
イ
マ
ン
が
先
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

一
九
七
一
年
の『
ボ
リ
ス
の
供
宴
』か
ら
死
の
前
年
の『
ヘ
ル
デ
ン
プ
ラ
ッ
ツ
』
に
い

た
る
十
七
年
間
に
ほ
ぼ
す
べ
て
パ
イ
マ
ン
が
初
演
し
て
二
十
編
も
の
戯
曲
が
生
み

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ど
の
戯
曲
で
も
、
登
場
人
物
は
み
な
長
大
な

長
台
詞
を
延
々
と
語
り
つ
づ
け
、
受
け
渡
し
は
な
き
に
等
し
い
。
と
は
つ
ま
り

戯
曲
の
体
裁
は
取
っ
て
い
る
も
の
の
構
造
的
に
は
小
説
と
の
間
に
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
の
で
あ
る
。

翻
案
を
行
わ
な
い
パ
イ
マ
ン
と
対
照
的
に
、
ク
リ
ス
チ
ア
ン
・
ル
パ
は
上
に
も
述

べ
た
が
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
戯
曲
の
演
出
と
共
に
小
説
の
舞
台
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。『
死
の
教
室
』の
演
出
で
日
本
で
も
熱
狂
的
フ
ァ
ン
の
多
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
鬼

才
演
出
家
タ
デ
ウ
シ
ュ
･
カ
ン
ト
ル
と
深
層
心
理
と
集
合
的
無
意
識
の
研
究
で

知
ら
れ
る
心
理
学
者
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
を
師
と
仰
ぐ
ル
パ
に
と
っ
て
、

死
を
テ
ー
マ
と
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説
は
、無
尽
蔵
の
鉱
脈
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

覗
き
か
ら
く
り
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
箱
の
回
り
舞
台
と
ビ
デ
オ
を
巧
み
に
使
っ

た
舞
台
、そ
し
て
な
に
よ
り
も
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
優
れ
た
役
者
た
ち
が
発
す
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
の
美
し
い
響
き
に
引
き
込
ま
れ
、
四
時
間
以
上
の
長
丁
場
が
ま
た
た

く
う
ち
に
す
ぎ
る
こ
と
請
け
合
い
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
出
家
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
は
自
ら
翻
案
し
た
ト
ー
マ
ス
・

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説『
伐
採
』
を
、
国
立
ヴ
ロ
ツ
ラ
フ
劇
場
の
舞
台
に
掛
け
、

二
〇
一
四
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
劇
賞
を
総
な
め
に
し
た
。

ル
パ
が
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
作
品
を
手
が
け
た
の
は
、
一
九
九
二
年
に
小
説『
石
灰

工
場
』
を
翻
案
し
演
出
し
た
の
が
最
初
で
、
次
が
一
九
九
六
年
に
戯
曲『
リ
ッ

タ
ー
・
デ
ー
ネ
・
フ
ォ
ス
』、
同
じ
一
九
九
六
年
に
戯
曲『
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
』、

そ
し
て
五
年
を
隔
て
て
二
〇
〇
一
年
に
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
最
後
の
長
編
小
説『
消
去
』

の
翻
案
を
舞
台
に
乗
せ
て
い
る
。『
伐
採
』
の
上
演
の
前
年
に
小
説『
混
乱
』
を

フ
ラ
ン
ス
で
演
出
し
、
二
〇
一
五
年
に
は
小
説『
伐
採
』
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
ぬ

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
巻
き
起
こ
し
た
戯
曲『
ヘ
ル
デ
ン
プ
ラ
ッ
ツ
』
を
上
演
し
て
い
る
。

小
説
が
四
つ
、
戯
曲
が
三
つ
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の

兄
弟
』、
リ
ル
ケ
の『
マ
ル
テ
の
手
記
』、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ム
ジ
ー
ル
の『
特
性
の
な
い

男
』、
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ホ
の『
夢
遊
病
者
た
ち
』、
ゴ
ン
ブ
ロ
ビ
ッ
チ
の『
フ
ェ
ル

デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』等
、
ル
パ
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
以
外
に
も
長
編
小
説
の
傑
作
を
舞
台

化
す
る
の
に
長
け
た
人
だ
が
、
と
り
わ
け
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
を
自
分
の
本
領
と
考
え

て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、ル
パ
が
手
が
け
た
作
品
の
う
ち『
リ
ッ

タ
ー
・
デ
ー
ネ
・
フ
ォ
ス
』、『
消
去
』、『
ヘ
ル
デ
ン
プ
ラ
ッ
ツ
』の
三
作
を
翻
訳
し
た

私
に
は
、
彼
が
い
ま
ま
で
に
手
が
け
た
の
は
ど
れ
も
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
文
学
の
核
心
を

え
ぐ
り
出
す
の
に
う
っ
て
つ
け
の
作
品
だ
と
思
わ
れ
る
。

ル
パ
の『
伐
採
』
は
、
す
で
に
昨
年
ス
ペ
イ
ン
、
北
京
、
南
仏
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
で

上
演
さ
れ
て
絶
賛
を
博
し
、
今
年
は
東
京
の
他
、
上
海
、
ソ
ウ
ル
、
パ
リ
で
の

上
演
が
決
ま
っ
て
い
る
。
ル
パ
の
こ
の
舞
台
は
、
い
ま
ま
で
よ
り
数
倍
の
発
信
力

を
勝
ち
得
た
感
が
あ
る
。

た
だ
し
ど
う
い
う
わ
け
か
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
ル
パ
の
名
は
ま
だ
あ
ま
り
高
く
な

い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
グ
ラ
ー
ツ
で
も
二
〇
一
四
年
、
現
地
の
役
者
を
使
っ
た
ル

パ
演
出
の『
伐
採
』
が
上
演
さ
れ
た
の
だ
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
主
要
全
国
紙
の

劇
評
は
沈
黙
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
ク
ラ
ウ
ス
・
パ
イ
マ
ン
と
い
う
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
と
二
人
三
脚
を
組
ん
だ
演
出
家
が
健
在
で
、
そ
の
力
が
あ
ま
り
に
大

  vol.4  
ク
リ
ス
チャン・ル
パ
の『
伐
採
』

二
〇
一
六
年
九
月 
配
信
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は
一
九
八
二
年
に
初
来
日
し
、
鈴
木
忠
志
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
た
日
本

初
の
国
際
演
劇
祭「
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
参
加
し
ま
す
が
、
そ
の
鈴
木
は
、

一
九
七
一
年
に『
実
験
演
劇
論
』
の
邦
訳
が
出
版
さ
れ
た
際
に
日
本
を
訪
れ
た

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
案
内
人
を
務
め
て
も
い
ま
す
。
こ
の
時
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
鈴

木
の
案
内
で
青
山
の
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
に
行
き
、
観
世
寿
夫
の
仕
舞
を
観

て「
能
の
本
質
は
ブ
レ
ー
キ
の
暴
力
だ
ね
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と

歩
い
て
い
た
の
が
だ
ん
だ
ん
早
く
な
っ
て
パ
ッ
と
止
ま
る
。
身
体
は
確
か
に
止
ま

る
ん
だ
け
ど
、
内
部
に
わ
き
あ
が
っ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ワ
ッ
と
前
に
出
て
く

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
―
。
そ
れ
を
聞
い
た
鈴
木
は
、「
自
分
の
考
え
て
い
た
身

体
論
を
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
こ
ん
な
ふ
う
に
言
い
当
て
る
の
か
」
と
感
激
し
た
そ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
七
十
年
代
を
通
じ
て
強
ま
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
へ

の
関
心
は
、
そ
の
後
の
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ル
フ
の
ク
ル
コ
ウ
ス
キ
や
テ
ア
ト
ル
シ
ネ
マ

の
招
聘
、
そ
し
て
こ
の『
伐
採
』の
上
演
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ル
ツ
キ
―
一
九
八
九
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
主
化
以
前
の
演
劇
史
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
カ
ン
ト
ル
と
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
活
動
は
対
極
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
二
人
の
あ
り
方
が
、
八
十
九
年
以
後
の
ル
パ
の
活
動
に
お
い

て
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
カ
ン
ト
ル
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ン
ト
ル
は
戦
時
中

（
一
九
四
二
年
）
に
画
家
や
左
翼
活
動
家
た
ち
の
参
加
す
る
地
下
劇
場
を
立
ち

上
げ
、
演
劇
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
頃
彼
は
、
ユ
ウ
リ
シ
ュ
・
ス
ウ
ォ
ヴ
ァ

ツ
キ
の『
パ
ラ
デ
ィ
ー
ナ
』
や
ヴ
ィ
ス
ピ
ャ
ン
ス
キ
の『
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
帰
還
』
を

演
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
個
人

の
住
宅
で
上
演
さ
れ
た
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
は
そ
こ
だ
け
が
演
劇
が

で
き
る
唯
一
の
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
戦
後
、
社
会
主
義
政
権
の
も
と

で
劇
場
が
再
興
さ
れ
て
も
、
彼
が
そ
こ
で
作
品
を
上
演
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
カ
ン
ト
ル
は
正
式
な
演
劇
教
育
を
受
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
彼

は
画
家
で
、
総
合
芸
術
家
で
す
。
で
す
か
ら
画
家
と
し
て
の
活
動
と
演
劇
活

動
は
彼
の
中
で
同
時
進
行
し
て
い
た
し
、
素
材
の
扱
い
方
に
つ
い
て
も
、
抽
象

的
で
あ
り
な
が
ら
物
質
性
を
伴
っ
た
、
い
わ
ば
演
劇
的
タ
シ
ズ
ム
を
探
求
し
て
い

ま
し
た
。
一
九
五
五
年
、
彼
は
戦
前
に
あ
っ
た
前
衛
劇
団「
ク
リ
コ
」
を
引
き
継

ぐ
か
た
ち
で
、「
ク
リ
コ
2
」
を
創
立
し
ま
す
。
そ
し
て
一
九
七
五
年
の『
死
の
教

室
』
ま
で
の
あ
い
だ
は
、『
小
さ
な
館
』
や『
水
鶏
』
と
い
っ
た
ヴ
ィ
ト
カ
ッ
ツ
ィ
※1

の
作
品
を
上
演
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
彼
は
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
そ
う
し

た
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ト
カ
ッ
ツ
ィ
の
言
葉
を
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
の
も
の
と
し
て
扱
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
言
葉
と
動
き
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
て
い
た
ん
で
す
。

彼
は
折
に
触
れ
、
自
ら
の
創
作
活
動
に
名
前
を
つ
け
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
発
表
し

て
き
ま
す
が
、
そ
の
最
初
の
名
前
は
文
学
か
ら
独
立
し
た「
自
主
劇
場
」で
し
た
。

『
死
の
教
室
』
は
、
そ
の
後「
ゼ
ロ
の
演
劇
」、「
不
可
能
の
演
劇
」
と
い
っ
た
宣
言

を
経
た
ひ
と
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
作
品
は
、
お
そ
ら

く
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
初
め
て
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
、
明
確
に
発
言
し
た
演

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
、
カ
ン
ト
ル
に
並
ぶ
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
巨
匠
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン・

ル
パ
。
緻
密
で
繊
細
、
鋭
い
批
評
精
神
に
貫
か
れ
た
そ
の
美
学
は
、
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
、
育
ま
れ
た
の
か
。
ル
パ
が
拠
点
と
す
る
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド

劇
場
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
、
ピ
ョ
ト
ル
・
ル
ツ
キ
氏
に
、
演
劇
批
評
家
で
カ
ン
ト

ル『
芸
術
家
よ
、
く
た
ば
れ
！
』の
翻
訳
も
手
が
け
た
鴻
英
良
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

芸
術
家
と
国
家
シ
ス
テ
ム
の
退
廃
を
え
ぐ
る『W

oodcutters ̶
 

伐
採 ̶

』

に
織
り
込
ま
れ
た
、〝
ル
パ
の
唯
一
の
希
望
〞
と
は
―
。

鴻
―
今
日
は
ま
ず
、
現
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
概
略
と
、
そ
の
な
か
で
の

ル
パ
の
活
動
の
位
置
づ
け
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
日
本
の
演
劇
人
や
観
客
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に
対
す
る
関
心
は
根
強
く
、

今
回
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
の『
伐
採
』の
上
演
に
つ
い
て
も
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
や

カ
ン
ト
ル
を
中
心
と
し
た
現
代
演
劇
の
流
れ
の
な
か
で
、
ル
パ
が
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
作
品
の
特
色
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
、
日
本
の
観
客
の
多
く
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
か
ら
で
す
。

日
本
の
現
代
演
劇
は
一
九
六
五
年
ご
ろ
に
始
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
流
れ
に
お

い
て
は
、
三
つ
の
外
国
演
劇
の
著
作
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ア
ン
ト
ナ
ン・
ア
ル
ト
ー
の『
演
劇
と
そ
の
分
身
』、
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ッ

ク
の『
何
も
な
い
空
間
』、
そ
し
て
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の『
実
験
演
劇
論
』で
す
。
要

す
る
に
、「
持
た
ざ
る
演
劇
」
は
、「
ペ
ス
ト
」、「
何
も
な
い
空
間
」
と
並
ぶ
、
日

本
の
現
代
演
劇
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
ん
で
す
。
ま
た
、
一
九
七
一
年
に
は
、
寺

山
修
司
が
主
宰
し
た
天
井
棧
敷
の
機
関
誌『
地
下
演
劇
』
で
カ
ン
ト
ル
特
集

が
組
ま
れ
、
多
く
の
人
が
彼
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ン
ト
ル

 vol.7 『W
oodcutters 

― 

伐
採 

―
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だ
、
そ
の
た
め
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま
す
。
カ
ン
ト
ル
が
組
織
と
し
て

の
演
劇
、
劇
場
か
ら
の
逃
走
を
図
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
自
分

の
た
め
の
劇
場
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。
彼
は
美
術
家
と
共
に
作
品
ご
と
に
異
な

る
劇
場
空
間
を
設
計
し
ま
し
た
。『
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
』
で
は
俳
優
た
ち
が
劇
中
で

装
置
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
試
み
を
通
じ
て
観
客
と
の
距
離
感
を

変
え
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
す
。
一
方
、
ル
パ
は
オ
フ
の
演
劇
を
つ
く
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
機
関
と
し
て
の
劇
場
の
な
か
で
作
品
を
つ
く
り
つ
つ
、
劇
場
空

間
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
す
。
俳
優
に
関
し
て
も
、
同
じ

こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
や
カ
ン
ト
ル
の
俳
優
た
ち
が
、
あ

る
種
、
人
工
的
な
、
不
自
然
な
振
る
舞
い
を
す
る
の
に
対
し
て
、
ル
パ
の
演
劇

の
俳
優
た
ち
は
日
常
的
に
振
る
舞
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
で
ル
パ
が
重

要
視
し
て
い
る
の
は
、「
演
じ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
は
、「
俳
優
た
ち
と

仕
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て「
過
渡
期
」
を
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。
社
会
の
発
展
、時
代
に
よ
っ
て
人
間
が
抱
く
哲
学
的
尺
度
は
変
わ
っ

て
く
る
も
の
で
す
よ
ね
。
ル
パ
は
、
そ
の
変
化
が
起
こ
る
直
前
の
状
態
に
俳
優

を
置
き
ま
す
。
子
供
が
自
分
の
世
界
を
空
想
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
舞
台

上
の
世
界
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
規
則
が
あ
り
、
そ
れ
は
現
実
と
同
等
か
そ
れ
以
上

の
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
ル
パ
は
そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
る
俳
優
た
ち
の
、
真
実

の
姿
を
見
て
い
る
わ
け
で
す
。

ベル
ン
ハ
ル
ト
か
ら
ル
パへ
。
受
け
渡
さ
れ
た
絶
望
と
希
望

鴻

―
一
九
八
九
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
民
主
化
さ
れ
、
そ
の
翌
年
に
カ
ン
ト
ル

が
亡
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
十
五
年
あ
ま
り
が
経
つ
な
か
で
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
演
劇
は
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
は
ど
の
よ
う
に
そ

れ
に
応
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は『
伐
採
』の
台
本
を
読
み
な
が
ら
、
ふ
と
、

カ
ン
ト
ル
が
死
の
直
前
に
遺
し
た
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。そ
れ
は「
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
テ
ロ
ル
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
テ
ロ
ル
よ
り
悪
質
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
も
の

で
す
。

ル
ツ
キ

―
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
助
手
だ
っ
た
エ
ウ
ジ
ェ
ー
ニ
オ
・
バ
ル
バ
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
、「
こ
の
時
代
に
は
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
が
生
き
る
場
所
は
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
ね
」
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
現
在
で
は
国
家
や

公
共
の
お
金
が
、
か
つ
て
の
よ
う
に
実
験
的
な
活
動
に
振
り
向
け
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
そ
の
意
見
に
賛
成
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
皆
が
お
金
を
稼
ぎ
、
す
べ
て
の
も
の
が
商
品
に
な
る
こ
の
世
界
で
、

創
造
を
主
要
な
目
的
と
す
る
よ
う
な
場
所
は
存
在
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
思

う
か
ら
で
す
。
八
十
九
年
ま
で
続
い
た
政
治
的
検
閲
は
、
今
で
は
経
済
的
な
検

閲
に
代
わ
り
ま
し
た
。
真
の
意
味
で
の
演
劇
創
造
の
目
的
は
娯
楽
で
も
、
お
金

を
稼
ぐ
こ
と
で
も
な
く
、
人
々
の
意
識
の
領
域
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
文
化
省
も
地
方
の
行
政
府
も
、
そ
う
し
た
芸
術
に
お
金
を
出
さ

劇
で
す
。

で
は
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
彼
は
俳
優
と
し
て
の
教
育
を

受
け
た
後
、
演
出
家
と
し
て
の
勉
強
も
し
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
ヴ
ィ
ト
カ
ッ

ツ
ィ
の『
靴
屋
』
と
い
う
作
品
を
ク
ラ
ク
フ
の
古
城
で
上
演
し
よ
う
と
し
た
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
許
可
が
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
実
現
し
て
い
れ
ば
、

ヴ
ィ
ト
カ
ッ
ツ
ィ
は
、
カ
ン
ト
ル
と
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
、
そ
し
て
ル
パ
を
よ
り
明
確
に

結
び
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は

一
九
五
九
年
に
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
フ
ラ
シ
ェ
ン
と
共
に
オ
ー
ポ
レ
の
劇
団「
13
列
」の

芸
術
監
督
と
な
り
ま
し
た
。「
13
列
」
と
い
う
の
は
彼
ら
が
拠
点
と
し
た
劇
場

が
本
当
に
小
さ
く
て
、
十
三
列
し
か
席
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
た
だ
、
こ
れ
は

カ
ン
ト
ル
が
つ
く
っ
て
い
た
よ
う
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
集
団
で
は
な
く
て
、
公
的

な
機
関
と
し
て
の
劇
団
で
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
上
演
も
行
う
組
織
で
す
。
こ
の
劇

団
は
十
年
後
に
ブ
ロ
ツ
ワ
フ
に
拠
点
を
移
し
ま
す
が
、『
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
』
や『
コ
ル

デ
ィ
ア
ン
』
と
い
っ
た
重
要
な
作
品
は
、
オ
ー
ポ
レ
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
劇
場
で
は
、
同
時
に
、
共
産
主
義
政
権
を
讃
え
る
よ
う
な
大
衆
的

な
演
劇
も
上
演
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
、
グ
ロ
ト
フ
ス

キ
の
経
歴
で
重
要
な
の
は
、
彼
が
東
洋
の
美
学
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
に
持
ち

込
も
う
と
し
た
、そ
の
最
初
の
試
み
が
イ
ン
ド
の
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
が
著
し
た『
シ
ャ

ク
ン
タ
ー
ラ
』
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
イ
ン
ド
の
演
劇
で
は
、
す
べ
て
の
動

き
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
し
か
し
、
こ

の
作
品
を
通
し
て
、
む
し
ろ
完
璧
な
記
号
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
悟
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
マ
ン
主
義
の
伝
統
に
立
ち
戻
る
の
で
す
。

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
が
演
出
し
た
古
典
作
品
を
観
て
、
文
学
研
究
者
た
ち
は
激
怒
し

ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ロ
マ
ン
主
義
の
神
話
が
、
現
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
つ
の
か
を
探
る
試
み
だ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
ル
パ
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
彼
は
物
理
学
を
学
ん
だ
後
に

美
術
大
学
に
進
み
、
さ
ら
に
ク
ラ
ク
フ
の
演
劇
大
学
の
演
出
コ
ー
ス
を
卒
業
し

て
い
ま
す
。
一
九
七
五
年
の『
死
の
教
室
』
の
プ
レ
ミ
ア
公
演
を
観
て
い
て
、
こ

の
作
品
に
完
全
に
魅
了
さ
れ
た
者
の
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
観
た
友
人

が
褒
め
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
時
話
し
て
い
た
カ
フ
ェ
の
テ
ー
ブ
ル
に
あ
っ
た
砂
糖

を
、
相
手
の
顔
に
か
け
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
よ
。
ル
パ
は
そ
の
後
、
卒
業
制
作

で
ヴ
ィ
ト
カ
ッ
ツ
ィ
の
戯
曲
を
上
演
。
そ
の
作
品
が
評
価
さ
れ
、
イ
ェ
レ
ナ
ゴ
ラ

の
C.

K.

ノ
ル
ビ
ッ
ド
劇
場
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
都
市
で
は
な
い
、
小

さ
な
田
舎
の
町
で
活
動
を
始
め
た
の
は
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
も
同
じ
で
す
。

カ
ン
ト
ル
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
、
ル
パ
。
こ
の
三
人
に
共
通
す
る
の
は
、
誰
も
、

戯
曲
を
忠
実
に
舞
台
化
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
グ
ロ
ト
フ
ス

キ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
彼
ら
に
と
っ
て
演
劇
は「
乗
り
物
」
で
あ
り
、
わ
れ

わ
れ
を
、
美
学
を
超
え
、
政
治
や
形
而
上
学
の
領
域
へ
と
連
れ
て
い
く
も
の
な

の
で
す
。
ヴ
ィ
ト
カ
ッ
ツ
ィ
も
ま
た
、「
二
十
世
紀
に
お
い
て
、
形
而
上
学
や
宗

教
と
い
っ
た
も
の
を
経
験
で
き
る
場
所
は
演
劇
だ
け
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
た



ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン「FT Fo

cus

」

ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン「FT Fo

cus

」

65 64ポ ー ラ ン ド 演 劇 の 現 在 形 ポ ー ラ ン ド 演 劇 の 現 在 形

の
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
で
す
。『
石
灰
工
場
』『
英
雄
広
場
』
な
ど
、
ル
パ
は
多
く
の
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
作
品
を
演
出
し
て
き
ま
し
た
。
彼
は
非
常
に
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
小

説
家
で
、
人
間
に
も
、
芸
術
家
に
さ
え
も
希
望
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
道
の
り
へ
の
第

一
歩
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
ル
パ
は
、ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
書
く
絶
望
こ
そ
を
、

私
た
ち
が
現
在
お
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
外
へ
と
踏
み
出
す
唯
一
の
希
望
だ
、
と

捉
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

『
伐
採
』
の
舞
台
化
に
お
い

て
、
ル
パ
は
、
小
説
に
は
な
い

要
素
を
い
く
つ
も
つ
け
加
え
て

い
ま
す
。
鴻
さ
ん
が
重
要
な

人
物
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
女

優
の
ヨ
ア
ナ
・
ト
ゥ
ル
に
つ
い
て

も
そ
う
で
す
。
小
説
に
は
、
葬

式
の
後
で
デ
ィ
ナ
ー
に
招
待
さ

れ
た
、
と
だ
け
書
か
れ
て
い
て
、

彼
女
が
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ

た
か
は
一
切
説
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
国
立
劇
場
の
女
優
で
、

芸
術
家
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど

業
績
の
な
い
人
が
、
劇
場
の
慣
習
を
破
る
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
こ
う
と

し
た
、
と
い
う
話
は
、
ま
っ
た
く
別
の
文
脈
で
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
出
て

き
ま
す
け
ど
ね
。
で
す
か
ら
、
あ
の
映
像
の
中
で
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
と
ん

ど
は
、
演
じ
て
い
る
女
優
、
マ
ル
タ
・
ジ
ェ
ン
バ
の
即
興
で
す
。
ま
た
、
ベ
ル
ン
ハ
ル

ト
の
小
説
の
舞
台
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
す
が
、
ル
パ
は
そ
れ
を
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
置
き
換
え
、
あ
る
種
の
遊
び
を
用
意
し
ま
し
た
。
小
説
で
は
、
パ
ー

テ
ィ
ー
に
集
ま
っ
た
面
々
は
、
ブ
ル
ク
劇
場（
ド
イ
ツ
語
圏
の
現
代
演
劇
を
代
表

す
る
劇
場
）の
俳
優
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
設
定
で
す
が
、
舞
台
版
で
は
そ
れ
が
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
立
劇
場
、
テ
ア
ト
ル
・
ナ
ロ
ド
ヴ
ィ
で『
野
鴨
』
を
演
じ
て
い
る

俳
優
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
実
際
に
、
そ
れ
を

演
じ
る
俳
優
は
、
た
だ
一
人
、
国
立
劇
場
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
劇
場
に
客
演
し
て

い
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
の
戯
れ
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
ま

で
が
現
実
で
ど
こ
ま
で
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
、
そ
の
境
目
を
曖
昧
に
す
る
の

も
、
ル
パ
の
意
図
し
た
こ
と
で
す
。

鴻
―
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ど
ん
な
議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

ル
ツ
キ
―
『
伐
採
』
に
つ
い
て
は
も
う
、
絶
賛
の
嵐
で
し
た
ね
。
は
じ
め
の
う

ち
は「
芸
術
家
の
世
界
を
扱
っ
た
、
閉
ざ
さ
れ
た
業
界
の
芝
居
だ
」
と
い
う
よ

う
な
見
方
も
よ
く
目
に
し
ま
し
た
が
、
長
い
間
上
演
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、「
こ
れ

は
芸
術
家
の
業
界
話
で
は
な
く
、
理
想
を
持
つ
す
べ
て
の
人
間
に
当
て
は
ま
る

話
だ
」
と
理
解
し
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。
お
金
で
も
名
誉
で
も
、
自
分
が
達

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
十
五
年
、
ル
パ
の
活
動
は
常
に
、
若
い
世
代
に
影
響
を
与
え
て
き
ま

し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
ル
パ
は
、
乗
り
越
え
る
べ
き
対
象
で
あ
り
、
模
倣
す
る

対
象
、
あ
る
い
は
否
定
の
対
象
で
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ル
パ
と
の

関
係
性
と
い
う
も
の
を
表
明
す
る
こ
と
な
し
に
演
劇
活
動
を
す
る
者
は
い
ま
せ

ん
。
九
十
年
代
の
初
め
に
は
、
ル
パ
の
作
品
は
、
芸
術
至
上
主
義
的
だ
と
批
判

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
欠
け
る
と
。
し
か
し
、「
政
治
的
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
を
捉
え
な
お
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
レ

フ
・
ワ
レ
サ（
元
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
）
が
登
場
す
る
芝
居
な
ら
政
治
的
な
の
か
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
社
会
に
と
っ
て
の
重
要
な
テ
ー
マ
を
扱
う
作
品
は
、
す
べ
て
、

政
治
的
な
の
で
す
。

鴻
―
『
伐
採
』の
冒
頭
で
は
、の
ち
に
自
殺
し
た
と
い
う
女
優
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

映
像
が
流
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
彼
女
は
、
ベ
ケ
ッ
ト
の『
勝
負
の
終
わ
り
』
を

意
識
し
た
現
代
戯
曲
論
を
交
え
て
、
自
分
が
企
画
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い

て
話
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
誰
も
来
な
か
っ
た
、
と

い
う
ん
で
す
。
こ
の
場
面
は
、
非
常
に
重
要
な
問
題
提
起
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
、
芸
術
至
上
主
義
と
政
治
性
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

要
す
る
に
、
ル
パ
は
こ
こ
で
、
美
学
的
な
も
の
と
政
治
的
な
も
の
が
、
ど
う
い
う

か
た
ち
で
一
つ
の
演
劇
空
間
の
中
で
出
会
う
の
か
を
問
う
て
い
る
。
劇
中
で
は
彼

女
の
自
殺
の
意
味
が
絶
え
間
な
く
議
論
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
問
題
は
、
そ
の
議

論
と
も
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
私
が
気
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
作
品
に
は
イ
プ
セ
ン
の

『
野
鴨
』※2
へ
の
言
及
が
た
び
た
び
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
デ
ィ

ナ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
登
場
人
物
た
ち
の
様
子
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
の『
最
後
の
晩
餐
』
の
変
奏
で
す
よ
ね
。
こ
の
場
面
に
十
三
人
の
登
場
人
物

は
い
ま
せ
ん
が
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
に
は
十
三
人
が
出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

十
三
と
い
う
の
は『
野
鴨
』
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
な
数
字
で
す
。
つ
ま
り
そ

こ
で
は
、
誰
が
ユ
ダ
で
、
誰
が
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。『
野
鴨
』

の
初
演
は
一
八
八
四
年
で
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
そ
の
ち
ょ
う
ど
百
年
後
に
小
説

『
伐
採
』
を
書
い
た
。
彼
が『
野
鴨
』
を
意
識
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
で
は
、
さ
ら
に
三
十
年
後
の
二
〇
一
四
年
に『
伐
採
』
を
翻
案
、
演
出

し
た
ル
パ
は
、
イ
プ
セ
ン
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
描
い
た
人
間
の
あ
り
よ
う
を
ど
う
捉

え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

ル
ツ
キ
―
劇
中
に
登
場
す
る
女
中
の
名
前
は
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
で
す
。

「
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
を
呼
ん
で
こ
い
」
と
い
う
せ
り
ふ
は
明
ら
か
に
聖
書
へ

の
言
及
で
す
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
る
屋
敷
の
主
人
は
、
箱
型
の
舞
台
装

置
を
回
し
な
が
ら「
み
な
さ
ん
を〝
芸
術
の
ゴ
ル
ゴ
ダ
へ
の
道
〞
に
招
待
し
ま
す
」

と
い
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
宗
教
的
な
連
想
と
い
う
の
は
、
ル
パ
自
身
の
狙
い

で
も
あ
り
ま
す
。

ル
パ
に
と
っ
て
、
何
よ
り
重
要
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
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ト
ー
マ
ス・
ベ
ル
ンハル
ト
の
小
説『W

oodcutters 

― 

伐
採 

― (H
olzfällen)

』

を
原
作
と
す
る
日
本
語
字
幕
付
き
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
上
演
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

巨
匠
と
も
言
わ
れ
る
ク
リ
ス
チ
ア
ン
・
ル
パ
の
翻
案
・
美
術
・
照
明
・
演
出
で

行
わ
れ
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
の
目
玉
企
画
で
あ
る
。
様
々
な
凝
っ

た
工
夫
に
よ
っ
て
、
四
時
間
半
の
長
丁
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
苦
痛

を
感
じ
さ
せ
ず
に
緊
張
感
を
持
続
さ
せ
て
、
非
常
に
良
い
舞
台
で
あ
っ
た
。
た

だ
し
本
邦
初
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
作
品
の
本
格
上
演
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

や
は
り「
原
作
」
と「
翻
案
」
と「
演
出
」、
何
よ
り
も「
ド
イ
ツ
語
」
と「
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
」に
よ
る
印
象
の
相
違
が
、
か
な
り
大
き
か
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
元
の
作
品
と
の
相
違
・
ズ
レ
・
視
差 (Parallaxe) 

は
、

決
し
て
否
定
的
に
の
み
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
今
回
の『
伐
採
』上
演
は
、

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説
作
品
と
他
の
戯
曲
作
品
と
の
相
違
は
も
と
よ
り
、
さ
ら

に「
上
演
」の
持
つ
問
題
性
を
広
く
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
語
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
語（
お
よ
び
日
本
語
）
と
の
雰
囲
気
の
相
違
の
み
な
ら
ず
、

そ
も
そ
も
小
説
と
そ
の
翻
案
・
舞
台
化
と
の
相
違
、
す
な
わ
ち「
読
ま
れ
る
」

こ
と
で「
内
的
な
イ
メ
ー
ジ
」
を
喚
起
す
る
小
説
言
語
と
、「
語
ら
れ
・
聞
か
れ
・

見
ら
れ
る
」
こ
と
で「
現
前
」
の
存
在
感
を
訴
え
る
演
劇
言
語
と
の
相
違
、
つ

ま
り
言
葉
の「
意
味
」に
対
す
る「
知
覚
の
身
体
性
」
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的

機
能
の
本
質
的
な
違
い
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
回

の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
作
品
の
上
演
は
、
現
代
演
劇
に
お
け
る
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界

を
横
断
す
る
試
み
へ
の
考
察
を
誘
因
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、「
良
い
舞
台
」

で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

長
編
小
説『
伐
採
』
の
内
容
は
、
ウ
ィ
ー
ン
に
住
む
音
楽
家
夫
妻
ア
ウ
ア
ー

ス
ベ
ル
ク
家
で
の
、
共
通
の
友
人
の
葬
式
後
と
い
う
設
定
で
、
ブ
ル
ク
劇
場
の
有

名
な
男
性
俳
優
が
主
賓
と
な
っ
て
の「
芸
術
家
の
晩
餐
会
」
と
い
う
趣
向
で
あ

る
。
前
半
で
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
自
身
と
お
ぼ
し
き
主
人
公
の「
私
」
が
、
玄
関
入

ト
ーマス・ベルンハル
ト
の『
伐
採
』と

ク
リ
ス
チ
アン・ル
パ
の
演
出

二
〇
十
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

三
十
三
号

寺
尾 

格

成
し
た
成
果
を
売
り
物
に
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
の
作
品
の
テ
ー
マ

で
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
職
業
に
対
し
て
い
え
る
こ
と
で
す
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
も
同

じ
こ
と
を
、「
神
聖
な
芸
術
家
」
と「
売
春
婦
と
し
て
の
芸
術
家
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
問
題
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
芝
居
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
ホ
ス
ト
の
妻
と
、（
客
人
の
一
人
で
あ
っ

た
）ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
本
人
と
の
対
話
で
終
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
妻
は「
こ
こ
で
今
夜

見
た
こ
と
は
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
。
し
か
し
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
実
際

に
そ
れ
を
書
い
て
い
ま
す
よ
ね
。
リ
ハ
ー
サ
ル
で
ル
パ
は
、こ
の
シ
ー
ン
に
つ
い
て「
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
は
こ
の
世
界
の
外
側
に
い
る
よ
う
に
存
在
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

彼
も
芸
術
家
た
ち
の
サ
ロ
ン
の
一
員
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
自
ら
身
を
売
る
よ
う

な
こ
と
は
し
ま
い
と
意
識
し
て
い
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
彼
が
特
別
優
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
多
少
は
ま
し
だ
と
い
う
だ
け
で
す
が
。

鴻
―
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
屋
敷
を
去
り
、
歩
い
て
い
く
場
面
の
演
出
は
う
ま
い
で

す
ね
。
あ
の
終
わ
り
か
た
は
と
て
も
美
し
か
っ
た
。

ル
ツ
キ
―
初
め
て
リ
ハ
ー
サ
ル
で
観
た
と
き
は
、
い
い
芝
居
だ
と
は
思
わ
な
か
っ

た
ん
で
す
。
私
自
身
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
や
カ
ン
ト
ル
に
学
ん
で
き
ま
し
た
か
ら
、

文
学
を
舞
台
化
す
る
の
は
演
劇
じ
ゃ
な
い
、
演
劇
は
自
立
す
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ル
パ
は
こ
の『
伐
採
』
を
文
学
で
終
わ
ら
せ
て
し
ま
っ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
か
と
。
で
も
、
今
は
違
い
ま
す
。
複
雑
な
状
況
を
前
に
ど
こ
へ
向
か
え

ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
で
い
る
芸
術
家
の
姿
が
、
あ
の
結
末
に
は
見
事
に
表
現

さ
れ
て
い
る
。
で
す
か
ら
私
も
、
鴻
先
生
の
ご
意
見
に
大
い
に
賛
成
し
ま
す
。

※
1
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
・
ヴ
ィ
ト
キ
ェ
ヴ
ィ
チ（
一
八
八
五
―
一
九
三
九
）

―
画
家
、
写
真
家
、
小
説
家
、

劇
作
家
、
芸
術
理
論
家
。
ヴ
ィ
ト
カ
ッ
ツ
ィ
は
筆
名
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
前
衛
芸
術
の
先
駆
者
で
、
純
粋
形

式
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
を
提
唱
し
、
不
条
理
劇
の
完
成
に
取
り
組
ん
だ
。
ロ
シ
ア
革
命
を
目
撃
し
、
共
産
主

義
の
必
然
と
脅
威
を
体
験
、
ソ
連
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
に
際
し
て
自
殺
。

※
2『
野
鴨
』

―
『
野
鴨
』で
は
、
十
三
歳
の
少
女
の
自
殺
へ
の
道
程
が
描
か
れ
、「
食
卓
の
13
人
目
」

と
い
う
台
詞
も
印
象
的
に
用
い
ら
れ
る
。
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個
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
位
相
を
並
列
さ
せ
つ
つ
、
し
か
し
そ
の
相
違
は
語
り

手
の
内
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
集
約
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
語
り
手
自
身
の
抑

圧
構
造
は
内
向
化
し
、
よ
り
潜
在
化
さ
れ
る
。
そ
れ
を
心
の
声
と
し
て
顕
在

化
さ
せ
る
の
が
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
特
有
の
自
虐
的
な
文
体
で
あ
る
。

他
方
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
劇
作
品
の
特
徴
は
、
複
数
の
俳
優
が
舞
台
上
に
存

在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
語
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
一
人
だ
け
の
長
弁
舌 (Suada) 

が
続
く
。
小
説
に
お
け
る
内
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
と
、
表
面
的
に
見
れ
ば
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
演
劇
に
お
け
る「
語

り
手
」
の
存
在
が
、
内
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
場
合
と
本
質
的
に
異
な
る
の
は
、
必

ず
同
時
に
舞
台
上
の「
聞
き
手
」、
さ
ら
に
は
観
客
と
い
う「
聞
き
手（
見

手
？
）」
と
共
に
現
実
化
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
語
り
の「
受
け
手
」の
二
重
の
存

在
は
、
従
っ
て
、
語
り
手
の
内
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
完
全
に
回
収
し
つ
く
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
演
劇
の「
上
演
」
を
構
成
す
る
際
の
最
も
本
質
的
と

も
言
え
る「
現
前
」の
効
果
で
あ
る
。

語
り
手
の
み
な
ら
ず
、
聞
き
手
も
ま
た
舞
台
上（
と
観
客
席
）
に「
現
前
」

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ひ
た
す
ら
語
り
続
け
る
人
物
は
、
ひ
た
す
ら
耳
を
傾

け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
聞
き
手
に
対
し
て
、
沈
黙
を
強
い
る
抑
圧
者
と
し

て
存
在
す
る
。
と
同
時
に
、
語
り
手
の
強
迫
観
念
も
ま
た
、
お
の
ず
と
明
ら

か
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
あ
た
り
は
大
学
の
教
壇
に
立
つ
身
と
し
て
は
痛

い
所
だ
ろ
う
が
、
黙
っ
て
聞
い
て
い
る
者
も
、
黙
っ
て
聞
い
て
い
る
と
い
う
事
実

を
示
す
存
在
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
り
手
を
実
は
裏
側
か
ら
支
配
し
て
い

る
。
つ
ま
り
語
り
に
よ
っ
て
相
手
を
抑
圧
し
て
い
る
側
も
ま
た
、
抑
圧
さ
れ
て

い
る
側
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
沈
黙
を
強
い
ら
れ
た
側
も
、
自

ら
の
存
在
を
通
し
て
、
沈
黙
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
沈
黙
を
強
い
た
側
を
無
言
の
中
で
告
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

よ
う
な
相
互
的
な
関
係
性
を
、
言
葉
の
論
理
と
は
別
の
次
元
で
提
示
す
る
の

が
、
演
劇
的
な「
現
前
」で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
原
理
的
な
相
違
を
確
認
し
た
う
え
で
、
今
回
の
ル
パ
演
出
に

目
を
向
け
て
み
た
い
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
は
全
く
理
解
不
能

で
あ
り
、
ま
た
字
幕
を
通
し
て
の
一
回
限
り
の
観
劇
で
あ
っ
た
た
め
に
、
翻
案

の
細
か
な
部
分
に
関
し
て
は
言
及
す
る
資
格
が
評
者
に
は
な
い
。
全
体
的
な
印

象
評
価
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
が
、
た
だ
し
大
き
な
流
れ
は
原
作
の

小
説
の
展
開
に
沿
っ
て
い
た
の
で
、
小
説
と
の
相
違
も
比
較
的
良
好
に
理
解
で

き
た
。
第
一
部
が
ブ
ル
ク
劇
場
の
俳
優
を
待
つ
場
面
で
、
休
憩
後
の
第
二
部
が

俳
優
を
主
賓
と
す
る
晩
餐
会
の
場
面
と
な
る
の
は
、
小
説
の
構
成
と
全
く
同

じ
だ
が
、
翻
案
に
あ
た
っ
て
の
演
出
家
の
工
夫
は
数
多
く
あ
る
。
重
要
な
相
違

は
、
映
像
処
理
、
自
殺
し
た
ヨ
ア
ナ
の
扱
い
、
そ
し
て
俳
優
の
語
り
に
対
す
る

距
離
感
の
造
形
の
仕
方
で
あ
ろ
う
。

最
初
に
観
客
が
席
に
座
り
つ
つ
あ
る
間
に
、
す
で
に
舞
台
正
面
に
は
自
殺
し

た
ヨ
ア
ナ
の
大
き
な
映
像
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
故
ヨ
ア
ナ
が
ブ
ル
ク
劇
場
の

り
口
の
部
屋
に
置
か
れ
た
安
楽
椅
子
に
ひ
と
り
で
座
り
、
奥
の
音
楽
室
で
主
賓

を
待
ち
な
が
ら
歓
談
し
て
い
る
主
人
や
客
た
ち
へ
の
悪
口
を
、
自
虐
的
な
回
想

を
交
え
て
つ
ぶ
や
き
続
け
る
。
後
半
、俳
優
が
到
着
し
て
か
ら
の
晩
餐
会
の
テ
ー

ブ
ル
で
も
、
や
は
り
居
並
ぶ「
芸
術
家
た
ち
」へ
の
辛
辣
な
コ
メ
ン
ト
が
延
々
と

続
く
。

小
説
の
背
景
と
な
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
伝
記
的
な
事
実
だ
が
、
十
八
歳
で
肋

膜
炎
に
か
か
っ
た
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
終
油
の
秘
跡
を
受
け
る
ほ
ど
の
悪
化
を
経

て
、
療
養
の
過
程
で
結
核
に
か
か
っ
て
し
ま
う
。
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
祖
父
の
死
の

知
ら
せ
を
聞
き
、
さ
ら
に
一
年
後
に
母
も
死
ぬ
。
そ
の
後
、
新
聞
記
者
な
ど
を

経
て
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
音
楽
大
学
に
入
り
、
一
九
五
七
年
に
ブ
レ
ヒ
ト
と
ア
ン

ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
を
比
較
し
て
論
じ
た
卒
業
論
文
で
卒
業
。
私
家
版
の
詩
集

を
出
し
た
も
の
の
、
ま
だ
お
先
真
っ
暗
な
修
業
時
代
に
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
現
れ
た

の
が
、
音
楽
家
の
ラ
ン
バ
ー
ス
ベ
ル
ク
夫
妻
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、

ケ
ル
ン
テ
ン
州
、
マ
リ
ア
・
ツ
ァ
ー
ル
に
あ
る
ラ
ン
バ
ー
ス
ベ
ル
ク
夫
妻
の
屋
敷
に

居
候
を
三
年
間
も
続
け
て
、
夫
妻
の
膨
大
な
蔵
書
を
読
ん
だ
り
、
大
勢
の
芸

術
家
た
ち
と
休
暇
を
共
に
過
ご
し
た
り
、親
し
く
付
き
合
う
こ
と
に
な
る
。『
伐

採
』
の
晩
餐
会
に
集
ま
っ
た
芸
術
家
た
ち
へ
の
批
判
的
な
言
辞
は
、
そ
の
ま
ま

で
三
十
年
前
の
、
自
分
の
修
業
時
代
の
自
分
と
彼
ら
と
の
関
わ
り
へ
の
批
判

的
、
自
虐
的
な
回
想
へ
と
つ
な
が
る
の
が
、
小
説
全
体
の
通
奏
低
音
で
あ
る
。

さ
て
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説
の
多
く
は
、
主
人
公
の
内
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
堆

積
で
あ
る
。
そ
こ
で
は「
…
と
私
は
思
っ
た
」
と
い
う
主
人
公
の
心
の
声
の
直
接

引
用
が
、
地
の
文
の
中
に
コ
ン
マ
の
多
用
と
共
に
示
さ
れ
る
。
同
時
に
他
者
の

語
り
も
ま
た
、「
…
と
彼
／
彼
女
は
言
っ
た
」
と
い
う
形
で
、
た
だ
し
主
人
公
の

心
の
声
と
し
て
表
明
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
部
分
を
実
際
の
そ

れ
ぞ
れ
の
語
り
手
に
引
き
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
で
舞
台
へ
の
翻
案
が

一
応
は
可
能
で
あ
る
。
小
説
と
舞
台
作
品
と
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
そ
う
に
見
え
る

の
だ
が
、
し
か
し
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
自
身
が
小
説
と
舞
台
作
品
と
を
厳
密
に
区
別
し

て
い
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
演
出
家
の
ル
パ
自
身
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、『
石
灰
工
場
』の
舞
台
化
の
意
図
を
ベ
ル
ン

ハ
ル
ト
本
人
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
丁
寧
だ
が
断
固
た
る
拒
否（
!
）
の
答
え

が
返
っ
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
演
出
家
の
ル
パ
に
よ
る
舞
台
へ
の
翻
案
は
、

作
者
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
死
後
に
初
め
て
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
昨

年
の
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
演
劇
祭
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
劇
団
に
よ
る『
ヘ
ル

デ
ン
プ
ラ
ッ
ツ（
英
雄
広
場
）』の
上
演
が
行
わ
れ
て
、
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
揺

れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
文
脈
の
中
で
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
作
品
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

が
評
価
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

内
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
統
合
さ
れ
た
小
説
の
イ
メ
ー
ジ
世
界
と
、
語
り
手
を
俳

優
身
体
に
分
割
さ
せ
た
演
劇
世
界
と
は
、
も
ち
ろ
ん
語
ら
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
位

相
が
全
く
異
な
る
。
小
説
の
イ
メ
ー
ジ
世
界
で
は
、「
…
と
私
は
思
っ
た
」
と
い

う
一
人
称
的
視
点
と
、「
…
と
彼
は
言
っ
た
」
と
い
う
三
人
称
的
視
点
と
は
、
別
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る
が
、
そ
の
よ
う
な「
と
ま
ど
い
」
こ
そ
が
、
実
は
演
出
意
図
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
う
に
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
き
な「
と
ま
ど
い
」
は
、
常
に
舞
台
袖
に「
現
前
」
す
る
主
人
公
の

存
在
と
、「
語
り
」
の
主
体
の
混
乱
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
間
断

な
く
聞
こ
え
る
正
体
不
明
の
う
め
き
声（
？
）の
よ
う
な
音
声
の
挿
入
で
あ
る
。

上
演
後
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
あ
れ
は
二
階
席
で
見
て
い
る
ル
パ
本
人
の
マ
イ
ク

音
声
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
、
深
く
納
得
し
た
。
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
意
味
で
の

舞
台
の
ロ
ゴ
ス
的
な
身
体
性
を
欠
落
さ
せ
、
メ
デ
ィ
ア
化
さ
れ
た「
声
」の
身
体

感
覚
に
よ
っ
て
、
逆
説
的
に「
現
前
」
を
強
調
し
た
の
が
、
今
回
の
ル
パ
に
よ
る

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
舞
台
で
あ
ろ
う
。

同
じ
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
出
家
カ
ン
ト
ー
ル
に
よ
る『
死
の
教
室
』の
舞
台
に
お

い
て
も
、
カ
ン
ト
ー
ル
自
身
が
舞
台
端
に
ず
っ
と
、
沈
黙
し
た
ま
ま
で
立
ち
尽

く
し
て
い
た
と
は
、
荒
川
宗
春
氏
の
ご
指
摘
で
あ
る
。
俳
優
た
ち
の
、
間
の
多

い
、
沈
黙
が
ち
の
ボ
ソ
ボ
ソ
と
し
た
語
り
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
雰
囲
気
も
あ

る
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
饒
舌
な「
罵
倒
」
と
は
か
な
り
異

な
っ
た
ス
ラ
ヴ
的
な
、
あ
る
い
は
チ
ェ
ー
ホ
フ
的
な
印
象
を
す
ら
強
く
感
じ
た
の

は
、
た
ぶ
ん
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

池
袋　

東
京
芸
術
劇
場　
二
〇一六
年
十
月
二
十一日
～
二
十
三
日

俳
優
の
た
め
に「
歩
き
方
」
を
指
導
す
る
予
定
だ
っ
た
の
だ
が
、
誰
も
俳
優
が

来
な
か
っ
た
事
態
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
ヨ
ア
ナ
が
質
問
に

淡
々
と
答
え
つ
つ
、
心
理
的
に
も
、
経
歴
と
し
て
も
、
大
き
く
傷
つ
い
た
様
子

は
、
小
説
で
は
主
人
公
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
と
し
て
説
明
的
、
懐
古
的
に
語
ら
れ
る

の
だ
が
、
そ
れ
を
演
出
家
の
ル
パ
は
、
ヨ
ア
ナ
自
身
の
直
接
の
言
葉
に
変
換
し

て
、映
像
化
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、ヨ
ア
ナ
の
自
殺
の
原
因
を
明
示
化
せ
ず
、

遠
因
と
し
て
暗
示
し
て
い
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
同
様
に
葬
式
に
関
わ
る
場
面

な
ど
、
舞
台
と
の
距
離
感
の
処
理
に
映
像
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
特
に
目
新

し
く
は
な
い
の
だ
が
、
か
な
り
効
果
的
に
原
作
と
の
相
違
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
よ
る
過
去
の
回
想
の
映
像
は
、
例
え
ば
若
き

日
の
ヨ
ア
ナ
と
の
演
劇
の
練
習
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
ヨ
ア
ナ
の
乱
雑
な
部
屋

へ
の
最
後
の
訪
問
な
ど
の
よ
う
な
舞
台
上
で
の
提
示
と「
並
列
」
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
映
像
に
よ
る
強
制
的
な
二
次
元
化
へ
の
距
離
感
が
生

ま
れ
る
。
つ
ま
り
映
像
化
の
故
に
、
現
実
の
三
次
元
の
舞
台
上
へ
の
ヨ
ア
ナ
の

登
場
は
、
過
去
の
記
憶
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
的
な
相
違
を
感
覚
的
に
提
示
す
る

演
劇
的
効
果
を
産
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
頂
点
が
、
ヨ
ア
ナ
の
好
ん
で
い

た
ボ
レ
ロ
の
レ
コ
ー
ド
を
聞
く
場
面
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
亡
く
な
っ
た
ヨ
ア
ナ
を

偲
び
な
が
ら
ボ
レ
ロ
を
聞
い
て
い
る
人
々
の
前
に
、
亡
霊
と
し
て
の
ヨ
ア
ナ
が
現

れ
る
。
過
去
の「
現
前
」
に
対
す
る
、
こ
の
よ
う
に
多
重
的
な
処
理
を
舞
台
化

す
る
手
際
が
、
ル
パ
演
出
に
よ
る
舞
台
表
現
の
主
調
と
思
わ
れ
る
。

小
説
の
基
本
的
な
構
成
は
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
お
ぼ
し
き
主
人
公
が
、
目
の
前

の
客
た
ち
に
対
す
る
語
り
、
お
よ
び
客
た
ち
の
発
言
の
引
用
と
そ
の
引
用
に
対

す
る
語
り
、
さ
ら
に
過
去
の
出
来
事
へ
の
連
想
と
、
そ
の
連
想
に
対
す
る
語
り

と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
語
り
の
連
鎖
で
あ
る
。
語
り
と
、
そ
の

語
り
に
対
す
る
メ
タ
レ
ベ
ル
で
の
語
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
の
レ
ベ
ル
で
の
語
り
と
い

う
、
多
重
な
メ
タ
性
を
主
人
公
ひ
と
り
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
世
界
に
凝
縮
さ
せ
た
の

が
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
散
文
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ル
パ
の
演
出
舞
台
で
は
、
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
へ
の
凝
縮
を
、
一
方
で
は
各
俳
優
に
振
り
分
け
た
語
り

に
よ
っ
て
分
散
化
し
、
平
板
化
す
る
と
と
も
に
、
し
か
し
他
方
で
は
、
主
人
公

と
思
し
き
人
物
を
左
の
舞
台
袖
に
常
に
座
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
演
劇
的
な

「
現
前
」
を
強
調
し
た
舞
台
へ
と
変
換
し
て
い
る
。

ル
パ
演
出
の
舞
台
で
は
、
あ
え
て
語
り
を
平
板
化
す
る
こ
と
に
意
を
注
い
で
い

る
よ
う
に
す
ら
思
え
た
。
饒
舌
な
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
対
し
て
、
む
し
ろ
断
片
的
な

沈
黙
を
も
許
容
す
る
舞
台
化
の
工
夫
の
ひ
と
つ
が
上
述
の
映
像
化
処
理
で
あ

り
、
も
う
ひ
と
つ
が
マ
イ
ク
の
使
用
で
あ
る
。
登
場
人
物
は
い
ず
れ
も
ヘ
ッ
ド
マ

イ
ク
を
セ
ッ
ト
さ
れ
て
語
っ
て
い
た
。
野
外
オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
も
な
い
限

り
、
ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
で
の
舞
台
上
で
の
マ
イ
ク
使
用
は
例
外
的
な
事
態
で
あ

ろ
う
。
ま
た
登
場
人
物
た
ち
は
横
に
並
ん
で
長
く
座
り
、
非
常
に
動
き
の
少
な

い
会
話
が
続
く
。
し
か
も
字
幕
を
見
る
必
要
も
あ
る
の
で
、
し
ば
し
ば「
誰
が
」

語
っ
て
い
る
の
か
が
不
分
明
に
な
る
た
め
に
、
最
初
は
少
々
と
ま
ど
っ
た
の
で
あ
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う
し
て
も
そ
こ
か
ら
治
癒
で
き
な
い
。
最
初
に『
石
灰
工
場）

4
（

』の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

訳
を
読
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
の
後
原
書
で
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
全
集
を
手
に
入
れ
、
そ

れ
以
来
ず
っ
と
読
み
続
け
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説
に
は
一
人
称

の
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
主
と
い
う
か
、「
語
り
」
を
考
え
る
上
で
鍵
に
な
る
人
物
が
い
ま

す
。
そ
の
人
物
の
抑
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
的
な
独
白
、
そ
れ
を
俳
優
の
台

詞
に
変
え
て
い
く
。
だ
か
ら
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
俳
優
に
新
し
い
可
能
性

を
与
え
て
く
れ
る
作
家
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
的
な
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
の
付
き
合
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
と
、『
石
灰
工
場
』に
魅
了
さ
れ
ま
し
て
、
早
速
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
手
紙
を
書
き

ま
し
た
。
一
九
八
八
年
の
こ
と
で
す
。
た
ぶ
ん
そ
の
手
紙
は
熱
に
浮
か
さ
れ
た

病
人
が
書
い
た
よ
う
な
文
面
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
最
後
の
と

こ
ろ
で『
石
灰
工
場
』
を
舞
台
化
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
答
え
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
し
た
。
彼
が
言
う
に
は
、
自
分
の
作

品
の
戯
曲
化
は
自
分
で
や
る
、
と
。
い
い
戯
曲
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
か
ら
、

演
劇
人
は
そ
ち
ら
に
手
を
伸
ば
し
て
下
さ
い
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

初
見
―
先
日
ベ
ル
リ
ン
の
シ
ャ
ウ
ビ
ュ
ー
ネ
で『
石
灰
工
場
』の
プ
ロ
イ
ス
演
出）

5
（

を
見
た
と
き
、
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
戯
曲
を
舞
台
に
載
せ
る
と
い

う
の
は
、
演
出
家
に
デ
ィ
テ
ー
ル
を
任
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
の
で
す

が
、
小
説
作
品
を
舞
台
に
載
せ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
プ
ロ
イ
ス
版『
石

灰
工
場
』
を
見
た
と
き
若
干
疑
問
に
感
じ
ま
し
た
。『
石
灰
工
場
』の
原
作
で
は
、

コ
ン
ラ
ー
ト
の
語
り
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
証
言
と
い
う
形
で
間
接
的
に
再
現

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
ラ
ー
ト
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
、
読
者
が
想
像

を
め
ぐ
ら
せ
る
余
地
が
あ
る
。『
石
灰
工
場
』
の
舞
台
化
は
一
人
芝
居
だ
っ
た
の

で
す
が
、
演
劇
と
し
て
役
者
を
割
り
当
て
る
と
、
あ
る
定
ま
っ
た
声
に
限
定
さ

れ
、
観
客
の
想
像
力
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
。
ル
パ
さ
ん
は
最

初
に『
石
灰
工
場
』
の
舞
台
化
を
考
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
戯
曲
を

や
っ
て
く
れ
と
い
う
の
が
彼
の
答
え
だ
っ
た
。
な
ぜ
戯
曲
で
は
な
く
、
小
説
作
品

の
舞
台
化
を
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ル
パ
―
ま
ず
、『
石
灰
工
場
』
が
私
に
と
っ
て
の
最
初
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
作
品
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
作
品
を
読
ん
だ
感
動
を
創
作
活
動
の
刺
激
に
し
た
い

と
思
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、
私
は
こ
の
時
期
、
戯
曲
を

上
演
す
る
と
い
う
こ
と
が
好
き
で
は
な
く
、
幅
広
い
視
点
か
ら
小
説
作
品
を

上
演
す
る
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た）

6
（

。
そ
の
方
が
不
可
能
な
こ
と
を
可

能
に
す
る
と
い
う
課
題
を
私
た
ち
に
突
き
つ
け
て
く
る
か
ら
で
す
。
そ
の
後
の

一
九
九
二
年
に『
石
灰
工
場
』
を
翻
案
・
演
出
し
て
、
私
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説

の
戯
曲
化
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
の
流
れ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
と
、
私
が
手
紙
を
書
い
た
一
年
後
の

一
九
八
九
年
に
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
彼
の
弟
で
、
著
作
権

継
承
者
の
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ァ
ビ
ア
ン
と
い
う
人
に
連
絡
を
と
り
ま
し
た）

7
（

。
今
は
親

友
と
言
っ
て
い
い
よ
う
な
間
柄
で
す
。
結
果
と
し
て
現
在
、
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
家
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト（
一
九
三
一‐一
九
八
九
）
は
、

あ
た
か
も
読
者
に「
感
染
」
す
る
よ
う
な
偏
執
狂
的
な
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
作

品
が
進
展
す
る
と
い
う
独
特
な
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
た
こ
と
で
、
戦
後
文
学
史

に
不
動
の
地
位
を
築
い
た
作
家
で
あ
る
。
昨
年
代
表
作『
消
去
』の
新
装
版
が

み
す
ず
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
他
、
松
籟
社
か
ら
自
伝
五
部
作
の
刊
行
も
始

ま
っ
て
お
り
、
国
内
に
お
い
て
も
徐
々
に
読
者
層
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
作
品
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
の
一
環
と
し
て
、

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
一
日
―
二
三
日
、
東
京
芸
術
劇
場
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
で
上
演

さ
れ
た
。
演
出
し
た
の
は
、現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
演
出
家
、ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
ル
パ
で
あ
る
。
ム
ー
ジ
ル
や
ブ
ロ
ッ
ホ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
等
、
長
編
小
説

の
舞
台
化
を
得
意
と
す
る
こ
と
か
ら
、「
翻
案
の
巨
匠
」
と
も
呼
ば
れ
る
ル
パ
で

あ
る
が
、
中
で
も
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
本
領
と
言
っ
て
よ
い
（
１
）。

今
回
上
演
さ
れ
た『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
も
ま
た
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

の
長
編
小
説『
伐
採
』
を
原
作
と
す
る）

2
（

。
戦
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
実
在
の
芸
術

家
た
ち
を
モ
デ
ル
に
し
た
愛
憎
劇
を
、
ル
パ
は
芸
術
の
自
律
性
を
め
ぐ
る
寓
話

に
仕
立
て
上
げ
た
。
終
演
後
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
芸
術
の
自
由
を
求

め
る
ス
ピ
ー
チ
が
な
さ
れ）

3
（

、
舞
台
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
大
き
く
印
象
づ
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
一
〇
月
一
九
日
、
東
京
芸
術
劇
場
会
議
室
に
て
行
わ
れ
た
。

聞
き
手
は
初
見
基
と
飯
島
雄
太
郎
、
通
訳
は
久
山
宏
一（
ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報

文
化
セ
ン
タ
ー
）
が
担
当
し
た
。

飯
島
―
本
日
は
ル
パ
さ
ん
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
観
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
、
こ
こ
に
来

ま
し
た
。

ル
パ
―
ま
ず
、一
言
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
ト
ー
マ
ス・

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
病
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
患
者
の
一
人
で
す
。
ど

ベルンハル
ト
の
小
説
を
舞
台
に
か
け
る

二
〇
一七
年
三
月
一
日
発
行 

三
月
号

編
集
・解
説　

飯
島
雄
太
郎

―
ク
リ
ス
チャン・ル
パへ
の
イ
ン
タ
ビュー
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体
化
を
促
す
胚
子
と
い
い
ま
す
か
、
出
発
点
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
。
文
学
と
し

て
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
が
舞
台
の
上
に
あ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
出

来
事
で
す
。
そ
の
二
つ
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
具
体
化
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
必
要

と
さ
れ
る
。
彼
の
作
品
ほ
ど
そ
れ
を
促
し
て
く
れ
る
作
品
は
な
い
、
と
い
う
の

が
私
の
考
え
で
す
。

も
う
一
つ
、『
伐
採
』
の
場
合
に
は
別
の
状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
れ
が

モ
デ
ル
小
説
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
実
在
の
文
学
者
を
モ
デ
ル
と
す
る

人
物
た
ち）

14
（

が
出
会
い
、
か
つ
て
同
僚
で
あ
っ
た
人
々
の
間
で
葛
藤
が
生
ま
れ
る
と

い
う
状
況
を
題
材
に
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
小
説
を
舞
台
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、

彼
ら
が
現
実
に
ど
う
い
う
人
物
で
、
ど
う
い
う
世
界
観
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
調
べ
て
い
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
私
は
、
こ
の
現
実
、
こ
の
モ
デ

ル
の
部
分
を
調
べ
、
舞
台
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
作
品
に

出
て
く
る
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
的
な
人
物
と
、
血
と
肉
の
通
っ
た
現
実
の
人
物
の
間

の
対
話
を
舞
台
の
上
に
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

飯
島

―
原
作
は
戦
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
芸
術
家
た
ち
の
狭
い
人
間
関
係
を

扱
っ
た
話
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
台
本
を
読
み
、
そ
う
し
た
ロ
ー
カ
ル
性
が

払
拭
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

ル
パ
―
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
か
ら
始
ま

る
の
だ
け
れ
ど
も
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
な
か
に
普
遍
的
な
モ
チ
ー
フ
が

あ
る
。
か
つ
て
の
友
人
た
ち
が
自
分
を
芸
術
家
と
し
て
生
ん
で
く
れ
た
、
と
ベ
ル

活
動
し
て
い
る
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
基
金
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す）

8
（

。
皆
さ

ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
自
身
の
作
品
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
国
内
で
の
上
演
、
出
版
を
禁
じ
る
遺
書
を
書
き
ま
し
た
け
れ
ど
も）

9
（

、
そ
の
遺

書
の
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
る
八
人
の
う
ち
の
一
人
に
私
は
選
ば
れ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
劇
作
家
と
し
て
の
仕
事
も
取
り
上
げ
る
に

値
す
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、そ
の
後
、彼
の
戯
曲
も
上
演
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

も
っ
と
刺
激
が
つ
よ
い
の
が
、
私
に
と
っ
て
は
散
文
で
す）

10
（

。

先
ほ
ど
一
人
称
の
語
り
と
言
い
ま
し
た
が
、『
石
灰
工
場
』
と
い
う
作
品
に
は

中
心
に
な
っ
て
く
る
人
物
、
つ
ま
り
一
人
称
の
語
り
手
で
あ
る
コ
ン
ラ
ー
ト
は
直

接
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
証
言
者
、
目
撃
者
の
声
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
作
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
中
心
に
い
る
人
物
に
隔
靴
掻
痒
の
感
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
ま
さ
に
真
実
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
つ

ま
り
、
い
ろ
ん
な
声
、
あ
る
い
は
い
ろ
ん
な
人
物
の
組
み
合
わ
せ
の
な
か
か
ら
一

人
の
人
物
、
非
常
に
秘
密
め
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
真
実
め
い
た
人
物
の

姿
が
見
え
て
く
る
素
晴
ら
し
い
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
覧
に
な
っ

た
プ
ロ
イ
ス
版
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
上
演
だ
っ
た
か
私
は
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
。

飯
島

―
翻
案
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、
ル
パ
さ
ん
は
戯
曲
を
上

演
さ
れ
た
際
に
も
か
な
り
独
特
な
改
変
を
な
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
今
回
の

『
伐
採
』
の
台
本
も
か
な
り
改
変
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
ご
自
身
で
読
み
、
場
合
に
よ
っ

て
は
書
き
加
え
る
、
そ
う
い
っ
た
翻
案
作
業
が
ル
パ
さ
ん
の
創
作
に
と
っ
て
ど
う

い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

ル
パ
―
『
石
灰
工
場
』
に
つ
い
て
言
い
ま
す
と
、
演
出
す
る
と
い
う
の
は
こ
れ

自
体
、
一
つ
の
有
機
的
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
作
品
の

内
部
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
作
品
の
な
か
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
の

が
、
や
が
て
だ
ん
だ
ん
と
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
亡
く
な
っ

た
作
家
に
代
わ
っ
て
そ
の
作
品
を
書
き
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
始
ま
っ
て
き
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
私
の
体
内
に
入
っ
て
く
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
魂
、
あ
る

い
は
亡
霊
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
も
の
に
導
か
れ
て
、
語
り

を
新
た
に
作
り
あ
げ
て
い
く
。
そ
し
て
完
全
に
作
者
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す

る
結
果
、
付
け
加
え
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
付
け
加
え
の
部
分
の
こ
と
を
、

ア
ポ
ク
リ
フ
と
私
は
呼
ん
で
い
ま
す）

12
（

。

ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
病
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
病
の
結
果
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
と
い
う
風
に
感
じ
て
い
ま
す
。
一
つ
例

を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
今
回
上
演
す
る『
伐
採
』
と
い
う
小
説
の
な
か
で
、

パ
ー
テ
ィ
ー
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
た
い
へ
ん
興
味
深
い
話
を
し
て
い
た
と
い
う
風

に
仮
に
書
い
て
あ
っ
た
と
す
る
と
、
こ
れ
を
舞
台
の
上
の
現
実
に
変
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
会
話
が
あ
っ
た
の
か
、
何
に
つ
い
て
話
さ
れ
て
い

た
の
か
、
誰
が
話
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
具
体
化
を
と
も
な
う
プ
ロ
セ
ス
で
す）

13
（

。

で
す
か
ら
、
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説
と
い
う
の
は
一
言
で
言
っ
て
、
具

Photo: Jun Ishikawa
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す）
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（

。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
本
当
に
命
の
あ
る
芝
居
は
で
き
な
い
。

裏
切
り
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
忠
実
な
裏
切
り
」
と
い
う
言
葉
を
使

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
忠
実
と
は
一
体
何
か
。
自
分
が
魅
了
さ
れ
た
テ
ク
ス

ト
そ
の
も
の
の
魅
力
に
対
し
て
最
後
ま
で
忠
実
で
あ
る
人
間
、
こ
の
感
動
に
忠

実
な
人
間
の
こ
と
を「
忠
実
な
」
と
い
う
言
葉
で
呼
び
た
い
。
テ
ク
ス
ト
と
い
う

も
の
は
あ
る
意
味
で
輪
廻
転
生
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
輪
廻
転
生
の
根
っ

こ
に
あ
る
も
の
が
作
品
に
対
す
る
魅
惑
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
な
ぜ

そ
の
作
品
な
の
か
、
ど
う
し
て
そ
の
作
品
を
舞
台
に
か
け
な
く
て
は
い
け
な
い
の

か
、
そ
の
一
点
に
つ
い
て
は
忠
実
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
代
わ
り
表
層
的
な

枝
葉
に
限
っ
て
は
裏
切
っ
て
も
か
ま
わ
な
い）

20
（

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

飯
島
―
一
般
的
に
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
い
え
ば
、
ミ
ザ
ン
ト
ロ
ー
プ
と
い
う
か
、
人

間
嫌
い
の
作
家
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
台
本
を
拝
読
し
て
、
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
の
ナ
イ
ー
ブ
な
胸
の
内
を
覗
き
見
る
よ
う
な
感
触
を
抱
き
ま
し
た
。

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
人
間
嫌
い
と
い
う
評
言
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
？ 

ル
パ
―
ミ
ザ
ン
ト
ロ
ー
プ
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
い
っ
た
い

ど
う
い
う
こ
と
か
。彼
の
最
大
の
小
説
で
あ
る『
消
去
』の
な
か
で
、ガ
ン
ベ
ッ
テ
ィ

と
い
う
生
徒
と
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
自
身
を
思
わ
せ
る
人
物
、
ム
ー
ラ
ウ
の
対
話
が
出

て
き
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
ム
ー
ラ
ウ
は
、「
あ
な
た
は
否
定
主
義
者
だ
」
と
ガ
ン

ベ
ッ
テ
ィ
に
言
わ
れ
た
時
に
、「
私
は
誇
張
の
詩
人
で
あ
る
」
と
い
う
答
え
方
を
す

る
わ
け
で
す
。
確
か
に
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
主
人
公
と
い
う
の
は
何
か
を
怖
が
っ
て

い
る
。
自
分
の
失
敗
を
怖
が
っ
て
い
る
。
人
と
の
葛
藤
を
怖
が
っ
て
い
る
。
結
果

と
し
て
シ
ニ
ッ
ク
な
ポ
ー
ズ
を
纏
う
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
そ
の
シ
ニ
シ
ズ

ム
を
通
し
て
、
読
者
を
し
て
物
事
の
本
質
を
捕
ま
え
さ
せ
る
、
そ
の
た
め
の
一

種
の
ツ
ー
ル
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

の
作
品
と
い
う
の
は
、
結
論
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
読
者
を
何
ら
か
の

形
で
挑
発
す
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
の
シ
ニ
シ
ズ
ム
が
読
者
の
内
面
に
重
大
な
変

化
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
と
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
間
の
対
話
、
あ
る
い
は

論
争
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
否
定
主

義
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
通
し
て
読
者
は
真
実
に
辿
り
着
く
。

よ
く
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
カ
フ
カ
が
比
較
さ
れ
ま
す
。
二
人
の
ペ
シ
ミ
ス
ト
で
あ

る
と
い
う
わ
け
で
す
。
私
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
カ
フ
カ
を

読
ん
で
い
ま
す
と
、
彼
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
自
分
の
体
が
縛
ら
れ
て
い
く
感
じ
が
す

る
。
逆
に
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
か
ら
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
攻
撃
力
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
そ
し
て
ユ
ー
モ
ア
で
す
。
攻
撃
と
い
う
の
は
、
何
一
つ
自
分
の
攻
撃
に
し

な
い
も
の
は
な
い
よ
う
な
、全
体
的
な
攻
撃
力
の
よ
う
な
も
の
。
そ
れ
を
読
ん
で
、

読
者
が
鬱
状
態
の
暗
い
気
持
ち
に
な
る
か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。

逆
に
何
か
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
か
き
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
が
大
き
な
違
い

だ
と
思
い
ま
す
。

ン
ハ
ル
ト
は
作
中
で
言
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
作
品
は
そ
う
い
っ
た
人
物
た

ち
と
の
過
去
と
現
在
を
清
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
的
な
自
殺
と
い
い
ま

す
か
、父
親
殺
し
を
行
っ
て
い
る
の
で
す）

15
（

。
そ
う
い
う
元
型
的
な
モ
チ
ー
フ
を
扱
っ

た
作
品
で
す
。ロ
ー
カ
ル
で
あ
る
の
は
お
そ
ら
く
見
か
け
に
過
ぎ
な
い
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
実
、
普
遍
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

で
は
、
こ
の
作
品
は
い
っ
た
い
何
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
か
。
芸
術
家
に
な

ろ
う
と
人
間
が
思
っ
た
と
き
、
眼
の
前
の
世
界
か
ら
は
隠
さ
れ
て
い
る
真
実
に

妥
協
す
る
こ
と
な
く
到
達
し
よ
う
と
い
う
非
常
に
大
き
な
夢
を
抱
く
け
れ
ど

も
、
や
が
て
自
分
で
当
初
の
志
を
裏
切
っ
て
い
く
。
そ
し
て
お
金
を
持
っ
て
い
る

人
、
権
力
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
自
分
の
身
を
売
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

そ
う
い
っ
た
芸
術
家
の
堕
落
、
変
形
、
そ
れ
こ
そ
が
こ
の
作
品
の
テ
ー
マ
で
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
こ
の
作
品
は
非
常
に
普
遍
的
な
作
品
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。

初
見

―
『
伐
採
』
は
私
も
非
常
に
好
き
な
作
品
で
、
翻
訳
を
提
起
し
た
こ

と
が
あ
る
け
れ
ど
も
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
翻
訳
の
場

合
に
は
ど
う
し
て
も
原
文
に
対
す
る
裏
切
り
が
必
然
的
に
伴
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

舞
台
化
の
場
合
に
な
ら
別
の
意
味
で
も
原
作
へ
の
裏
切
り
と
い
う
の
が
問
題
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
ル
パ
さ
ん
は
、
普
遍
的
で
核
心
的
な
部
分
さ

え
押
さ
え
て
い
れ
ば
成
功
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
翻
訳
の
場
合
は
裏
切
り
を

極
力
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
す
が
。

ル
パ
―
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
翻
訳
者
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
自
身
、
翻
訳
者
の
こ
と
を
憎
ん
で
い
た
。
人
殺
し
と
呼
ん
で
い
た
わ
け
で

す
ね
。
し
か
し
、
同
時
に
こ
れ
は
必
要
な
こ
と
で
も
あ
る
。
言
語
と
い
う
も
の

が
他
の
言
語
に
分
か
れ
て
い
っ
て
、
そ
し
て
世
界
中
に
流
れ
広
が
っ
て
い
く
。
あ

る
意
味
で
、
不
倫
の
子
と
い
い
ま
す
か
、
完
全
な
婚
姻
に
よ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

子
供
が
生
ま
れ
て
く
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
混
血
児
が
生
ま
れ
て
く
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
ま
さ
に
国
際
化
と
い
う
こ
と
な
の
で
す）

16
（

。

私
、
実
は
夢
の
な
か
で
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
芝
居
の
上
演
に
来
る
と
い
う
の
を
、

何
回
か
見
て
い
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
私
の
芝
居
を
見
ら
れ
る
の

を
怖
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
何
度
か
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ァ
ビ
ア
ン
と

話
し
ま
し
て
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
パ
イ
マ
ン
と
い
う
演
出
家）

17
（

を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て

い
た
か
を
聞
き
ま
し
た
。
非
常
に
縛
り
が
強
く
て
、
こ
う
い
う
風
に
し
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
と
言
っ
て
い
た
か
と
思
え
ば
、
意
外
に
自
由
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
パ
イ
マ
ン
の
芝
居
の
記
録
を
読
ん
で
い
ま

す
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
し
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
を
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
か
ら
作
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
を
抱
き
ま
し
た）

18
（

。

私
の
基
本
的
な
考
え
は
、
舞
台
と
い
う
の
は
テ
ク
ス
ト
か
ら
生
ま
れ
る
の
で

は
な
く
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
テ
ク
ス

ト
と
い
う
も
の
は
作
品
が
開
い
た
花
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
舞
台
と
い
う
も

の
は
創
作
の
根
っ
こ
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
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く
こ
と
か
ら
、
芸
術
家
た
ち
の
頽
廃
を
問
題
化
す
る
こ
と
へ
と
作
品
の
重
点
が
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
は
原
作
を
忠
実
に
再
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
原
作

の
設
定
を
元
に
創
造
さ
れ
た
別
の
作
品
と
言
っ
て
よ
い
。

（
12
）『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』で
は
ヨ
ア
ナ
の
ア
パ
ー
ト
が
こ
う
し
た
付
け
加
え
の
一
例
に
あ
た
る
。

原
作
で
は
、
ヨ
ア
ナ
の
名
は
単
に
自
殺
し
た
芸
術
家
と
し
て
言
及
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ル
パ
は

ヨ
ア
ナ
に
台
詞
を
与
え
、
芸
術
家
の
精
神
の
気
高
さ
を
象
徴
さ
せ
た
。

（
13
）原
作『
伐
採
』の
内
容
の
大
半
は
、
一
人
称
話
者
の
過
去
の
回
想
や
、
晩
餐
会
の
出
席
者
た
ち
へ
の

罵
詈
雑
言
で
占
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
彼
ら
が
客
観
的
に
見
て
ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
晩
餐
会
の
席
上
で

ど
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
作
品
を
読
む
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
。『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
は
、
出
席
者
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
に
役
者
を
割
り
振
り
、
台
詞
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
晩

餐
会
の
シ
ー
ン
に
具
体
的
な
形
象
を
与
え
た
。

（
14
）音
楽
家
の
ラ
ン
パ
ー
ス
ベ
ル
ク
夫
妻
や
、
作
家
の
ジ
ー
ニ
ー・エ
ブ
ナ
ー
、
フ
リ
ー
デ
リ
ケ・マ
イ
レ
ッ
カ
ー

等
、
実
在
の
芸
術
家
を
連
想
さ
せ
る
人
物
が
作
中
に
は
登
場
す
る
。
中
で
も
ラ
ン
パ
ー
ス
ベ
ル
ク
は
重
要
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
が
本
作
を
名
誉
毀
損
で
訴
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
芸
術
の
自
由
を
め
ぐ
る
論
争

が
巻
き
起
こ
り
、『
伐
採
』
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
史
に
名
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ン
パ
ー

ス
ベ
ル
ク
は
、
自
身
創
作
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
若
き
芸
術
家
た
ち
の
支
援
者
で
も
あ
っ
た
。
自
宅
の
ト
ー

ン
ホ
ー
フ
を
芸
術
家
た
ち
の
創
作
や
発
表
の
場
所
と
し
て
提
供
し
て
い
た
の
だ
。
ト
ー
ン
ホ
ー
フ
に
は
多
く

の
文
学
者
や
音
楽
家
が
出
入
り
し
て
い
た
が
、
他
な
ら
ぬ
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
自
身
も
そ
の
恩
恵
に
預
か
っ
た
一
人

で
あ
る
。

（
15
）駆
け
出
し
の
詩
人
だ
っ
た
若
き
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
一
九
五
七
年
ラ
ン
パ
ー
ス
ベ
ル
ク
夫
妻
と
出
会
う
。

少
な
く
と
も
出
会
っ
た
当
初
は
、
両
者
の
関
係
は
蜜
月
と
言
っ
て
よ
い
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
オ
ペ
ラ
の
共
作
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
一
九
五
八
年
に
出
版
さ
れ
た
第
二
詩
集
の
献
辞
に
お

い
て
、
ラ
ン
パ
ー
ス
ベ
ル
ク
を「
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
会
っ
た
、
た
だ
一
人
の
、
そ
し
て
真
の
友
人
」
と
激

賞
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、『
伐
採
』
と
い
う
作
品
は
単

に
友
人
た
ち
を
中
傷
す
る
目
的
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
交
友
関
係
を
回
想
す
る
こ
と
で
、

過
去
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
、
一
種
の
セ
ラ
ピ
ー
的
な
意
味
合
い
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

（
16
）ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
に
お
け
る
紹
介
者
と
し
て
の
側
面
が
ル
パ
に
は
あ
る
。『
消
去
』の
上

演
時
に
は
、
自
身
で
原
作
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
へ
の
翻
訳
も
手
が
け
て
い
る
。

（
17
）
ク
ラ
ウ
ス
・
パ
イ
マ
ン（
一
九
三
七‐）
ド
イ
ツ
の
演
出
家
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
戯
曲
の
大
半
の
初
演
を
手

が
け
た
。
一
九
八
六‐九
九
年
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
代
表
す
る
劇
場
、
ブ
ル
ク
劇
場
の
芸
術
監
督
を

つ
と
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ク
時
代
の
パ
イ
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
寺
尾
格『
ウ
ィ
ー
ン
演
劇
あ
る

い
は
ブ
ル
ク
劇
場
』論
創
社
、
二
〇
一
〇
年
を
参
照
。

（
18
）
パ
イ
マ
ン
は
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
演
出
家
と
し
て
ま
っ
さ
き
に
名
前
の
挙
が
る
存
在
で
あ
る
。
パ
イ
マ
ン
を

批
判
す
る
ル
パ
の
発
言
か
ら
は
、
自
ら
の
演
出
に
対
す
る
不
敵
な
ま
で
の
自
負
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
ル
パ
研
究
者
の
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
・
バ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
パ
イ
マ
ン
が
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
社
会
批
判
的

な
側
面
を
重
視
す
る
の
に
対
し
て
、
ル
パ
は
個
人
の
内
面
性
に
重
き
を
置
く
点
で
、
両
者
の
演
出
は
好
対

照
を
な
す
。

（
19
）
こ
の
点
は
ル
パ
独
特
の
稽
古
方
法
と
も
関
連
す
る
。
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ

ル
ク
、
ピ
ヨ
ト
ル
・
ル
ツ
キ
に
よ
れ
ば
、
ル
パ
は
、
稽
古
に
際
し
て
、
俳
優
た
ち
に
登
場
人
物
に
な
り
代
わ
っ

て
の
内
的
独
白
の
記
述
を
求
め
る
。
こ
う
し
た
内
的
独
白
に
よ
っ
て
、
役
者
は
、
役
を
自
身
の
生
と
関
連

づ
け
、
内
在
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
さ
れ
る
。

（
20
）
し
た
が
っ
て
、
原
作
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
よ
り
も
、
ル
パ
が
作
品
を
い
か
に
読
ん
だ
の
か
、
と
い

う「
読
み
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
ル
パ
の
演
出
の
眼
目
は
あ
る
。
こ
う
し
た
主
観
性
を
押
し
出
し
た
傾
向
か

ら
、
ル
パ
の
演
出
は
、
し
ば
し
ば
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の「
作
者
の
死
」
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
。

（
1
）ル
パ
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
作
品
の
上
演
は
八
作
品（『
石
灰
工
場
』（
一
九
九
二
）『
リ
ッ
タ
ー
、
デ
ー
ネ
、
フ
ォ

ス
』（
一
九
九
六
）『
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
』（
一
九
九
六
）『
消
去
』（
二
〇
〇
一
）『
山
々
の
頂
に
憩
い
あ
り
』

（
二
〇
〇
六
）『
混
乱
』（
二
〇
一
三
）『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』（
二
〇
一
四
）『
ヘ
ル
デ
ン
プ
ラ
ッ
ツ
』

（
二
〇
一
五
））
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
、
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
多
く
の
作
家
を
手
掛
け
て
き
た
ル
パ
の
中
で
も
突
出

し
た
数
字
で
あ
る
。

（
2
）『W

oodcutters 
― 
伐
採 

―
』の
原
作
は
、
一
九
八
四
年
に
発
表
さ
れ
た
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

の
長
編
小
説
で
あ
る
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
思
し
き
主
人
公
が
、
ダ
ン
サ
ー
、
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
で
あ
る
旧
友

ヨ
ア
ナ
の
葬
儀
で
、
か
つ
て
の
芸
術
家
仲
間
た
ち
と
再
会
す
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
主
人
公
は
晩

餐
会
に
招
待
さ
れ
る
の
だ
が
、そ
こ
に
は
ス
ノ
ビ
ッ
シ
ュ
な
会
話
に
興
じ
る
旧
友
た
ち
の
頽
廃
的
な
姿
が
あ
っ

た
。
主
人
公
は
隅
っ
こ
の
安
楽
椅
子
に
陣
取
り
、
内
的
独
白
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
、
毒
舌
交
じ
り
に
彼

ら
へ
の
愛
憎
半
ば
す
る
感
情
を
吐
露
す
る
。
実
在
の
人
物
を
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
か
ら
、
名
誉
毀
損
裁
判

を
起
こ
さ
れ
、
芸
術
と
司
法
を
め
ぐ
る
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）以
下
に
ス
ピ
ー
チ
の
全
文
を
引
用
す
る
。「
皆
様
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ボ
イ
ス
と
独
立
、
そ
の
自
由
が

奪
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
急
速
に
悪
化
す
る
状
況
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
府
は
司
法
制
度
か
ら
始
め
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
カ
ル
チ
ャ
ー
に
手
を
出
し
、
民

主
主
義
体
制
を
次
々
に
壊
し
て
い
き
ま
す
。
何
年
に
も
わ
た
っ
て
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
の
テ
ア
ト
ル
・
ポ
ル
ス
キ
ー

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
）
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
自
由
表
現
の
舞
台
と
し
て
、
観
客
の
視
界
を
広
め
、
思
考
に

刺
激
を
与
え
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
し
か
し
、
政
府
か
ら
新
経
営
責
任
者
が
押
し
付
け
ら
れ
た
時
点
で
、
劇

団
員
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
劇
場
の
将
来
に
絶
望
を
覚
え
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ー
ト
は
政
治
的
な
争

い
の
場
に
な
り
、
政
治
家
が
自
分
の
価
値
観
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
味
方

に
な
る
か
反
対
す
る
か
と
い
う
選
択
肢
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
私
た
ち
は「
愛
国
者
」
か「
敵
」
の
生
き
方

が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
現
実
で
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
二
〇
一
五
年
の
総
選
挙
で
難
民
排
斥
を
掲
げ
る
保
守
政
党「
法
と
正

義
」
が
政
権
与
党
と
な
っ
て
以
降
、
芸
術
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
政
府
が
介
入
す
る
事
例
が
相
次
い
で
い
る
。

『W
oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
の
制
作
元
で
あ
る
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
は
、
元
来
、
前
衛

的
か
つ
挑
発
的
な
作
品
を
多
く
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
六
年
、
政
権
の

後
押
し
の
も
と
就
任
し
た
新
監
督
ツ
ェ
ザ
リ
・
モ
ラ
フ
ス
キ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
押
し
出
し
た
演
目
へ
の

転
換
を
主
張
し
て
お
り
、
現
在
反
対
運
動
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。

（
4
）一
九
七
〇
年
発
表
の
長
編
小
説
。
自
然
科
学
者
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
妻
を
殺
し
た
咎
で
逮
捕
さ
れ
る
。

彼
は
、
人
里
離
れ
た
石
灰
工
場
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
妻
を
実
験
台
に
、
い
つ
終
わ
る
と
も
し
れ
ぬ
研
究

に
従
事
し
て
い
た
。
保
険
外
交
官
で
あ
る「
私
」
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
が
友
人
た
ち
に
語
っ
た
言
葉
を
収
集
し
、

事
件
の
真
相
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
邦
訳
に
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト『
石
灰
工
場
』（
竹
内
節
訳
）早
川
書

房
、
一
九
八
一
年
。

（
5
）フ
ィ
リ
ッ
プ・
プ
ロ
イ
ス（
一
九
七
四
―
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
演
出
家
。
プ
ロ
イ
ス
は『
石
灰
工
場
』

を
二
〇
一
四
年
、
ベ
ル
リ
ン
・
シ
ャ
ウ
ビ
ュ
ー
ネ
で
演
出
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ

の
再
演
で
あ
る
。

（
６
）文
学
作
品
の
舞
台
へ
の
翻
案
は
、
単
に
一
過
性
の
実
験
的
な
も
の
で
は
な
く
、
八
〇
年
代
後
半
以
降

の
ル
パ
の
創
作
活
動
に
一
貫
し
た
、
自
家
薬
籠
中
の
方
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ル
パ
は
小
説
と
戯
曲
の
関

係
を
刷
新
し
た
演
出
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、
ル
パ
が
自
身
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
遺
書
の
中
で
、
小
説
作
品

も
含
め
た
自
身
の
全
作
品
の
上
演
を
禁
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ル
パ
は
著
作
権
継
承
者
で
あ
る
フ
ァ
ビ
ア

ン
に
手
紙
を
書
き
、
詳
細
な
演
出
プ
ラ
ン
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、『
石
灰
工
場
』の
上
演
許
可
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。

（
8
）一
九
九
八
年
ウ
ィ
ー
ン
で
設
立
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
、
な
ら
び
に
祖
父
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ロ
イ
ム
ビ
ヒ
ラ
ー
の

遺
稿
を
管
理
し
、
両
者
の
業
績
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

（
9
）ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
遺
書
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
ど
の
よ
う
に
自
称

す
る
に
せ
よ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
境
内
部
に
お
い
て
著
作
権
の
存
続
す
る
限
り
は
、
生
前
私
自
身
が
発

表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
私
の
死
後
ど
こ
に
現
存
す
る
遺
稿
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
、
い

か
な
る
形
式
で
あ
っ
て
も
私
の
手
に
な
る
私
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
は
、
上
演
も
、
印
刷
も
、
単
に
朗
読

会
を
催
す
だ
け
で
あ
っ
て
も
し
て
は
な
ら
な
い
。」
も
っ
と
も
ル
パ
が『
石
灰
工
場
』
を
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
死
後
ま

も
な
く
上
演
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
禁
令
に
は
多
く
の
例
外
が
あ
っ
た
。

（
10
）注
釈
１
で
挙
げ
た
作
品
の
う
ち
、
実
に
半
数
の
四
作
品（『
石
灰
工
場
』、『
消
去
』、『
混
乱
』、

『W
oodcutters 

― 

伐
採 

―
』）
が
小
説
を
原
作
に
し
て
い
る
。

（
11
）原
作
に
存
在
し
な
い
人
物
や
台
詞
の
追
加
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
モ
チ
ー
フ
の
挿
入
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
舞
台
設
定
の
変
更
な
ど
、
数
多
く
の
改
変
が『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』で
は

な
さ
れ
て
い
る
。
総
じ
て
言
え
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
改
変
に
よ
っ
て
、
主
人
公
が
旧
友
に
抱
く
愛
憎
を
書
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国
立
劇
場
付
き
の
俳
優
は
夜
が
更
け
て
到
着
す
る
や
否
や
、
い
か
に
自
分
が
偉

大
な
俳
優
で
あ
る
か
を
延
々
と
話
し
続
け
る
の
だ
が
、
そ
の
言
葉
に
耳
を
貸
す

も
の
は
い
な
い
。
そ
の
後
、
居
間
で
の
歓
談
の
場
で
、
客
の
一
人
の
箍
が
外
れ
暴

言
が
口
を
つ
く
。
そ
れ
を
機
に
、
居
合
わ
せ
た
芸
術
家
た
ち
か
ら
は
他
者
に
対

す
る
辛
辣
な
放
言
、
国
立
劇
場
に
対
し
て
の
不
平
、
さ
ら
に
は
国
家
体
制
批

判
が
吹
き
出
す
。
次
第
に
語
調
も
強
く
な
り
、
事
態
は
収
拾
の
つ
か
な
い
状
態

へ（
そ
の
間
流
れ
て
い
る
ラ
ヴ
ェ
ル
の『
ボ
レ
ロ
』
が
人
々
の
過
熱
す
る
精
神
と
シ
ン

ク
ロ
す
る
）。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
偽
善
性
、
小
市
民
的
な
姿
が
無
残
に
も
露

見
す
る
。
語
り
手
と
し
て
一
部
始
終
を
観
察
し
て
い
た
ト
ー
マ
ス
は
晩
餐
会
か

ら
の
帰
り
道
、
こ
の
夜
の
様
子
を
世
間
に
知
ら
し
め
、
芸
術
の
、
世
の
仮
の
平

静
を
か
き
乱
す
こ
と
を
心
に
誓
う
の
だ
。

二
幕
、
四
時
間
二
十
分
に
及
ぶ
大
作
に
身
構
え
る
観
客
た
ち
の
不
意
を
衝

き
、
予
定
開
始
時
間
の
少
し
前
か
ら
、
悪
夢
の
晩
餐
会
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

ヨ
ア
ナ
へ
の
生
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
。
一
幕

で
は
所
々
で
こ
の
よ
う
に
モ
ノ
ク
ロ
映
像
に
よ
る
回
想
シ
ー
ン
、
ま
た
は
回
り
舞

台
を
使
っ
て
の
俳
優
に
よ
る
懐
古
シ
ー
ン
が
挿
入
さ
れ
、
な
ぜ
女
優
ヨ
ア
ナ
は
こ

の
現
実
世
界
か
ら
逃
避
し
た
の
か
、
彼
女
が
求
め
た
も
の
と
現
実
世
界
の
間
の

齟
齬
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
探
る
形
で
劇
が
進
む
。
続
く
二
幕
、
国
立
劇
場
の

俳
優
が
到
着
し
て
か
ら
の
晩
餐
会
で
は
、
俳
優
た
ち
の
激
し
い
言
い
争
い
、
そ

れ
を
眺
め
る
ト
ー
マ
ス
の
毒
舌
、
心
に
響
く
強
い
台
詞（
言
葉
）
が
劇
を
推
し

進
め
、
一
気
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ
と
傾
れ
込
む
。

『W
ood

cutters 

― 

伐
採 

― 

』を
今
日
取
り
上
げ
る
意
義

当
初
、
小
説D

as K
alkw

erk

（『
石
灰
工
場
』早
川
書
房
、
一
九
八
一
年
）

の
舞
台
化
を
希
望
し
た
ル
パ
は
作
者
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
上
演
許
可
を
請
う
手
紙

を
出
し
た
と
言
う
。
返
事
は「
ノ
ー
」。
作
家
自
ら
が
舞
台
化
す
る
予
定
だ
と

い
う
理
由
に
よ
り
断
り
の
返
事
を
受
け
る
も
、
作
者
の
死
後
に
親
族
か
ら
上

演
権
利
を
得
て
か
ら
は
戯
曲
よ
り
も
小
説
を
好
ん
で
舞
台
化
し
て
い
る
と
話
し

て
く
れ
た
。

今
回
の『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』の
舞
台
化
を
決
め
た
理
由
と
し
て

は
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
堕
落
し
た
僚
友
か
ら
の
決
別
を
誓
う
、
と
て
も
個
人
的
な

話
で
あ
る
と
同
時
に「
芸
術
と
は
」
と
い
っ
た
本
質
的
な
問
い
を
含
ん
だ
作
品

で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
状
を
言
い
当
て
た
予
言
的
な
作
品
で
あ
る
と
思
っ
た
か

ら
、
と
ル
パ
は
言
う
。「
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
体
制
変
換
を
成
し
遂
げ（
一
九
八
九
年
）、

現
在
、
芸
術
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
い
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会

的
に
も
芸
術
的
に
も
暗
い
時
代
に
あ
る
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
芸
術
家
た

ち
は
そ
の
現
実
に
ど
の
よ
う
に
気
付
き
そ
れ
と
戦
っ
て
い
く
の
か
、
ど
う
や
っ
て

芸
術
活
動
を
続
け
て
行
け
ば
良
い
の
か
が
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
テ
ー
マ
と
し
て
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
こ
の
劇
が
現
実
性
を
持
つ
の
で

す
。
実
際
、
本
来
な
ら
戦
う
は
ず
の
芸
術
家
た
ち
が
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
書
い
た
の

「
貧
し
い
演
劇
」の
提
唱
者
イ
ェ
ジ
ー
・
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
、
日
本
で
も
上
演
さ

れ
評
判
を
博
し
た『
死
の
教
室
』
で
名
高
い
前
衛
演
出
家
の
タ
デ
ウ
シ
ュ
・
カ
ン

ト
ル
。
彼
ら
を
輩
出
し
た
演
劇
大
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
後
の
巨

匠
と
謳
わ
れ
る
演
出
家
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
が
自
国
の
演
劇
賞（
一
四
年
）
を

総
な
め
に
し
た
舞
台『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
を
提
げ
て
の
初
来
日
を

果
た
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
16
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
今

作
品
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
代
表
す
る
作
家
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト（
一
九
三
一

─一
九
八
九
）の
一
九
八
四
年
の
小
説
を
ル
パ
自
身
が
翻
案
し
舞
台
化（
演
出
・

翻
案
・
美
術
・
照
明
）
し
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
に
も
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
戯
曲
・
小

説
の
演
劇
上
演
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
ル
パ
が
今
回
の
最
新
作
で
当
代
の
観

客
へ
伝
え
た
い
事
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
来
日
し
た
演
出
家
へ
の
単
独
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
か
ら
、
実
際
に
舞
台
を
観
た
観
点
か
ら
、
舞
台
が
孕
む
現
代
性
、
さ
ら

に
は
本
作
が
日
本
の
演
劇
人
に
鳴
ら
す
警
鐘
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

『W
ood

cutters 

― 

伐
採 

― 

』と
は
？

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
実
体
験
が
元
と
な
っ
た
小
説『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』。

出
版
直
後
に
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
友
人
夫
婦
か
ら
名
誉
毀
損
で
作
家

が
訴
え
ら
れ
、
発
禁
処
分
に
な
っ
た
と
い
う
曰
く
付
き
の
作
品
な
の
だ
が
、
ま

ず
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

か
つ
て
の
恋
人
で
女
優
の
ヨ
ア
ナ
の
自
殺
を
知
り
葬
儀
に
参
加
し
た
ト
ー
マ
ス

（
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
）
は
同
じ
く
参
列
者
で
旧
知
の
友
人
夫
妻
に
招
待
さ
れ
、
そ
の

夜
彼
ら
の
家
で
催
さ
れ
る
ウ
ィ
ー
ン
の
芸
術
家
た
ち
の
集
ま
り
に
参
加
す
る
こ

と
に
。
最
初
は
故
人
に
つ
い
て
、
流
行
り
の
芝
居
、
業
界
内
の
噂
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
た
人
々
―
劇
場
関
係
者
、
音
楽
家
、
作
家
、
画
家
―
も
、
会
の
主

賓
で
あ
る
国
立
劇
場
の
役
者
の
到
着
を
待
つ
う
ち
に
酒
が
進
み
、
各
人
の
本

音
を
露
呈
し
始
め
る
。
イ
プ
セ
ン
の『
野
鴨
』
で
老
人
エ
ク
ダ
ル
を
演
じ
て
い
る

巨
匠
ク
リ
ス
チャン・ル
パ
が
誘
う
演
劇
の
旅

二
〇
一七
年
一
月
一
日
発
行 
一
月
号

ク
リ
ス
チ
ャ
ン・ル
パ （
演
出
・舞
台
美
術
・作
家
）

聞
き
手　

田
中
伸
子 （The Jap

an Tim
es

）

イ
ン
タ
ビュー
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て
、
そ
の
人
物
の
秘
密
に
辿
り
着
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
よ
く
俳
優
か
ら

聞
く
の
は
舞
台
で
別
の
人
物
を
演
じ
て
い
る
時
の
方
が
私
生
活
の
時
よ
り
も
充

実
し
て
い
る
と
言
う
の
で
す
。
か
つ
て
私
が
芝
居
の
題
材
に
し
た
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン

ロ
ー（『Persona. M

arilyn

』〇
九
年
初
演
）
は
そ
の
意
味
で
と
て
も
特
徴
的

な
人
物
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
女
が
本
当
に
自
由
だ
と
感
じ
る
の
は
別
の
人
物

を
演
じ
て
い
る
時
で
、
自
分
自
身
で
い
る
時
、
自
分
は
自
閉
的
な
ん
だ
と
語
っ

て
い
る
の
を
読
み
ま
し
た
。
俳
優
が
自
ら
の
内
的
独
白
の
作
業
を
通
し
、
劇
中

人
物
の
核
心
に
迫
っ
て
い
く
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
個
々
の
身
体
、
個
性
を
付
け

加
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
私
は『
旅
』
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
そ
の『
旅
』
を
通
し
て
、
俳
優
が
そ
の
人
物
の
命
を
生
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
の
で
す
。
こ
の
経
験
を
さ
せ
る
た
め
に
は
時
間
と
あ
る
種
の
条
件
と
い
う

の
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

さ
ら
に
、「
演
劇
の
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
劇
場
で
観
客
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
初
め
て
演
劇
の
儀
式
性
、
祝
祭
性
、
演
劇
の
力
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。
つ
ま
り
観
客
に
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
間
ず
っ
と
そ
こ
に
居
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
私
は
決
し
て
四
時
間
の
芝
居
を
上
演
す
る
こ

と
を
前
提
に
芝
居
を
作
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
観
客
と『
旅
』
を
共
有
す

る
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
時
間
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
作
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

演
劇
の
可
能
性

様
々
な
こ
と
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ひ
と
つ
で
行
な
え
て
し
ま
う
今
日
、
演
劇
が

生
き
残
る
道
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
問
い
を
巨
匠
へ
ぶ
つ
け
て
み
た
。

「
日
本
に
は『
引
き
こ
も
り
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
浸
る
現
代
人
に
と
っ
て
の
救
済
が
演
劇

で
、
そ
の
演
劇
を
メ
デ
ィ
ア
の
洪
水
の
中
か
ら
守
っ
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
芸
術
の
境
界
領
域
に
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
演
劇
は
色
々
な
も
の
を
総
合
す
る
の
に
格
好
な
場
所
な
の

で
す
。
生
の
俳
優
の
演
技
と
映
像
を
結
ぶ
こ
と
も
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
要

素
を
加
え
、
美
術
的
な
作
品
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
私
は
自
分
を
そ
の

よ
う
な
境
界
領
域
を
旅
す
る
人
間
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。『
壁
の
よ
う
な

問
題
が
現
れ
た
時
に
ど
う
や
っ
て
突
破
す
れ
ば
良
い
の
か
迷
っ
た
な
ら
、
方
法
、

手
段
を
変
え
な
さ
い
』
と
ピ
カ
ソ
は
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
の
信

条
で
も
あ
り
ま
す
」

ル
パ
の
作
品
は
現
在
も
世
界
中
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
喝
采
を
浴
び
て
い
る
。
パ

リ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
で
は
こ
の
ル
パ
人
気
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

年
末
に
か
け
て
ル
パ
の
代
表
作『W

oodcutters 

― 

伐
採 

―
』『
英
雄
広
場
』

『
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
甥
』（
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
作
）
を
連
続
上
演
す
る
。

通
訳
＝
久
山
宏一

と
同
じ
よ
う
に
、
あ
る
種
の
破
壊
、
堕
落
の
プ
ロ
セ
ス
を
否
応
な
く
辿
ら
ざ
る

を
え
な
い
現
実
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
に
も
こ
の
劇
の
現
実
性
を
見
ま
し
た
」

共
和
制
の
樹
立
に
よ
り
民
主
化
を
果
た
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
。
自
由
主
義
経

済
と
い
う
新
し
い
物
差
し
の
下
で
芸
術
の
価
値
を
問
い
か
け
た
今
作
が
思
い
が

け
な
い
場
所
で
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
示
し
た
例
を
ル
パ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か

ら
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
こ
の
芝
居
を
昨
年
中
国
で
上
演
し
た
際
に
、
観
客
か
ら
出
た
質
問
に
私
は

驚
愕
し
ま
し
た
。『
な
ん
で
あ
な
た
は
中
国
の
芸
術
家
を
こ
ん
な
に
批
判
す
る
の

で
す
か
？
』
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
れ
は
中
国
の
芸
術
家
の
為

に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
芸
術
家
の
為
に
書
か
れ
た
も
の

で
す
よ
、
と
答
え
た
の
で
す
が
、
そ
の
人
は『
じ
ゃ
あ
、
あ
な
た
は
中
国
人
む
け

に
何
か
書
き
加
え
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？
』
と
言
う
の
で
す
」

そ
う
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
起
き
た
事
件
を
題
材
に
し
た
芝
居
が
二
〇
一
六
年

の
日
本
で
堂
々
と
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
発
揮
す
る
そ
の
理
由
は
こ
の
中
国
で

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
が
遠
く
離
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
の
人

た
ち
へ
向
け
た
誹
謗
中
傷
に
収
ま
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
だ
。

事
実
、
二
幕
の
厳
し
い
中
に
本
音
を
含
ん
だ
諍
い
を
聞
き
な
が
ら
筆
者
自
身
、

我
が
身
を
振
り
返
る
瞬
間
が
何
度
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
日
に
日
に
彼
女
た

ち
は
自
分
の
中
の
文
学
を
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
下
劣
な
国
の
庇
護
対
象
者
と
し

て
存
在
す
る
た
め
に
、殺
し
て
い
っ
た
…
…
」い
つ
何
時
、自
分
が
こ
う
な
ら
な
い
、

と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

ル
パ
は
さ
ら
に
こ
う
付
け
加
え
る
。

「
若
い
頃
、
人
は
世
界
を
変
え
た
い
と
思
い『
我
々
が
新
し
い
世
界
の
管
理
の
仕

方
を
教
え
る
ん
だ
』
と
唱
え
ま
す
。
し
か
し
、
や
が
て
権
力
に
自
分
の
身
を
売

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
同
じ
こ
と
が
政
治
家
、
研
究
者
、
芸
術
家
た

ち
に
も
言
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
本
来
、
芸
術
家
と
い
う
の
は
妥
協
な
し
に

真
実
の
側
に
立
つ
べ
き
で
す
。
つ
ま
り
政
治
家
が
最
も
頻
繁
に
身
を
売
る
こ
と

に
加
担
す
る
、
嘘
に
寄
る
側
の
人
間
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
芸
術
家
は
真
実
の
側

に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
作
者
の
考
え
で
す
。
こ
れ
は
決
し
て
芸
術

家
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
嘘
と
は
何
か
、
理
想
と
は
何
か
と

言
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
世
界
の
全
て
の
人
に
関
わ
る
物
語
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」

演
劇
を
通
し
た「
旅
」を
観
客
と
共
有
す
る

実
際
に
舞
台
を
観
た
者
と
し
て
、
こ
の
大
作
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
絶
対
条

件
が
俳
優
た
ち
の
演
技
、
存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
際
、
彼
独
自
の
稽
古
方
法
を
形
容
し
た
言
葉
で
、
徐
々
に
発
展
し
て
い
く
即

興
的
な「
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
・
リ
ハ
ー
サ
ル
」
と
は
ど
う
言
っ
た
も
の
な
の
か
、
と

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
俳
優
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら

素
晴
ら
し
い
俳
優
た
ち
の
秘
密
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
俳
優
は
劇
中
人
物（
役
）
に
成
り
代
わ
り
内
的
独
白
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
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い
言
葉
が
い
く
つ
も
登
場
す
る
。「
小
説
に
は
ど
ん
な
人
間
か
分
か
ら
な
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
出
て
き
て
、
秘
密
は
秘
密
の
ま
ま
だ
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
、
舞
台

だ
と
そ
う
は
い
か
な
い
よ
ね
。
生
き
た
人
間
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
立
ち
上
が
っ
て
こ

な
け
れ
ば
、
単
に
ワ
ケ
が
分
か
ら
な
い
人
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。
そ
の
人
物
が

何
を
考
え
、
何
を
希
望
し
て
い
た
か
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
ま
で
ち
ゃ
ん
と
明
ら

か
に
す
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
だ
。
翻
訳
者
の
忠
実
と
は
戯
曲
そ
の
ま
ま
に
忠
実

に
な
る
の
で
は
な
く
、
原
作
者
の
続
き
を
書
く
こ
と
だ
と
思
う
。
聖
書
に
お
け

る
聖
書
外
伝
の
よ
う
に
ね
。
そ
れ
こ
そ
が
、
作
品
に
対
す
る
忠
実
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
」

ル
パ
の
こ
の
考
え
方
は
、
原
作
で
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
ヨ
ア
ナ
と
い
う
女

性
に
命
を
吹
き
込
ん
だ
こ
と
に
も
最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
す
で
に
自
殺
し

て
い
る
ヨ
ア
ナ
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
な
ど
で
観
客
に
強
い
印
象
を
残
す

の
だ
。

「
確
か
に
原
作
で
は
ヨ
ア
ナ
は
隠
れ
た
存
在
で
自
殺
し
た
彼
女
の
告
別
式
に
、

何
年
も
会
わ
な
か
っ
た
人
々
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
、
物
語
は
あ
る
種
の
破
滅
に

向
か
っ
て
い
く
。
お
の
お
の
の
人
物
の
暗
部
が
さ
ら
け
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
。

僕
は
こ
の
芝
居
は
三
つ
の
世
界
が
あ
る
と
思
っ
た
。一
つ
は
芸
術
家
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
。
彼
ら
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
を
芸
術
家
に
し
て
く
れ
た
。
い
わ
ば
親
の
よ
う
な
存

在
な
ん
だ
が
、
若
い
時
は
権
力
に
抗
っ
て
も
自
分
た
ち
の
理
想
を
追
い
求
め
て

い
た
の
に
、
や
が
て
そ
う
し
た
気
持
ち
を
裏
切
っ
て
、
社
会
に
も
観
客
に
対
し

て
も
身
を
売
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
そ
う
し
た
芸
術
家
と
自

分
を
切
り
離
し
て
、
一
切
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、
故
に
極
端
な
孤
独
に
陥
っ
て

い
く
。
ヨ
ア
ナ
は
そ
の
中
間
に
い
る
存
在
で
、
犠
牲
者
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
芸

術
家
の
危
険
を
身
に
染
み
て
感
じ
て
、
自
殺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
を
解

放
す
る
わ
け
だ
か
ら
。
つ
ま
り
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
精
神
的
な
恋
人
の

よ
う
な
存
在
だ
」

実
は
、
ル
パ
が
区
分
化
し
た
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
ら
な
い
人
物
も
い
る
。
ヨ

ア
ナ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ジ
ョ
ン
。
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
明
ら
か
に
見
下
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
な
ぜ
か
心
に
残
る
人
物
だ
。

「
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
も
当
初
、
自
分
が
嫌
が
っ
て
い
る
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
よ

う
に
、
彼
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
た
か
ら
ね
。
た
だ
、
ヨ
ア
ナ
が
パ
ー
ト

ナ
ー
に
選
ん
だ
彼
と
い
う
人
物
に
深
く
入
っ
て
い
く
に
従
っ
て
、
む
し
ろ
彼
の
中

の
劇
的
な
部
分
、
ド
ラ
マ
性
に
気
付
か
さ
れ
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
だ
っ
た
ヨ

ア
ナ
に
ず
っ
と
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
た
彼
の
在
り
方
と
か
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

る
ド
ラ
マ
が
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
逆
転
も
面
白
い
よ
ね
」

面
白
い
と
言
え
ば
、
ま
る
で
ガ
ラ
ス
の
温
室
の
よ
う
な
舞
台
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

も
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。「
戯
曲
を
読
ん
で
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
分
析

し
て
い
た
時
、
あ
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
ん
だ
ん
だ
。
ガ
ラ
ス
の
箱
と
い
う
の
は
殻
を

表
わ
し
て
い
て
、何
か
を
隠
し
持
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、水
槽
に
も
見
え
る
か
ら
、

人
の
関
係
性
が
浮
ん
で
く
る
よ
ね
。
あ
と
は
一
生
過
ご
す
部
屋
と
い
う
か
、
刑

ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
の
巨
匠
こ
と
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
が
自
身
の
作
品

『W
oodcuters 

― 

伐
採 

―
』
で
来
日
。
七
十
三
歳
、
今
も
第
一
線
で
活
躍

す
る
牽
引
者
だ
。
鋭
い
視
点
で
社
会
を
見
つ
け
続
け
る
彼
に
、
作
品
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
演
出
家
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
の
名
前
を
最
初
に
教
え
て
く
れ
た

の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
女
優
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
ビ
ノ
シ
ュ
だ
っ
た
。
彼
女
は
映
画
の
み

な
ら
ず
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
ヴ
ォ
ー
や
イ
ヴ
ォ
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ー
ヴ
ェ
と
組
ん
だ
り
、

振
付
家
ア
ク
ラ
ム
・
カ
ー
ン
と
ダ
ン
ス
作
品
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
り
、
常
に
刺

激
的
な
活
動
を
し
て
い
る
が
、「
今
度
、
イ
ザ
ベ
ル
・
ユ
ペ
ー
ル
と
一
緒
に
ル
パ
の

舞
台
に
出
る
企
画
が
あ
る
の
よ
」
と
う
れ
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
の
だ
。「
私

も
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
だ
し
」
と
。

そ
の
ル
パ
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
16
に
参
加
す
る
た
め
、
演
出
作

品『W
oodcutters 

― 

伐
採 

―
』
を
持
っ
て
来
日
し
た
。

「
確
か
に
ビ
ノ
シ
ュ
と
ユ
ペ
ー
ル
に
仕
事
を
し
よ
う
と
オ
フ
ァ
ー
し
た
こ
と
が
あ

る
よ
。『
伐
採
』
と
同
じ
作
者
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の『
兄
弟（
姉
妹
）』
と
い

う
作
品
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
二
人
と
や
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
か
ら
ね
。
ビ
ノ

シ
ュ
は
即
O
K
を
く
れ
た
ん
だ
け
ど
、
ユ
ペ
ー
ル
は
集
中
型
の
女
優
で
、
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
の
戯
曲
で
は
自
分
の
力
を
十
分
発
揮
で
き
な
い
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
、
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
翻
訳
し
て
上
演

し
た
も
の
を
三
回
も
観
に
来
て
く
れ
た
ん
だ
。
そ
し
て〝
あ
な
た
、
あ
の
戯
曲
に

何
か
自
分
で
付
け
加
え
た
の
？
〞
と
聞
く
か
ら
、〝
い
い
え
、
何
も
。
テ
キ
ス
ト
の

ま
ま
だ
よ
〞
と
答
え
た
ら
、〝
出
演
し
な
か
っ
た
の
は
、
残
念
だ
っ
た
わ
〞
と
い
っ

て
く
れ
た
よ（
笑
）」

も
っ
と
も
、
同
じ
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
戯
曲
で
も『
伐
採
』に
は〝
エ
イ
ミ
ー
・
ワ
イ

ン
ハ
ウ
ス
〞
や〝
9
・
11
〞
と
い
っ
た
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
生
き
た
時
代
に
は
合
わ
な

ク
リ
ス
チャン・ル
パ

二
〇
一七
年
一
月
二
日
発
行 
二
月
号

取
材
・文 

佐
藤
友
紀

通
訳 

久
山
宏
一 

イ
ン
タ
ビュー
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務
所
の
監
獄
に
も
見
え
る
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
最
初
、
自
分
だ
け
あ
の
ガ
ラ
ス
の

箱
の
外
に
座
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
偶
然
の
選
択
な
の
だ
が
、
む
し
ろ
内
側
の
芸

術
家
た
ち
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
と
捉
え
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
な
」

演
出
家
に
は
、
最
初
か
ら
キ
チ
ン
と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
て
、
す
べ
て
の

登
場
人
物
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
か
配
置
な
ど
も
決
め
込
ん
で
い
る
の
か

と
思
っ
た
が
、
意
外
な
思
い
付
き
も
大
切
に
す
る
と
？

「
ま
さ
に
そ
う
な
ん
だ
よ
。僕
は
演
出
に
は
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
道
が
始
ま
る
と
こ
ろ
。

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
れ
を
ど
こ
に
置
く
か
と
い
う
こ
と
。
い
ず
れ
に
し
て
も

道
の
始
ま
り
で
あ
る
門
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
旅
が
ど
こ
に
行
く
の
か

分
か
ら
な
い
。
と
に
か
く
正
し
い
乗
り
物
を
見
つ
け
て
、
で
も
予
測
が
つ
か
な
い

部
分
を
残
し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
ち
ゃ
ん
と
始
ま
る
よ
う
に
す

る
の
が
演
出
家
の
仕
事
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
る
」

話
を
聞
い
て
い
る
と
、
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
前
へ
前
へ
と
進
む
現
在
進
行

形
の
姿
が
何
と
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
。
そ
う
言
え
ば
ボ
ブ・
デ
ィ
ラ
ン
、
マ
ー
テ
ィ
ン・

ス
コ
セ
ッ
シ
と
最
近
話
題
の
七
十
代
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
は
何
か
共
通
点
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
が
。

「
わ
れ
わ
れ
の
世
代
は
人
類
が
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
未
曾
有
の
惨
劇
を

体
験
し
て
、
破
壊
の
脅
威
も
味
わ
い
、
十
九
世
紀
の
理
想
の
終
焉
を
目
撃
し

た
後
、
新
し
い
理
想
が
生
ま
れ
る
の
を
知
っ
た
。
人
間
を
解
放
す
る
新
し
い
何

か
、
他
者
や
異
質
な
も
の
に
対
し
て
も
ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
心
。
十
九

世
紀
に
は
す
で
に
神
が
い
な
い
と
分
か
っ
た
わ
け
だ
け
ど
、
新
し
い
哲
学
を
信
じ

て
、
生
き
て
き
た
。
ヒ
ッ
ピ
ー
と
か
フ
ラ
ワ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
と
か
だ
よ
ね
。
で
も

現
在
、
そ
う
い
う
夢
は
死
ん
だ
。
逆
に
新
し
い
悪
意
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
、
憎
悪
が
出
て
き
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
に
ナ
イ
ー
ブ
と
言

わ
れ
よ
う
と
、
フ
ラ
ワ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
と
し
て
の
思
想
、
生
き
方
は
創
作
を
通
じ

て
追
い
求
め
て
い
き
た
い
。
妥
協
す
る
こ
と
は
な
し
に
、
ね
」

プ
ロ
フィ
ー
ル

―飯
島
雄
太
郎
（
い
い
じ
ま 

ゆ
う
た
ろ
う
）

一
九
八
七
年
生
ま
れ
。
国
書
刊
行
会
を
経
て
京
都
大
学
博
士
後
期
課
程
在
籍
。

専
門
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
。
論
文
に
「「
群
集
」
の
た
め
の
演
劇 :

『
ス
ポ
ー
ツ

劇
』
に
つ
い
て
」（『
現
代
詩
手
帖
』五
十
九
巻
三
号
）、「
死
者
を
語
る
言
葉 -

ト
ー

マ
ス・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
『
カ
ル
タ
遊
び  

あ
る
遺
稿
』
に
お
け
る
言
語
懐
疑
に
つ
い
て
―
」

（『
研
究
報
告
』
三
十
号
）、「
波
多
野
爽
波
の
現
代
性
に
つ
い
て
」（『
週
刊
俳
句
』

三
五
一
号
）。
他
に
地
点
『
ブ
レ
ヒ
ト
売
り
』
ド
イ
ツ
語
字
幕
作
成
等
。
趣
味
は

中
華
料
理
を
作
る
こ
と
と
古
本
を
売
り
さ
ば
く
こ
と
。

池
田
信
雄
（
い
け
だ 

の
ぶ
お
）

一
九
四
七
年
東
京
生
ま
れ
。
ド
イ
ツ
文
学
者
。
二
〇
一二
年
ま
で
東
京
大
学
総

合
文
化
研
究
科
教
授
。
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
を
中
心
と
し
た
近
代

ド
イ
ツ
文
学
お
よ
び
現
代
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
家
研
究
の
か
た
わ
ら
、
現
代
ド
イ

ツ
語
圏
文
学
の
紹
介
者
で
も
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
小
説
『
消
去
』、

『
私
の
貰
っ
た
文
学
賞
』
を
始
め
、
多
数
の
文
学
作
品
の
翻
訳
の
ほ
か
、
ヴ
ェ
ン

ダ
ー
ス
の
『
ベ
ル
リ
ン
、天
使
の
詩
』
な
ど
ド
イ
ツ
映
画
の
字
幕
翻
訳
も
手
が
け
た
。

二
〇
一
四
年
か
ら
南
ド
イ
ツ
在
住
。

岩
城
京
子
（
い
わ
き 

き
ょ
う
こ
）

演
劇
研
究
者
。
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
（
演
劇
・
舞
踊
な
ど
）
を
専
門
と
す

る
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
。
東
京
と
ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
に
世
界
二
十

四
カ
国
で
取
材
、
和
英
両
文
で
執
筆
を
行
う
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス

校
演
劇
学
部
修
士
課
程
首
席
修
了
。
現
在
同
大
学
博
士
後
期
課
程
在
籍
、
な

ら
び
に
同
校
非
常
勤
講
師
。
主
な
執
筆
先
に
、AER

A

、新
潮
、朝
日
新
聞
な
ど
。

公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も
寄
稿
多
数
。
近
年
は
フ
リ
ー
の
ア
ー
ト
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
国
立
劇
場
な
ど
に
協

力
。
二
〇
一
五
年
に
ア
ジ
ア
五
カ
国
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
・
研
究
者
か
ら
な
るScene 

/ A
sia 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
。
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
。

岩
田
美
保
（
い
わ
た 

み
ほ
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
研
究
家
。
一
九
八
五
年
京
都
府
立
大
学
卒
業
。
一
九
八
六
年

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ヤ
ギ
エ
ウ
ォ
大
学
留
学
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
部
な
ど
で
文
学
、
演

劇
を
学
ぶ
。
通
訳
、
翻
訳
の
傍
ら
、
自
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
活
動
を
展
開
し
、
現

代
演
劇
・
美
術
批
評
に
も
関
わ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
ク
ラ
ク
フ
市
在
住
。

ウ
カ
シ
ュ
・
ト
ゥ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス
キ
（Ł

ukasz Tw
arkow

ski

）

一
九
八
三
年
生
ま
れ
。
演
出
家
、
舞
台
美
術
家
、
映
像
作
家
。IP

（Identity 

Problem

）G
roup

主
宰
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
を
代
表

す
る
演
出
家
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
の
創
作
活
動
に
参
加
し
、
二
〇
一
〇
年
に
自
身

の
カ
ン
パ
ニ
ーIP G

roup

を
創
設
。
二
〇
一
三
年
に
は
ク
ラ
ク
フ
国
立
劇
場
で『
ア

ク
ロ
ポ
リ
ス
』
を
演
出
し
、
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド

劇
場
の
専
属
演
出
家
を
経
て
、現
在
は
フ
リ
ー
の
演
出
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

鴻 

英
良
（
お
お
と
り 

ひ
で
な
が
）

一
九
四
八
年
生
ま
れ
。
演
劇
批
評
家
。
専
門
は
ロ
シ
ア
芸
術
思
想
。
ウ
ォ
ー
カ
ー・

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
、
国
際
演
劇
祭
ラ
オ
コ
オ
ン
芸
術
監
督
、

京
都
造
形
芸
術
大
学
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
を
歴
任
。『
シ
ア
タ
ー

ア
ー
ツ
』『
舞
台
芸
術
』な
ど
数
々
の
演
劇
雑
誌
の
編
集
長
も
務
め
た
。
著
書
に『
二

十
世
紀
劇
場
ー
歴
史
と
し
て
の
芸
術
と
世
界
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
八
）な
ど
。

グ
ジ
ェ
ゴ
シ
ュ
・レ
ス
ケ
（G

rzeg
orz R

eske

）

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
ル
ブ
リ
ン
大
学
で
美
術
史
を

学
ん
だ
後
、
ク
ラ
ク
フ
大
学
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
の
大
学
院
で
文
化
政
策
を
専
攻
。

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
最
も
歴
史
の
あ
る
独
立
系
劇

団Provisorium
 T

heatre

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
。
二
〇
〇
七
年
か
ら

ル
ブ
リ
ン
の
国
際
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルK

onfrontacje T
eatralne

（http://

konfrontacje.pl

）
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
、
二
〇
一
三
年
か
ら
二

〇
一
七
年
ま
で
は
マ
ル
タ
・
カ
イ
ル
と
共
同
で
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

久
山
宏一（
く
や
ま 

こ
う
い
ち
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
通
訳
・
翻
訳
。
東
京
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師
。
東
京
外
国
語

大
学
ロ
シ
ア
学
科
卒
業
、早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
課
程（
ロ
シ
ア
文
学
）
中
退
。

ア
ダ
ム・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
大
学（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ポ
ズ
ナ
ン
市
）
よ
り
、博
士
号（
ス
ラ

ヴ
文
学
）取
得
。ロ
シ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
、比
較
文
学
研
究
。

ク
リ
ス
チ
ャン
・
ル
パ
（K

rystian Lup
a

）

一
九
四
三
年
生
ま
れ
。
演
出
家
、
舞
台
美
術
家
、
作
家
。
物
理
、
絵
画
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
舞
台
演
出
を
学
び
、
七
十
六
年
ム
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
『
屠
殺
場
』

で
演
出
家
で
デ
ビ
ュ
ー
。
劇
作
、
演
出
の
ほ
か
美
術
・
照
明
デ
ザ
イ
ン
も
手
が
け

る
。
八
十
年
以
後
は
国
立
ス
タ
リ
ィ
劇
場
を
拠
点
に
創
作
活
動
を
行
い
、
主
に

ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
品
の
翻
案
・
演
出
に
取
り
組
む
。
特
に

舞
台
化
が
難
し
い
と
さ
れ
る
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
戯
曲
・
小
説
作
品
の
翻

案・演
出
で
は
『
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル・
カ
ン
ト
』、『
石
灰
工
場
』、『
消
去
』、『
英
雄
広
場
』

な
ど
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
近
年
の
主
な
作
品
に『Factory 2

』、『Persona. 

M
arilyn

』、『W
aiting R

oom
 0

』
な
ど
。

佐
藤
友
紀
（
さ
と
う 

ゆ
き
）

山
形
出
身
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
出
版
社
・
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
経
て
フ

リ
ー
に
。
映
画
、
舞
台
を
中
心
に
フ
ォ
ロ
ー
。
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
、
パ
ト
リ
ス
・

シ
ェ
ロ
ー
、
ピ
ナ
・
バ
ウ
シ
ュ
、
モ
ー
リ
ス
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
の
追
っ
か
け
も
。

鈴
木
理
映
子
（
す
ず
き 

り
え
こ
）

編
集
者
、
ラ
イ
タ
ー
。
演
劇
情
報
誌
「
シ
ア
タ
ー
ガ
イ
ド
」
編
集
長
を
経
て
、二
〇

〇
九
年
よ
り
フ
リ
ー
。
演
劇
専
門
誌
、
広
報
誌
、
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
取
材
・

執
筆
の
ほ
か
、『
Ｆ
／
Ｔ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
』（
Ｆ
／
Ｔ
09̶

13
）、『
ポ
ス
ト
ド
ラ
マ
時
代

の
創
造
力
』（
白
水
社
）、『〈
現
代
演
劇
〉
の
レ
ッ
ス
ン
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）
な
ど

の
編
集
を
担
当
。
共
著
に『
戦
後
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
展
開
』（
森
詰
社
）。
青
山
学
院

大
学
「A

C
L

現
代
演
劇
批
評
ア
ー
カ
イ
ブ
」(acl-ctca.net)

の
開
設
に
携
わ
る
。

田
中
伸
子
（
た
な
か 

の
ぶ
こ
）

C
ity U

niversity (London) A
rts M

anagem
ent

修
士
課
程
終
了
。
中
央

大
学
独
文
科
卒
。
二
〇
〇
一
年
よ
り
英
字
新
聞T

he Japan T
im

es

で
演
劇

担
当
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
演
劇
・
ダ
ン
ス
記
事
を
執
筆
。
国
内
の
演
劇
関
連
雑
誌
、

上
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
へ
も
執
筆
を
行
う
。
海
外
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
英
国
で
の

演
劇
関
連
の
取
材
を
多
数
手
が
け
る
。
日
⇅
英
翻
訳
、
英
国
へ
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

業
も
行
な
っ
て
い
る
。
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トjstages.com

を
始
動
。

寺
尾 

格
（
て
ら
お 

い
た
る
）

一
九
五
一
年
生
ま
れ
。
専
修
大
学
教
授
。
東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、

人
文
学
部
独
文
学
科
に
再
入
学
、同
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
著
書
に『
ウ
ィ
ー

ン
演
劇
あ
る
い
は
ブ
ル
ク
劇
場
』（
二
〇
一二
）、
翻
訳
に
ヴ
ェ
ル
ナ
ー・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
プ

『
か
ぐ
わ
し
き
か
な
天
国
』（
二
〇
〇
三
）、フ
ィ
リ
ッ
プ・レ
ー
レ『
走
れ
ゴ
ス
ポ
デ
ィ
ン
』

ほ
か
多
数
。
現
在
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
会
誌
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
』
編
集
長
。
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ピ
ョ
ト
ル
・
ル
ツ
キ
（Pio

tr Rud
zki

）

演
劇
学
者
。
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
劇
場
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
を
経
て
、
現
在
は

ワ
ル
シ
ャ
ワ
のZydow

ski

劇
場
に
勤
務
。
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か

け
て
デ
リ
ー
大
学
（
イ
ン
ド
）
で
教
鞭
を
と
り
、
現
在
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
大
学
准
教
授
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
現
代
演
劇
を
専
門
と
し
、
二
〇
一
三
年
に
出
版
し
た
ヴ
ィ
ト
カ
ツ
ィ

に
関
す
る
著
作
で
は
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
演
劇
に

関
す
る
包
括
的
な
視
点
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
九
四
年
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演

劇
雑
誌
『N

otatnik T
eatralny

（T
heatrical N

otebook

）』
の
編
集
委
員

を
務
め
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
パ
に
関
す
る
記
事
も
多
数
執
筆
し
て
い
る
。

マ
グ
ダ
・
シ
ュペ
フ
ト
（M

ag
d

a Szp
echt

）

演
出
家
。
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
大
学
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
批
評
を
学
ん
だ
後
、
ク
ラ
ク
フ

国
立
演
劇
大
学
に
入
学
し
演
出
家
と
し
て
の
活
動
を
開
始
。
二
〇
一
四
年
に
発

表
し
た
「D

olphin W
ho Loved M

e

」
は
ベ
ル
リ
ンH

A
U

劇
場
で
の100

°

Berlin

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
、
多
く
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
演
さ
れ

る
な
ど
注
目
を
集
め
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
十
一
月
に
は
T
R
ワ
ル
シ
ャ
ワ
劇
場

で
ミ
シ
ェ
ル
・
ウ
ェ
ル
ベ
ッ
ク
原
作
「
あ
る
島
の
可
能
性
」
を
演
出
し
た
。

ヤ
ロ
ス
ワ
フ
・
フ
レ
ト
（Jaros ław

 Fret

）

演
出
家
、俳
優
。T

eatr ZA
R

主
宰
、グ
ロ
ト
フ
ス
キ・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
代
表
。

二
〇
一
六
年
に
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
（
欧
州
文
化
首
都
）
で
開
催
さ
れ
る
シ
ア
タ
ー
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
一
九
九
九
年
〜
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
グ
ル
ジ
ア
、

ア
ル
メ
ニ
ア
、
イ
ラ
ン
を
訪
問
し
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
最
古
の

宗
教
音
楽
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
う
。
そ
の
後T

eatr ZA
R

を
創
設
し
、メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
ギ
リ
シ
ア
の
ア
ト
ス
山
、
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
、
コ
ル
シ
ア
島
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、

ト
ル
コ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
を
訪
問
し
た
。
二
〇
一
三
年
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
を

テ
ー
マ
と
し
た
最
新
作
「A

rm
ine, Sister

」
を
発
表
。T

eatr ZA
R

の
作
品

は
世
界
各
地
で
上
演
さ
れ
、
国
際
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

横
堀
応
彦
（
よ
こ
ぼ
り 

ま
さ
ひ
こ
）

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

音
楽
演
劇
大
学
に
お
い
て
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
を
専
攻
。
二
〇
一
四
年
よ
り
二
〇
一

七
年
ま
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
に
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担

当
。
立
教
大
学
・
跡
見
学
園
女
子
大
学
兼
任
講
師
。

フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
15

主
催

―
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
実
行
委
員
会

豊
島
区
／
公
益
財
団
法
人
と
し
ま
未
来
文
化
財
団
／
N
P
O
法
人
ア
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
・
東
京
芸
術
劇
場
（
公

益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）

共
催

―
公
益
社
団
法
人
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
共
催

―
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー

協
賛

―
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
、
株
式
会
社
資
生
堂

後
援

―
外
務
省
、
公
益
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
、

J-W
A

V
E 81.3 FM

特
別
協
力

―
西
武
池
袋
本
店
、
東
武
百
貨
店
池
袋
店
、
東
武
鉄
道
株
式

会
社
、
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
、
チ
ャ
コ
ッ
ト
株
式
会
社

協
力

―
東
京
商
工
会
議
所
豊
島
支
部
、
豊
島
区
商
店
街
連
合
会
、
豊
島

区
町
会
連
合
会
、
一
般
社
団
法
人
豊
島
区
観
光
協
会
、
一
般
社
団
法
人
豊

島
産
業
協
会
、
公
益
社
団
法
人
豊
島
法
人
会
、
池
袋
西
口
商
店
街
連
合
会
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
、
ホ
テ
ル 

グ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
、
池
袋
ホ
テ
ル
会

宣
伝
協
力

―
株
式
会
社
ポ
ス
タ
ー
ハ
リ
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー

平
成
27
年
度　

文
化
庁　

文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
国
際
発
信
推

進
事
業
（
池
袋
／
と
し
ま
／
東
京
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、
と
し
ま
国
際

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
）

公
益
社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会　

2021

芸
術
・
文
化
に
よ
る
社
会
創

造
フ
ァ
ン
ド
採
択
事
業

フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
16

主
催

―
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
実
行
委
員
会

豊
島
区
／
公
益
財
団
法
人
と
し
ま
未
来
文
化
財
団
／
N
P
O
法
人
ア
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
・
東
京
芸
術
劇
場
（
公

益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）

ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
共
催

―
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー

協
賛

―
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
、
株
式
会
社
資
生
堂

後
援

―
外
務
省
、
公
益
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
、

J-W
A

V
E 81.3 FM

特
別
協
力

―
西
武
池
袋
本
店
、
東
武
百
貨
店
池
袋
店
、
東
武
鉄
道
株
式

会
社
、
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
、
チ
ャ
コ
ッ
ト
株
式
会
社

協
力

―
東
京
商
工
会
議
所
豊
島
支
部
、
豊
島
区
商
店
街
連
合
会
、
豊
島

区
町
会
連
合
会
、
一
般
社
団
法
人
豊
島
区
観
光
協
会
、
一
般
社
団
法
人
豊

島
産
業
協
会
、
公
益
社
団
法
人
豊
島
法
人
会
、
池
袋
西
口
商
店
街
連
合
会
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
、
ホ
テ
ル 

グ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
、
池
袋
ホ
テ
ル
会

宣
伝
協
力

―
株
式
会
社
ポ
ス
タ
ー
ハ
リ
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
、
早
稲
田
大
学
坪

内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

平
成
28
年
度　

文
化
庁　

文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
国
際
発
信
推

進
事
業
（
池
袋
／
と
し
ま
／
東
京
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、
と
し
ま
国
際

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
）

公
益
社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会　

2021

芸
術
・
文
化
に
よ
る
社
会
創

造
フ
ァ
ン
ド
採
択
事
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
16
は
東
京
芸
術
祭 2016

の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

＊
事
業
報
告
詳
細
及
び
採
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
肩
書
は
、
企
画
開
催
当
時
の
も
の
で
す
。
ま
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
発
行
日
現
在
の
も
の
を
記
載
し
て
い
ま
す
。




